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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「我々は今、未み曾ぞ有うの危き機きに直面している」

　特徴的なだみ声が会かい議ぎ室しつに響ひびき渡った。

　演台の男性が険しい顔つきで聴ちよう衆しゆうを見渡している。太い眉まゆ、濃こい口ひげ、酒焼けを思わせる赤ら顔。産うぶ毛げ一つない頭を鈍にぶく輝かがやかせ額ひたいに青筋を浮かび上がらせている。子こ泣なき爺じじいを思わせる異相。スルガシステム社長、六ろつ本ぽん松まつ建たけ造ぞうだった。

　六本松は大きく鼻び腔こうを広げた。

「リドルトリル案件の解約、優ゆう良りようプロスペクトの失注、他ほかにも顧こ客きやくの投資見送り、既存案件減げん額がくなどで下期の営業成せい績せきは最悪と言ってよいレベルに落ち込んでいる。長引く不況のせいとはいえ看過できぬ数字だ。まったくもって最悪である」

　ぎょろりと黒豆のごとき眼まなこが周囲を睥へい睨げいした。息を吞のむ気け配はいが満ちる。何人かが射いすくめられたように肩をすぼめた。

　重い。

　空気がひたすらに重かった。

　今の大気を小瓶に入れて量ったら普ふ段だんの三割増しになっているのでは──と思うくらいの重苦しさだった。プロジェクタ用に室内の照明を落としているせいもあるだろう、相乗効果で次第次第に気が滅め入いってくる。

（これ……いつまで続くんだろうな）

　桜さくら坂ざか工こう兵へいは時と計けいを見た。

　会議開始から三十分経過。終了予定時刻にはまだ一時間以上ある。まさか全部社長の話で進んだりしないだろうが、あと二、三分で切り上げてくれそうな雰囲気でもなかった。

　かなわんなぁ。

　視し線せんを落とし辺りをうかがう。広いスペースに三十人ほどの男女が座っていた。藤ふじ崎さきに梢こずえ、ＯＳ部部長、福ふく大だいの姿も見える。ほぼスルガシステムの全社員だ。そして窓の外に見えるのは秋あき葉は原ばら電でん気き街がいのビル群。普段オフィスから目にしている眺めとはまったく異なる風景。

　秋葉原ＵＤＸ六階、東向き角かど部べ屋やの会議室に工兵達はいる。

　スルガシステムが本社移転した……わけではもちろんない。今日きようのために社長が貸し会議室を手配したのだ。入社以来初の全社ミーティング、年度末の緊きん急きゆう反省会のために。

「おい、おいそこ聞いとるか！」

　右斜め前のＯＳ部員がびくりと震ふるえる。

　居眠りでもしていたのか、双そう眸ぼうを瞬またたかせている。確たしか……昨日きのうベターメディア案件で深夜作業してた人だ。徹てつ夜や明あけで参加したのか。なんとも気の毒な。

　だが六本松は社員個々の事情など斟しん酌しやくした様よう子すもなく唸うなった。

「まったく、緊張感が足りん！　いいか会社の儲もうけを生み出すのは他の誰だれでもない、君ら一人ひとり一人ひとりなのだ。黙だまって座ってれば他の人間が稼いでくれるなどと思ったら大間違いだぞ。おい、おいそこも！　いつまでＰＣいじっとるんだ」

　周囲の視し線せんが工こう兵へいの左ひだり脇わきに集まる。

　小柄な少女が涼しい顔でタッチタイプしていた。つんと尖とがった鼻び梁りよう、長い睫まつ毛げ、砂さ糖とう細ざい工くのごとく甘いきめ細かな肌。白ブラウスに青リボンのアウターを重ね、艶つややかな髪を黒のカチューシャで飾っている。彼女は面めん倒どうくさそうに頭を揺らした。視線をモニタに据えたまま片手を上げる。

「社長のお話をメモってるんですけどー。だめですか」

　気け怠だるげな口く調ちよう。

　六ろつ本ぽん松まつがぐっと口ごもる。

　予想外の答えだったのだろう。唇をへの字に曲げ固まっている。だが反はん駁ばくの余地がなかったのか、しばらく考えて「なら……まぁよし」と答える。

　少女は軽く会釈してタイピングを再開した。今度は少し打だ鍵けん音おんを殺して、だが休むことなく指を動かし続けている。

「室むろ見みさん、室見さんちょっと自じ重ちようして下さい」

　小声でたしなめる。

　少女──室見立りつ華かのＰＣはルータの設定ファイルを映していた。社長の言げん行こう録ろくなどどこにもない。彼女は打ち合わせの初めからずっと自分の仕事を続けていた。

「だって時間がもったいないんだもの」

　不ふ機き嫌げんそうに舌打ちされた。

「このクソ忙しいのに朝一番で集められて、おまけに全社員二時間も拘こう束そくとかあのハゲが一番会社に打だ撃げき与えてるわよ。そんなに数字が大事なら大人おとなしくこっちを仕事に専念させろっつーの。言ってることとやってることが矛む盾じゆんしてんのよ、馬ば鹿か社長が」

「……はぁ」

　まぁ言いたいことは分かる。

　実際今のスルガシステムは開店休業状態だ。営業も構築も運用も何もかもがストップしている。会社の業ぎよう績せきを憂うれうなら、なおさらありうべからざる状況だろう。打開策を語るのであればともかくただの説教目的なら阿あ呆ほらしすぎた。

　ごほんと六本松の咳せき払ばらいが響ひびく。

「とにかく、諸君等らにはもう少し危き機き意い識しきを持ってもらいたい。本来なら私がこういう集まりを企画するまでもなく現場から改善策やアイディアを出してもらいたいところだ。だがまぁ今の君らにそこまで求めるのは酷ということで、今回は私の方で対策を考えてみた」

　……え。

　背筋に冷たいものが走る。社長のアイディア？　いや、いやそりゃ確たしかに打開策が欲しいとは思ったけど、でもやっぱりこの人の案はちょっと……不吉な予感しかしない。

　凍りつく場を気にした風もなく社長は背筋を伸ばした。

「まずは正攻法、諸君等らにもっと働いてもらおうと考えた。今の二倍、いやがつんと三倍くらいを目標に」

　ぎゃあああああ、やっぱりー！

　声にならない悲鳴が飛び交う中、六ろつ本ぽん松まつは無念そうに首を振った。

「……が、マネージャ陣曰いわく諸君等は既にギリギリ限界まで働いているというので思いとどまった」

　ほっと空気が弛し緩かんする。

「次にコストの削減を考えてみた。机の面めん積せきを現在の三分の一に、コピー機きは廃止、業務用携帯も没収する方向で」

　再び恐慌が訪れる。

「だがマネージャー陣曰く、それでは生産性が極度に悪化するということで諦あきらめた」

　安あん堵どの溜ため息いき。雰囲気が天てん国ごくと地じ獄ごくを振り子のように行き来する。

「というわけでだ」

　六本松が声をあらためた。禿はげ頭あたまの社長はしかつめらしい表情で場を見渡した。

「業務量の拡大もＮＧ、コストカットもＮＧと来たら我々にやれることは一つしかない。何か分かるか？」

　………。

　疑問符がそこかしこで浮かび上がる。周囲の反応をたっぷり一分ほど確たしかめた末、六本松はうなずいた。持ち上げた拳こぶしをぎゅっと握りしめる。

「そう、新商材……新たなサービスの開発だ！」

　新……商材？

（なんだ？）

　首を傾かしげる。六本松は熱ねつっぽい口く調ちようで続けた。

「工数をいくら売り上げても人数以上の稼かせぎは出ん。であれば今までの人件費ビジネスは継続しつつ新たな収益源を作り会社の柱にしていくべきだ。具体的には月げつ額がく課か金きんモデルの導どう入にゆう、レディ・メイドのプロダクト開発と拡販、ニーズではなくシーズの追求」

　ざわざわと空気が揺れる。誰だれもが突然の展開に戸惑っている様よう子すだった。

　だが工こう兵へいはまだなんのことやらよく分かっていない。

　ニーズにシーズ？　レディ・メイドのプロダクト？　月額課金モデル？

　どうもスルガシステムの業態を大きく変えようとしているらしい……ことは分かる。だが具体的に何をするつもりなのか、意味不明な単語が多すぎてぴんとこなかった。

　社長の熱弁は続く。

「既にサービス開発の予算は確かく保ほしてある。またリドルトリル案件で購こう入にゆうしたサーバが三百台余っているのでこちらも有効活用したい。サービス開始時期は年度内、できれば来月にもパンフをばらまく。本格展開は……来年度からか、とはいえ早めに成果が出せればそれにこしたことはない。スピードは何にも勝る武器だからな」

　六ろつ本ぽん松まつは演台に手を突き身を乗り出した。

「さて、ここからが本題だ」

　赤しやく銅どう色いろの頰ほおがぐっと持ち上がる。挑むような視し線せんがこちらを見渡した。

「諸君等らの中で、この新事業の立ち上げ責任者になってみたいものはおらんか？」

　静止。

　時が止まったようにざわめきが止やむ。子供の頃ころ遊んだ「だるまさん転んだ」のような眺めだった。全員が鬼に当てられることを忌き避ひして固まっている。

　だが六本松はそれを遠えん慮りよとでも受け取ったのか更に声を大きくした。

「うむ、うむ、緊きん張ちようするのは分かる。誰だれしも初めての分野に自信を持ちづらいものだ。だが諸君らとて生涯一現場担当でキャリアを全まつとうするつもりもあるまい。うち規模の会社でサービス開発ができる、新事業の責任者になれる、これは大きなチャンスだぞ？　破格と言ってもいい」

　節くれ立った拳こぶしがだんと演台を叩たたいた。

「期限は二日、希望者は明日あしたの定時までにメールで連絡すること。上司の了解は不要だ。たとえ今どんな仕事を持っとろうと私の権限でこの業務に専念させる。いいか、明日の定時までだぞ。定員は一名、早い者順だ。迷っているうちにチャンスを逃しても知らんからな」

　チャンス、チャンスだぞ。

　あたかも催眠商法を思わせる急せかし方で言って六本松は演説を締しめた。

　総務担当が慌てた様よう子すで片づけにかかる。演台の資料を撤てつ去きよ、ノートＰＣを設置して今度はＯＳ部の部長を壇だん上じように立たせる。どうやら続きで部署ごとの課か題だいを解説していくらしい。隣りん席せきの藤ふじ崎さきが慌てたようにプリントをめくり始めた。

　事業立ち上げ……ねぇ。

　ＯＳ部長の話を聞き流しつつ工こう兵へいは独りごちる。

　想像していたよりずっと前向きな内容だった。てっきりもっとえげつない指示を出されるのかと思ったが、ふむ、社長にも理性と呼ぶべきものが残っていたらしい。

　まぁ立候補前提なら勝手に仕事を振られることもないだろうし、何せ定員は一名だ、ここは諸しよ先せん輩ぱい方がたの向上心を期待するとしよう。自分新人だし。事業責任者とかさすがに背伸びがすぎる。

　人間、自分に火の粉がかからないと途と端たん気楽になるらしい。スマートフォンのロックを解除、好奇心の赴おもむくまま先程聞いたキーワードをメモしていった。ニーズ、シーズ、レディメイド、月げつ額がく課か金きんモデル。

　あとでちょっと調しらべてみるか。

　スリープボタンを押し画面をブラックアウトさせる。視し線せんを上げるとＯＳ部長が棒グラフで下期稼か働どう率りつを解説していた。会かい議ぎはまだまだ続きそうだった。




「あぁ、終わった終わった」

　室むろ見みが大きく伸びをする。

　神かん田だ川がわ沿ぞいの坂を御お茶ちやの水みず方面に上りながら少女は清すが々すがしい顔になっていた。時刻は十二時三分、中天の陽光を浴び長い髪がきらきらと輝かがやいている。

　愛らしい容姿。華きや奢しやな四肢。センスのよい服装も相まってあたかもジュニアモデルが撮さつ影えいから帰宅している途上にも見える。だがその振ふる舞まいはいちいちおっさんっぽい。ごきごきと首を鳴らし腕を回している。白い右手がぞんざいに左の肩を揉もんだ。

「ったく……本当無む駄だな時間だったわ。メール一本流せばすむ話じゃない。それをわざわざ貸し会議室まで押えて、コスト意い識しきがないのはどっちよ」

「まぁまぁ」

　舌打ちする彼女を振り返りなだめる。歩ほ調ちようを合わせ語りかけた。

「結果的に二時間丸々作業に専念できたわけじゃないですか。前向きに考えましょうよ。オフィスで飛び込みの電話に邪じや魔まされるより仕事しやすかったでしょう？」

「それは……まぁ」

　そういう側面もあるけどねと言って室見は唇を尖とがらせた。

「でもノートＰＣじゃVisioのネットワーク図とか編へん集しゆうしづらいし。Wordも見開き表示できないし。いちいちタッチパッドでスクロールして、面めん倒どうくさいったらありゃしない」

　ブーツのつま先がアスファルトを蹴ける。転がった小石が地面をバウンドしていった。

　うーむ、大分ご機き嫌げん斜めだ。あまりポジティブ思考で接していると逆に不ふ興きようを買いかねない。考えた末ベクトルを逆に振り切ってみる。

「くそっ、マネージャーどもめ！　僕らの貴重な時間を無駄にしやがって、許せねぇ！　フ××キンエアヘッド！　思い知らせてやる！」

「いきなり何!?」

　仰ぎよう天てんする室見の前で工こう兵へいは肩をいからせた。

「室見さんの意見で気づきました。今日きようの会議はありえないですよ。要は『数字が厳きびしい』『みんながんばろう』って言いたいだけですよね？　そのために二時間かけるとか客先ミーティングならぶっとばされてますよ。俺おれたちの稼か働どうをなんだと思ってるんだ！　って」

「そ、それはでも……社内だし」

「社内？　社内だからなんだって言うんですか。客先と内部で僕らの単価が変わるんですか？　企業人としてＮＧなことが許されるようになるんですか。プロジェクトではやれ工数収支だ、赤字撲ぼく滅めつだと散々言っといて内部稼働は聖域扱いですか。はっ、とんだダブルスタンダードですね。あははは」

「……あ、あのね桜さくら坂ざか」

　室むろ見みはあからさまにたじろいだ様よう子すで言った。

「確たしかに無む駄だなミーティングはよくないわよ。でも全員で顔を突き合わせる打ち合わせも悪いことばかりじゃないわ。ほら、トップの顔が見えるとチームとして一体感を保てるでしょ？　意い識しきも統一しやすいし」

「は？　じゃあ室見さんは今日きようの会かい議ぎに賛さん成せいなんですか？」

「さ、賛成ってわけじゃないけど」

「なら反対ですよね！　ＯＫです、一いつ緒しよに藤ふじ崎さきさんに抗議しましょう。いや室見さんの手をわずらわせるまでもありません。僕一人ひとりで怒ど鳴なり込んでやります。よし、よし燃もえてきたぜー！」

　待って、待って待って。

　ぐっと袖そでをつかまれる。振り向くと室見が顔がん面めん蒼そう白はくになっていた。

「ね、ねぇ桜坂。あんたの不満は分かるわ。私だって『この忙しいのに』と思ったもの。でもね、上には上の考え方があるのよ。実際もしメールで同じ内容が通達されたら私達読み流してたかもしれないでしょ？　それで社員の危き機き意識に差ができたらまずいじゃない。だからこその全体ミーティング、情報共有よ。あんたも個人事業主とは違う、組そ織しきの人間なんだから。そこらへんちょっとは意識を向けてみないと」

「……室見さんが……そう仰おつしやるなら」

　いかにも不承不承といった体ていで引き下がる。室見はほっと安あん堵どの息を漏らしたが、さすがに何かおかしいと思ったのだろう。眉まゆ根ねを寄せ「んんん？」と考え込む。愛らしく小首を傾かしげ。

「桜坂、今私の頭に『どうしてこうなった』の歌が鳴なり響ひびいてるんだけど」

「不ふ思し議ぎですね」

「ミステリーだわ……」

　思案顔で言って室見は頭を振った。ややあって「ま、いいわ」と口く調ちようをあらためる。

「終わった会議のことはおいとくとして、ねぇ……さっきから私一つ気になることがあるんだけど」

「なんでしょう？」

　室見の目が険しくなる。彼女はきつい視し線せんで工こう兵へいの傍かたわらを睨にらみつけた。

「なんでそいつが一緒についてきてるのよ」

　瞬しゆん間かん、ぎゅっと右腕にしがみつかれた。癖くせ毛げの女の子が工兵を盾にしている。黒のハイネックに白のジャンパースカート、胸元に大おお盤ばんのタブレットを抱えている。くりくりした琥こ珀はく色いろの瞳ひとみが小動物っぽい。女の子はわずかに身を乗り出し言った。

「室見さんこそなんで私達と一緒に歩いてるんですかぁ。さっきから視界にちょろちょろ入ってきて鬱うつ陶とうしいんですけど。ちょっと二メートルくらい左に歩いて神かん田だ川がわにダイブしてもらえません？」

　例によって例のごとくな悪口雑言。スルガシステム広しといえども室むろ見み相手にこんな口をきける社員は一人ひとりしかいない。姪めい乃の浜はま梢こずえ──ＯＳ部の運用エンジニアだった。

　室見の眦まなじりがぐわっと吊つり上がった。

「私達!?　私達って誰だれのことよ。桜さくら坂ざかは最初から私と一いつ緒しよに帰ってたんだけど。あんた妄想しすぎで頭おかしくなったんじゃない!?」

「頭がおかしいのは室見さんの方ですぅ。私と桜坂さんはＵＤＸを出てからずっと並んで歩いてましたよ。ね？　桜坂さん。こうやって腕を組みながら」

「えっと……まぁ」

　正せい確かくにはエントランスで二の腕を鷲わしづかみにされた、だが。

　室見が嘲あざけるように鼻を鳴らす。

「は、ストーカーも物は言いようね。桜坂、悪いことは言わないから今すぐ警けい察さつに駆け込みなさい。このサイコ女につきまとい行為を禁止させないと」

「何言ってるんですかあ。警察に行ったら室見さんこそ逮捕されますよ。傷害とパワハラの常習犯で」

「はぁ？　真っ当なＯＪＴとあんたの犯罪行為、どっちが悪質か考えるまでもないでしょ。捕まるのはあんたの方よ。全財産賭かけてもいいわ」

「へぇ、じゃ試してみます？」

「望むところよ」

　いやいやいやいや。

　慌てて二人ふたりの間に割って入る。放っておくとこの人達、売り言葉に買い言葉で本当に警察まで行きかねない。両手で距きよ離りを取らせ嘆たん願がんする。

「ちょっと、ちょっとこんなことで喧けん嘩かしないでくださいよ。同じ場所から帰社するのに一緒の道になるのは当然でしょう？　三人で仲よく帰りましょうよ」

　仲よくぅ？

　室見と梢の声が綺き麗れいにハモる。こういうところ息ぴったりだと思うのだが、二人は憎々しげに互いを睨にらみつけた。

「このチンチクリンと？」

「このダサ女と？」

「……あの、すみません。仲よくとまでは言いませんからとにかく一緒に歩きません？　僕、間に立ちますんで」

　とりあえず今の状況を打開せねば。そう思って二人の肩を押す。女性陣はしばらく仏ぶつ頂ちよう面づらでいたが、少ししてゆるゆると歩き出した。互いに視し線せんを逸そらしたまま、それでも足を動かし続けている。

（……っとに相性悪いんだから）

　これで仕事上のそりもあわなければ単純に相互不可侵・不干渉でよいのだろうが、なまじ相手の腕を認めあっているだけに話がややこしい。犬猿の仲のミュージシャンがバンドを組んでるような状態だった。

「にしても……今日きようの社長の話、びっくりしましたよね」

　沈ちん黙もくも気まずいので話を振ってみる。室むろ見みは億おつ劫くうそうに視し線せんをもたげた。

「社長の話？」

「新サービスってやつ」

　ああ、とうなずかれる。彼女は嘆息し側頭部を搔かいた。

「よくもまぁ毎度毎度寝言を言ってくるもんよね。うち規模のＳＩｅｒでサービス開発とか無む謀ぼうにもほどがあるわ」

「そう……なんですか？」

　もともと話の内容がよく分かっていないだけに非難のポイントもピンとこない。「あの」と思い切って訊たずねてみる。

「すみません、実は僕、社長の話をよく理解できてなくって。サービスと普ふ段だん自分達のやってる業務ってどう違うんですか？」

「はぁ？　あんたそんなことも分からないの？」

　呆あきれ果てたような声。室見は大おお仰ぎように首を振った。

「情けないわね、何年ＳＥやってるのよ。サービスと個別ＳＩの違いも分からないとか、ＯＪＴ担当として恥ずかしいわ」

「すいません……」

　ＳＥ歴は一年未満ですが、とも言えずこうべを垂れる。室見は得意げに胸を張った。

「いい？　両者の違いは単純よ。費用の発生が初期一括か、それとも月げつ額がく制せいか」

「月額制……ですか？」

「そう。たとえばファイアウォールの構築を考えてみなさいよ。初期三百万で機き械かいを購こう入にゆうして構築・引き渡し。これは個別ＳＩね。以後設定変更が発生した時は都度見み積つもりして作業費用を弾はじく」

「分かりやすいですね」

「そう、ただお客さんにしてみるといちいち見積もり・受発注を行う煩わずらわしさはあるわよね。トータルのランニングコストも読みづらいし」

「サービスは違うんですか？」

　うんと室見が首肯する。彼女は細い指を立てた。

「サービスはほとんど初期費用を取らない。代わりに月額で稼かせぐ。さっきの例だとたとえば初期十万で機き器き導どう入にゆうして以降月々二十万課か金きんする。設定変更・機器保守は月額の範はん囲い内ないね。年間だと二百四十万円かかるけど逆に言えばこれ以上一切お金は発生しない。お客さんもトータルコストが読みやすいわけよ」

　なるほど、携帯電話みたいだ。端末初期費用ゼロ円、月げつ額がく基本料三千円とか、あんな感じか。

　納得しかけてふと疑問に思う。ん？　月額課金するものがサービス？　だとすると。

「あの、室むろ見みさん。ちょっといいですかね」

「何よ。これだけ丁てい寧ねいに説明してまだ分からないの」

「いや、分からないとかじゃなくて。あの……月々お金を取るものがサービスなんですよね？　だとすると普ふ段だん僕ら運用業務なんかで月額工数もらってるじゃないですか。あれもサービスと呼んでいいんですか？」

　………。

「え」

「あと機器費用だって初期一括じゃなくレンタルやリースで月々に均ならすことありますよね。三年回収とか言って。じゃあ僕らもうサービス始めてるじゃないですか、何を今更大上段に新事業とか言っちゃってるんでしょう」

　素直に思ったことを口にしただけだった。

　だが室見の顔色は目に見えて悪くなっていた。脂汗を流し後じさる。

「そ、それは」

「それは？」

「………」

「なんですか、じらさないでいいですよ。早く教えて下さい。ほら、ほらほらほらぁ」

　袖そでをつかみ揺さぶっていると、いきなり「うきゃー！」とふりほどかれた。

「うるさいうるさいうるさい！　サービスと個別ＳＩの違いとか、そんな細かいことどうだっていいのよ！　下らないこと気にしてる暇があったら今日きようのタスクでもおさらいしときなさい！」

「さっきと言ってること随分違いません!?」

　つい数分前、知ってて当然みたいに責められたんですが!?

　だが室見は拗すねたようにそっぽを向いてしまった。以降どれだけなだめても振り向いてくれない。どうやらかなり痛いところをついてしまったらしかった。

　困り果てていると傍かたわらで嘆息が響ひびいた。梢こずえが呆あきれ顔がおで肩をすくめている。

「まったく……室見さんの視点は相変わらず一面的ですね。外側だけ見てものの本質を見ない。そんなんだから技術馬ば鹿かって言われるんですよ」

「何よ……あんたならもっとうまく説明できるっていうの」

「当然です」

　不服そうな室見に梢はうなずいてみせた。丸い顎あごを持ち上げ背筋を伸ばす。

「いいですか、定型サービスは確たしかに月げつ額がく課か金きんモデルのことが多いです。ですがそれは結果であって本質じゃありません。個別ＳＩと定型サービスの差はもっと別のところにあります」

「というと」

　梢こずえは眦まなじりに力を込めた。

「単純な話です。事業者が投資リスクを取るか取らないか、その違いです」

　明めい瞭りような口く調ちようで言い切られた。

「投資リスク？」

　室見と二人ふたり、きょとんとした表情になる。癖くせ毛げの同僚は小首を傾かしげてみせた。

「分かりづらいですか？　じゃあ例を挙げてみましょう。普ふ段だん私達、お客さんから要件を聞いてシステム構築しますよね。この費用は誰だれが持ちますか？」

「それは……お客さんでしょう」

　当たり前の話だ。要件を確かく認にんし、必要な機き材ざい・工数をサイジングし、見み積つもり書しよとして提出する。発注が来れば機器手配・構築準備。逆に言うと注文がない限り一切動かない。

　梢は「ですよね」と相づちを打った。

「では今回の──サービスならどうでしょう？　一番最初のハードウェア選定、実装、保守・監かん視しスキームの整せい備び、もちろん機器自体の在庫準備も。これらは誰のお金でやると思いますか？」

「誰って……だから同じでしょう。お客さんがお金を払って」

　言いかけて、あれ？　と思う。

　サービスがまだできていないのに顧こ客きやくが金を支払うわけない。いや、そもそも成立していない製品を拡販などできないだろう。クライアントがついてないプロダクトの構築？　んんん、なんだそれ。

「分かってもらえたみたいですね」

　梢は口角をもたげた。

「開発前の商品に投資するユーザはいません。であれば必然、初期の立ち上げコストは事業者で負担することになる。すなわちリスクです。回収できるかできないか事業者の財布で博ばく打ちを打つ」

「そ、そんな危なっかしい」

「危なっかしい？」

　梢の目が瞬またたかれた。工こう兵へいはぶんぶんとうなずいた。

「だってそうでしょう、初期構築でいくらかかるか分かりませんけど……ユーザー数ゼロならそれ全部持ち出しになるんですよね？　危険じゃないですか」

「まぁ仰おつしやる通りですけど……でも私達の周りってそういう商品ばかりですよ」

「え？」

「たとえばほら」

　胸元のタブレットを差し出してくる。彼女は対たい角かく線せん状じように筐きよう体たいを持ち回転させた。

「これ、定価四万二千円ですけど多た分ぶん開発費ってもっとかかってますよね。しかも価格設定されたのは商品がだいたいできあがってマーケティングを始めたあと。つまりそれまでのコストはメーカーが負担してたってことですよね」

　ああ、確たしかに……。

「本も食品も家具だって同じです。むしろ原則個別見み積つもりってＳＩ案件の方が特殊なんですよ。ソフトウェアだって一般ユーザ用のものは固定価格ですよね？　オフィスとか一いち太た郎ろうとか、開発費を商品価格にのせて薄うすく広く分散させている」

　梢こずえはタブレットを抱え直した。小さく首を傾かたむけながら続ける。

「先程博ばく打ちって言葉を使いましたけど、そういう意味で一番分かりやすいのは薬です。あれ一いち錠じようあたりの原価はタダ同然ですけど代わりに研究開発コストが馬ば鹿か高たかいんですよ。だからその初期投資を薬剤に割り振って回収していく。薬くすり九く層そう倍ばいって聞いたことありません？　最大で原価の九倍粗あら利りをのせてる……つまりは暴ぼう利り、ハイリスクハイリターンのたとえです」

「ははぁ……」

　すごい。

　相変わらずすさまじい博はく覧らん強きよう記きだ。さすがたった一人ひとりで前ぜん職しよくの部署を切り盛りしていただけはある。営業からマーケティングまでなんでも来いだった。

　しばらく説明の内容を咀そ嚼しやくしてからうなずく。

「なるほど、分かりました。商品単価が一定なら初期開発コストさえ回収しちゃえばあとはまるまる儲もうけになっていくんですね？　売れば売るほど利益が増える。だから一見博打に思える投資を事業者は行う」

「ご名答です」

　梢の顔が綻ほころんだ。

「今回のサービス話も同じですね。初期投資して定型のＩＴ商品を作る。で、月げつ額がくいくらで値づけしてユーザーに拡販する。失敗すれば丸損ですが成功すれば──」

「いちいち設計・検証の手間をかけなくてもお金がどんどん入ってくる」

　こくりとうなずかれる。

　おおおお、すごい。すごいじゃないか。社長のことだからまた机上の空くう論ろんでくっちゃべっているのかと思ったがなかなかどうして。劇げき的てきな改革と言えた。

　つまりこういうことか。個別ＳＩはお客さんの要望を受けて作り出すオートクチュール。対してサービスは単一の型をもとに量産されるプレタポルテ。社長の言葉を借りるなら、オーダーメイド偏重のビジネスを見直しレディメイドの商品を生み出す。まさにビジネスモデルの転換だった。

　だが感心する間もなく傍かたわらの室むろ見みに鼻を鳴らされた。

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい、そんな濡ぬれ手てに粟あわのサービスなんてほとんどないわよ。だいたい見込み違いで失敗してくのがオチ、ＪＴ＆Ｗで腐るほど見たわ」

「あらー？　サービスが何かロクに説明できなかった情じよう弱じやくがキャンキャン吠ほえてますよー？　受けるー」

「うっさいわね！　さっきは少しド忘れしてたのよ！　もう思い出したわ。定型サービスのポイントは事業者が初期コストを負担すること！　どうよ!?」

　どうよも何も……。

　さっき梢こずえさんが言ったこと繰くり返しただけですが。

　室見は傲ごう然ぜんと腕を払った。

「そもそも固定スペックでマスユーザーにバカ受けするものなんてほとんどないのよ。あったとしてもとっくの昔に誰だれかがサービス化してる。ファイアウォールもインターネット接続もメールサーバも、今じゃことごとく定型サービス化されて過か当とう競きよう争そう状態。じゃあニッチな技術を商品化する？　そしたら今度は採算化できるほどユーザーがつかない。どっちにいっても袋ふくろ小路こうじよ、旨うまみなんてないわ」

「……はぁ、じゃあ」

　やっても無む駄だということか。

　意気消沈していると梢が腕組みした。

「何か、新しいシーズでも発見できれば話は別ですけどねぇ……」

「シーズ？」

「商売の種シードです。新技術とか新ワークスタイルとか、他社が持っていないものを作れば大ヒットの余地は残されてる。社長も言ってましたよね？　顧客要望ニーズだけじゃなく商材ありきシーズで商売をしようと」

　ああ。

　そこで繫つながるのか、なるほど。初期投資して新商材を開発し、定型化して拡販する。開発担当者は？　現在絶ぜつ賛さん募集中と。

「というか誰か手上げるんですかね……例の立候補」

「まさか」

「上げるわけないでしょ」

　女性陣二人ふたりから同時に否定される。室見は両手を頭の後ろで組んだ。

「ただでさえ仕事が山やま積づみなのに、この上新規のポジションなんて兼任できっこないわ。私達だけじゃない、他ほかの社員だって同じはずよ」

「でも社長、今の業務は調ちよう整せいしてくれると言ってましたよ？」

「あんたそれ信用するわけ？」

「……いえ」

　やっぱ空手形だよな。予想はしてたけど。

　室むろ見みの細い顎あごが持ち上がった。

「うちの会社がこのままでいいとは私も思ってないけど……。でもビジネスモデルを変えるほど大きな変革ならきちんとトップダウンでやってほしいわ。日常業務の片手間でやらせる話じゃない」

「確たしかに」

「チンチクリンのくせにまともなこと喋しやべってますぅ」

　何か最後妙な合いの手が入ったが、これが偽らざる現場の感覚だろう。攻勢は必ひつ須す、でも既存の防ぼう衛えい線せんから引き抜ける戦力はない。

　結局企画倒れかなぁ。

　溜ため息いきをつきつつ脳内から余分な思い入れを排除する。この手の話に入り込みすぎるとロクなことがない。下したっ端ぱは下っ端らしく目先の仕事に集中するとしよう。

（……なんて決意を毎回している気もするが）

　いやいやと首を振った。

　今回は違う。本当に手を出さない。金こん輪りん際ざい話題に出したりさえしない。きっと、絶対、神に誓って。

「何やってんの桜さくら坂ざか、置いてくわよ」

　いつの間にか室見達と距きよ離りが開いていた。「はぁい」と返事して歩き出す。左手をＪＲの車両が地じ響ひびきを上げ行き過ぎていった。




　一月二十七日午前十一時。

　全体集会から二日が経過し我らがスルガシステムにさしたる変化はない。相変わらず突発の作業依頼、トラブルシュート、見み積つもり要よう請せい。朝一番から終電までびっちりイベントが控えている。気を抜けば室見の怒声、顧こ客きやくクレーム。とても社長の思いつきになど構っていられなかった。

　実際、全体集会直後は煙草タバコ部べ屋やで「サービスの話だけど」「あれってどうよ」という会話が聞こえてきていた。だが今やその話題は皆無だ。皆すっかり忘れてしまっている様よう子すだった。

「よいっしょっと」

　自席にファイアウォール装置を置く。ラボルームでの検証が終わったので梱こん包ぽうし客先に送るつもりだった。

「工こう兵へい君」

　背後からの声に振り向くと黒髪の女性が立っていた。ボーダーのカットソーにデニム、エプロン姿が特徴的な癒いやし系アシスタント。

「これはこれは、僕が世界で一番美しいと思ってるカモメさんじゃないですか」

「今日きようはまた一段とダイレクトに来たね……」

「カモメさんに声をかけられただけで僕の心はヘブン状態ですよ！」

「………」

　あ、引いてる。リアルにどん引きしてる。

　まずいまずい。

「すみません、ちょっと調ちよう子しにのりすぎました。……で、あの、どうかしました？」

「そう一いつ瞬しゆんで素に戻られるのもなんだかなぁ」

「ヘブン状態！」

「えーと、要件はね」

　ううぅ、かわされるのが分かって突っ込むのもなかなか勇気がいるな。心が痛い。

　カモメは手元の書類を差し出した。

「これ、今週中に書いてあたしの方まで戻してもらえる？」

「なんですか……社内アンケート？」

　無記名のアンケート用紙だった。「スルガシステムの更なる飛ひ躍やくに向けて！」と題された紙面に質問項目がずらずらと並んでいる。

　何々？　問一：今のスルガシステムは組そ織しきとしてうまく回っていると思いますか？　いいえと答えた場合、その原因はどこにあると思いますか？　問二：あなたから見て仕事をやりづらい組織・相手は誰だれですか？　またその理由はなんですか。問三──

　はぁ……。

「またえらく赤裸々な質問ですね、カモメさんが作ったんですか？」

「まさか」

　カモメは肩をすくめた。

「社長から配られてきたのよ。現場の生の声を吸い上げたいって、メールや記名式アンケートだと言いづらいこともあるだろうから無記名でって」

「ほぉ」

　ちょっと感心する。

　社員の意見など気にもしていないと思ったがなかなかどうして、気配りが行き届いてる。言いづらいことを言えってことは自身に対する批判も甘受するつもりか？　へぇ。

「じゃあきちんと書かなきゃですね。よい面も悪い面もひっくるめて、今のこの会社のリアルな姿ってやつを」

　腕まくりしていると、だがカモメは「あー、んー」と頰ほおを搔かいた。

「それはちょっと……普ふ段だんできないような話は控えた方がいいかも」

「？　なんでですか、それを聞き取るための無記名アンケートでしょうに」

「まぁその通りではあるんだけど」

　カモメは微苦笑した。

「社長に言われてるのよねー。回収する時こっそり裏に誰だれが書いたか控えとけって」

「最悪だ！　あのハゲ！」

　ひどすぎる！

　性格が悪いってレベルじゃねぇぞ！　人として終わってるだろう!?　信じられねぇ！

　一気にやる気が失うせてアンケートを裏返す。仏ぶつ頂ちよう面づらでいるとカモメが「まぁまぁ」となだめてきた。

「社長も切せつ羽ぱ詰つまってるのよ、社員の誰がどういう不満を持っているか本気で知りたがってるみたい。もしそれが原因で売り上げに影えい響きよう出てるならすぐ手を打たなきゃってね」

「真ま面じ目めにそう思ってるんだったら飲み会でも企画すればいいでしょうに。無ぶ礼れい講こうで情報収集とかいくらでもやりかたがあるはずです。なのにこんな騙だまし討うちみたいなことして、バレたらどうなるとか考えてないんですかね？」

「ずっとオラオラ系でやってきた人だからねー、慣なれてないのよ現場とのコミュニケーションっていうのが」

「………」

　もう一度アンケートを見てみる。びっしり書かれた質問事項は全すべて社長の手によるものか。かけた労力を考えれば確たしかに騙し討ち目的とは思いづらい。本気で会社の状況を改善したいと考えているのか。サービスの件といい、今回のアンケートといい。

　怒りの持って行き場を見失い、唸うなる。カモメは「ま、そういうわけで」と口く調ちようを切り替えた。

「適当に埋めて持ってきてもらえる？　とりあえず全員分集めたって事実が重要なんで」

　ぶっちゃけすぎです、カモメさん。

　軽く会釈して着席する。モニタに向き合いマウスを動かした。画面ロックを外しつつふと気になって声がけする。

「そういえば、カモメさん社長との付き合い長いんですか？」

「んー？　なんで？」

「いや、さっき『ずっとオラオラ系で』って昔から知っているような口ぶりだったから」

「昔ってほどじゃないけど」

　カモメの声が苦笑を帯びた。

「まぁそうねぇ、会社ができる前から面めん識しきはあったかな。あたしが前の職しよく場ばにいた頃ころ、よくフォーラムとかに出てくれたから」

「フォーラム？　てか前の職場って──」

「経けい団だん連れん」

　!?

「あ、あたしあそこの事務局で働いてたことあるから」

「本当なんでもやってますね！　てか社長が経けい団だん連れん!?」

　そっちの方がびっくりなんですが！

　仰ぎよう天てんしているとカモメはころころと笑った。

「フォーラムに参加してくれただけ。あの人、以前はロシアとの貿易業営んでたから結構顔が広かったの。ディスカッションのパネリストとかもやってたよ？　あのノリのままでだけど」

「それは……」

　外交関係で何か問題を起こさなかったんだろうか。心配になってくる。

　そういえば以前ベターメディアの取とり締しまり役やくと話した時、似たようなこと言ってたな。ロシアからボルシチやトカレフを仕入れていたとか。

　……トカレフ？

　不ふ審しんな響ひびきに首を傾かしげつつ言葉を続ける。

「で、二人ふたり揃そろって会社を辞めて今の仕事を始めたんですか？」

「ううん、社長の方が先に事業始めて、あたしはあとから呼ばれた感じかな。丁ちよう度どその時勤めてた会社……経団連とは別のところね、が潰つぶれちゃって、ブラブラしてたら社長が『来ないか』って」

　へぇ。

　人に歴史ありというか色々紆う余よ曲きよく折せつがあったんだな。しかし社長、結構貪どん欲よくにヘッドハンティングしてるな。藤ふじ崎さきさんといいカモメさんといい。ＯＳ部長も結構できる上司っぽいし。人を見る目はあるのかしら？

「ちなみにその時のカモメさんの職しよく場ばってのは？」

「リーマン・ブラ──」

「すみません、聞かなかったことにさせてください」

　危ないよー、怖いよー。

　いや、きっとあれとは別会社のことだよね、あれとは！

　無む駄だ話ばなしを謝しや罪ざいし仕事に戻る。アンケートはまたあとで書くとして、とりあえずメールチェック。

　……って。




『差出人：六ろつ本ぽん松まつ

　件名：【急募】経費節減案

　＊＊＊

　先般の全体集会でコピー機き廃止に触れたが、他ほかに何かよい案があればいくつでも提案してもらいたい。採用者には特別休暇の付与なども検討している』




『差出人：六ろつ本ぽん松まつ

　件名：【急募】顧こ客きやく余り予算の確かく認にん

　＊＊＊

　各位担当顧客について今年度分のＩＴ予算の余りがないか確認すること。百万以上ある場合は顧客名と予よ算さん額がくをメールしてほしい。私の方で営業をかける』




『差出人：六本松

　件名：工数収支の精査について──』




　……頑張りすぎだろう。

　数打ちゃいいってものでもないはずだが。こういうのって徒いたずらに手を広げるより一つの方針に全員で取り組む方がいいんじゃないか？　なんと言ったっけ、ほら、選択と集中。

　瞬しゆん間かん、通知領域に六本松と書かれたメールアイコンがポップアップする。

　頭を抱える。だめだ、完全に真逆をいっている。

　普ふ段だんの丸投げは丸投げで迷惑だが、こうも細かく管理されると業務に支障を来きたしかねない。もう少し落ち着いてどっしりと構えてほしかった。

（で、今度はなんだよ）

　憂ゆう鬱うつな思いで受信トレイをクリックする。新着メールのサブジェクトは──

『新サービス立ち上げについて』

　むむ？

　まさか担当者が決まったのか？　誰だれか立候補した？

　そんな奇特な人間がいるのか、驚きよう愕がくしつつメールを選択する。覗のぞき込むようにして本文を確認。書かれている内容は果たして。




『二日間待ったが未いまだに立候補者がいない。嘆かわしいことである。諸君等らは自分のキャリアパスについてどう考えているのか。意い識しきが低いと言わざるを得ない。仕方ないので本件、他た薦せんもありとする。上じよう長ちようから見て、同僚から見て、ステップアップさせるべき者がいれば遠えん慮りよなく推薦してほしい（※複数推薦可）』




　他薦……だと。

　背筋に冷たいものが走る。

　なんだ、この安全装置がいきなり外れたような感覚。塹ざん壕ごうの盛り土が根こそぎ取り払われたような無防備感。

　まさか、また──

　最悪の可能性に到達しかけて首を振る。

　いや、いや待て。社内の誰だれも他人の恨うらみを買いたいとは思ってないはずだ。投票棄権のペナルティもない状態であえて同僚を売り飛ばすとは考えづらい。

　まして自分は人間関係第一で会社生活を営んできた。室むろ見み、梢こずえ、福ふく大だい、藤ふじ崎さき、そのいずれともさしたるトラブルを抱えていない。後ろから刺される危険性はゼロに近いはずだった。だいいちあれだ。普通に考えればこの手の話に新卒一年目が推すい薦せんされることなどありえない。いや、あってほしくない。

　大丈夫、僕は大丈夫だ、売られない。

　呪じゆ文もんのようにつぶやいてメールを閉じる。深呼吸を一回、気持ちを切り替え仕事に戻ろうとした時だった。

「あぁ、やっと終わった。疲れた、しんどい」

　地の底から響ひびくような声を上げて室見が戻ってきた。ずっとラボルームで検証作業していたのか、顔に疲労の色が滲にじんでいる。

「お疲れ様です」

　軽く会釈すると室見は肩を鳴らした。

「テストケース多すぎなのよね。二重障害時の動作まで確かく認にんしろとか、Ｔ警けい備びさんも無む茶ちや言ってくれるわ。しかも今日きよう中じゆうとか」

　担当顧こ客きやくについて軽く愚ぐ痴ちったあと室見は着席した。メールチェックでもするつもりなのか、マウスのクリック音が響く。工こう兵へいは「あ」と声を上げた。

「今メール見ると余計疲れますよ」

「？　なんでよ」

「いや社長が大ハッスル中なんで」

　ハッスルぅ？　嫌いやそうに言って室見はディスプレイを見た。眉まゆ根ねに皺しわが寄る。

「うわ、うざ」

　シンプル極まりない感想が返ってきた。カーソルキーを押おう下かしているのだろう、小刻みなタイプ音が聞こえてくる。

「何よこれ、経費の節減案？　そんなの数千円単位で減らしても大した影えい響きようないでしょうに。余り予算とか……あんたが営業なんだから自分でつかんどけっていうの。収支精査って先月もやったでしょ。何回同じことやらせるのよ。健忘症か」

　滅めつ多た切ぎりだった。

　苦笑いしつつ声がけする。

「いや、その程度で怒ってたら最後まで読めないですよ。すごいんですから一番最新のメール」

「まだあるの……」

「読んだら頭抱えますよ」

　打だ鍵けん音おんが響ひびく。パーティション越しに室むろ見みの警けい戒かいが感じ取れた。

「やですよねぇ、こういう仲間割れを誘うようなメール。立候補がいない時点で社内の温度感分かりそうなもんじゃないですか。他た薦せんなんてしたらトラブルのもとだって理解できないんですかねぇ」

「………」

「もちろんこんなメールに踊らされる僕らじゃないですけどね。現場の一体感舐なめてほしくないですよ。あ、そうかむしろ上──社長を推薦してやればいいのか。平社員全員で。あはははは」

　軽口に、だが返答はない。樹じゆ脂し製せいボードの向こうはひっそりと静まりかえっていた。

「室見さん？」

「……く、……くくく」

　低い笑い声。

　異常を感じ覗のぞき込む。狭いデスクスペースで室見はこれ以上ないくらい邪悪な笑えみを浮かべていた。

「来た、来たわ。千せん載ざい一いち遇ぐうの好こう機き。神様って本当にいるのね。こんなよいチャンスを私に与えてくれるなんて」

「ど、どうしたんですか一体」

　まさか違うメールを見ているのか、そう思い確かく認にんするもディスプレイに表示されているのは新サービス関連の連絡だった。

　室見の口元が歪ゆがみを増す。

「ふ、分からない？　このメッセージに込められた裏の意味が」

「裏の意味ですか？」

　また何か変なこと言い出したぞー。

　室見は瞑めい目もくし片手を胸に当てた。

「天は仰おつしやってるのよ。このクソッタレ仕事を他薦という名目で誰だれかに押しつけろと。誰に？　決まってるわ。この会社で一番うざったい、むかつく腹黒女」

「それはつまり──」

「寝ね癖ぐせ頭あたまよ！」

　……ああ、やっぱり。

　天てん井じようを仰あおぎ止めに入る。

「や、やめましょうよそんな、いくら嫌いだからって同僚を売るようなこと」

「同僚？　同僚ですって？」

　アメリカ人ばりのオーバーアクションで驚おどろかれた。

「冗じよう談だんきついわよ桜さくら坂ざか、同僚ってのはね。互いに助け合ったり気き遣づかい合ったりする仲のことよ。私とあの女の間のどこに助け合いの精神があるの？　悪いけど私、あの女が断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきにぶらさがってたら躊ちゆう躇ちよなく蹴けり飛ばすわ」

「ひでぇ！」

　いくら犬猿の仲とはいえ。トムとジェリーでもそんな残ざん虐ぎやくシーンないぞ。あったら即有害指定だ。子供に見せたらトラウマ必至。

　だが室むろ見みはこちらの恐怖を気にした様よう子すもなくほくそ笑んだ。

「よし……これでメール……と。丁ちよう度どいいわ、藤ふじ崎さきさんにも寝ね癖ぐせ頭あたまを推すい薦せんするようお願ねがいしておきましょう。あとは……あ、すみません、三みつ沢さわさん、今時間いいですか？」

　言うなりパーティションから飛び出していく。三沢──先日常じよう駐ちゆう先より戻ってきた同僚に話すつもりだろう。清き一票、清き一票を姪めい乃の浜はま梢こずえにお願ねがいします！　と。

「あああもう室見さん！　……ちょっと、ちょっとカモメさんも止めて下さいよ。よくないですよ、こういうの」

「んー？」

　黒髪のアシスタントはのほほんとした表情で振り向いてきた。

「オッズはいくつ？」

「またそういうこと言って！」

　梢の当落をギャンブルにでもするつもりか。だめだ、ＳＥ部の良心は今現在自分一人ひとりしかいないらしい。

　急いで視し線せんを戻す、が室見はもうオフィスから姿を消していた。三席先で三沢がメモ用紙を手に固まっている。ＳＥ部内の推薦活動は終了、次は他部署ということか。普ふ段だんのディスコミュニケーションが噓うそのような行動力だった。

　………。

　せめて梢さんと出くわしませんように。

　祈るような思いで着席する。

　幸いと言うべきか、乱らん闘とうの音はいつまでたっても聞こえてこなかった。




　その三十分後。

　トイレに赴おもむくと他部署の社員が談笑していた。手を洗いながら「おい、聞いたか」「聞いた聞いた」などと話している。

「推薦一票で飲み代一回分だろ、悪い話じゃないよな。店のチョイスはこちらにお任せって話だし」

「コースや飲み放題じゃなくてアラカルトだろ？　随分金がかかるだろうに、よほど本気なんだな」

「折せつ角かくだから普ふ段だん行けない店、お願ねがいしてみるか」

「いいねぇ」

　陽気な笑い声を上げ退室していく。

　はて？

　工こう兵へいは首を傾かしげた。

　室むろ見みさん、いつの間に買収まで始めたんだろうか。さっきから大して時間もたっていないのに。というか今の人達、ＯＳ部だよな。梢こずえのホームに突入して集票活動をしていた？　なんとも剛ごう毅きな、てか危なっかしいな、おい。

　あとで注意しておくか。

　微かすかな違和感を覚えつつトイレから出る。




　瞬しゆん間かん、ぞくりと肌が粟あわ立だった。




　？　……？

　眉まゆ根ねを寄せ振り返る。なんだろう、ひどく嫌いやな感じがした。室見の心配がどうというのではない、他ほかならぬ自分自身に降りかかる危き機きの予感。たとえるならそう、草原で肉にく食しよく獣じゆうの接近に気づいた時のような。山中で落らく盤ばんの兆候を察知した時のような。

（……え？　僕？）

　室見さんじゃなくて？

　唐突な危険感知能力の発現。だがどれだけ考えても思い当たる節はない。廊下はしんと静まりかえっている。心配しすぎ……だよな、独りごちつつ視し線せんを前に戻す。

　本当、毎回毎回ひどい目に遭ってると神経が過敏になって困る。もっと落ち着いてどんと構えてなきゃ。そう、気のせい気のせい。何も悪いことなど起こりはしない。少なくとも自分には。

　肩をすくめＳＥ部に向かい歩き出す。




　もちろん気のせいではなかった。




　　　　[image: 区切り文字]




「ふざけんなぁああああ！」

　応接スペースから絶叫が響ひびいてきた。

　午後六時、宅配便の最終集荷に合わせ荷物を運んでいる時のことだった。

　つんざく声音は室見のものだ。続けてものが倒れる音、ばさばさと書類の落ちる気け配はいがする。

　な、なんだ？

「殺す、今日きようという今日は絶対に殺してやる！」

「それはこっちの台詞せりふです！　毎度毎度人の気に障ることばかりして、いい加減堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れました！　その貧相な身長をあと三十センチほど削り取ってやります！」

　ガッシャーン。

　何か重量物の倒とう壊かいする音。パーティションの陰かげからもうもうと粉ふん塵じんが巻き起こる。工事現場、いや戦場もかくやの大おお騒さわぎだった。

　一体どういう状況なのか。目を白黒させていると応接スペースから寸詰まりのシルエットが転がり出てきた。輝かがやくスキンヘッドに口ひげ、社長──六ろつ本ぽん松まつだった。

　黒豆のごとき瞳ひとみがこちらを見つめる。「おお！」と歓喜の声が上がった。

「そう、そうだな。運用と構築のエンジニア二人ふたりではまとまるものもまとまらん。間を取り持つ者が必要だ。プロダクトマネージャー……そうプロダクトマネージャーだ！」

「はぁ？」

「桜ヶ丘君！」

　ひっしと手を握られた。

「私は常々君のことを見所のある男だと思っとった。経けい験けんの少なさに臆おくさず果か敢かんに業務領域を広げていく、将来有望な新人。そんな君だからこそこの重責を任せられる。いいか、メンバー間の関係を良好に保ち一つの目標に向かい邁まい進しんする、それこそが今の君に求められている役割だ！」

「あの……話が全然見えないんですが」

「馬ば鹿かもん！」

　怒ど鳴なられた。

「最初から全ぜん貌ぼうの分かる仕事などあるものか。大きなビジネスになればなるほど手探りで全体像をつかみ取っていくもんだ。今の君に必要なのは想像力とクリエイティビティ、それにセンスだ。これまでの経験を十全に活いかし成果を追求したまえ！」

　プロダクトマネージャー！

　顔の真ん中を指さされた。

「え？　僕？」と訊きき返した頃ころにはもう社長はいなくなっている。革靴の足音が小走りに遠ざかっていった。

　呆ぼう然ぜんとしているうち背後でまた破壊音が響ひびいた。フリアクの床が地鳴りのごとく震ふるえる。

　えーと……。

　何が一体どうなってるんだ。プロ……プロダクトマネージャー？　プロジェクトマネージャじゃなくて？　いつもの言い間違いを疑いつつ、だが今の騒ぎとの関連性がまるで分からない。まさかトラブル収拾をプロジェクトに見立ててマネジメントしろと言ってるんじゃないだろうな。

　状況がつかめないままとりあえず歩いていく。散らばる書類に気をつけつつ応接スペースを覗のぞき込んだ。まぁ……トラブルを引き起こしているのが誰だれかくらいは大おお凡よそ想像がつくが。

　いた。

　吊つり目めの幼女と癖くせ毛げの女の子が真正面から切り結んでいた。片や長柄のドライバー、片やブラケットとサーバレールの二刀流。双方相手にのしかかるようにして切っ先をぶつかり合わせている。少しでも均きん衡こうが崩れれば即大おお怪け我が、大惨事だろう。だが二人ふたりともそんなリスクなどまったく顧かえりみる様よう子すなく力をかけ続けていた。

　梢こずえの頰ほおが歪ゆがむ。

「はは、どうしたんですか。ちょっとずつ押されてますよ？　最近デスクワークばかりで腕がなまってきたんじゃないですか」

　室むろ見みの低い唸うなり声ごえ。

「あんたこそ、額ひたいに脂汗浮いてるわよ。私がもう少し本気出したらやばいんじゃない？　その空っぽの脳天にぐさりとドライバーが突き刺さっちゃうわよ。ぐさりと」

　梢、鼻で笑う。

「ご心配なく、その前に私のマウントレールが室見さんを吹き飛ばしますから。場外満塁ホームラン、嵩かさが小さいからさぞかし爽そう快かいに飛んでいくでしょうね、楽しみー」

「へらず……口をっ！」

「そっち……こそ！」

　ガキーンと再度剣けん戟げきの音が響ひびく。

（………）

　いやいやいや。

　なんでこの人達社内でサムスピやってるんだよ。おかしいだろ色々と。ドライバーはともかくマウントレールはどこから持ち出してきたんだ？　まさか日常的に携行しているのか？　問題は女性陣二人なのにどちらもナコルルに見えないことだ。まとっているオーラが覇は王おう丸まるか斬ざん紅く郎ろうにしか感じられない。

　まぁ、それはともかくとしてだ。

（どうやって止めるかな）

　さすがにあの間に入っていく勇気はない。二つの得え物もので挟きよう撃げきされたら真剣に命を失いかねなかった。

　しばし逡しゆん巡じゆんして心を決める。呼吸を落ち着け。

「梢！　今帰ったぞ！」

「え、あなた!?」

　一気に梢の顔が主婦モードとなる。支えを外され室見が前のめりに転倒した。

　梢こずえは赤面し両手で頰ほおを押えた。

「いや、どうしよう、まだお風ふ呂ろも焚たけてないし、ご飯の準備も……」

「そんなものいらないよ、さぁ顔を見せておくれマイスイート。その物ぶつ騒そうな得え物ものを置いて」

「え、あれ、なんでこんなものが私の手に……おかしいですぅ、さっきまでケーキ焼いてたんですよ？　泡立て器と計量スプーンを持ってたはずなのに……」

「はは、夢でも見たんだよ。いいからこっちにおいで、今日きようのおみやげは寿す司し折おりだ」

「わぁい寿司折り、梢寿司折り大好きー」

「いつまでやってんのよ、鬱うつ陶とうしい！」

　プリントを跳ね上げ室むろ見みが立ち上がる。梢と工こう兵へいの間に立ち剣けん吞のんな視し線せんで見渡した。

「何よこの三さん文もん芝しば居い、聞いてて鳥肌立ったんだけど。誰だれがマイスイートで誰が『あなた』よ。あんたもよく平然とそんな台詞せりふ吐けるわね」

　詰きつ問もん口く調ちように、だが梢は「え？」と固まる。目を真ん丸にしたまま。

「芝居って……なんのことですか？」

「なんのことですかって、だから」

「室見さん、室見さん、ちょっと」

　慌てて引き寄せる。耳元に口を寄せ囁ささやいた。

「だめですよ、素に戻しちゃ。梢さんの頭の中では先々月僕と結婚した設定になっているんですから」

「はぁ？」

「ですから設定です。こうやって暗示をかけると刺とげ々とげしさが抜けて温厚になるんですよ。ほら普通に話せる雰囲気になってるでしょう？」

「それ、もう病気じゃない……」

「大丈夫です、すぐもとに戻せますから」

　梢さんと呼びかけ向き直る。彼女の顔の前にライターをかざし着火。

「さぁ見てください。今からあなたは徐々に眠りが浅くなってきます。朝です、朝です、朝です……」

　数回つぶやいた後、ぱんと柏手。

　梢はびっくりしたように瞬まばたきした。

「あれ？　桜さくら坂ざかさん、私は今どうしてたんでしょう、何かすごく幸せな夢を見ていた気がするんですけど」

「おはようございます梢さん。ちょっと疲れてたみたいですね、うたた寝していましたよ。ほんの三分くらい」

　そう……ですかと首を傾げる。室見は得え体たいの知れないものでも見たように顔の筋肉を引きつらせていた。

　……いや、ネタですよ？　ネタ。梢こずえさんのノリがよくて付き合ってくれてるだけですからね。誤解しないで！

「それで」

　二人ふたりの間に入り視し線せんを巡らせる。

「これは一体なんの騒さわぎですか」

「………」

　室むろ見みが不快そうにそっぽを向く。梢もバツ悪げにうつむいた。

「こいつが」

　室見は唸うなるように言って対面の女性を指さした。

「私にサービス開発の仕事押しつけたのよ」

「はい？」

　何言ってるんだ。それは室見さんの作戦だろう？　ＳＥ部やＯＳ部の票まで投入して。

　だが瞬しゆん間かん、梢の顔が紅こう潮ちようした。

「押しつけたのは室見さんの方でしょう！　ＳＥ部はおろかＳＤ部の人間まで抱き込んで、無法極まりない。真っ当な社会人のやることとは思えません！」

「はぁ!?　あんたがそれを言う!?　ＯＳ部の人間買収しまくって私に票入れさせたのはどこの誰だれよ！　しかも十人も！」

「そっちだって十票入れてきたじゃないですか！　だいたい私は『開発業務だからＳＥ部』『今一番暇そうなのは室見さん』ってまともな理屈で推すい薦せんしただけです。嫌いやがらせだけの人とは違います！」

「こっちだって『月げつ次じサポート業務はＯＳ部』『居眠りばっかりしている給料泥どろ棒ぼうは寝ね癖ぐせ頭あたま』って率直に推薦理由挙げただけよ。あんたみたいな性悪・性格ブス女と一いつ緒しよにしないでほしいわね」

「誰がブスですか、この社会不適応者」

「あんたには負けるわよ。この万年ボッチ女」

「バーカバーカ！」

「お前の母かあちゃんデーベーソ！」

　……ひでぇ。

　見るに堪たえない争いだった。

　これが弊へい社しやのトップエンジニア二名とは、できれば信じたくない。

　だが大おお凡よそ状況は分かった。つまり室見・梢とも同じことをやっていたのだ。話しかけやすい同僚に頼み込み互いを推薦し合っていた。票数はどちらも十、つまり同点採用。

　社長に呼ばれ初めてお互いの企たくらみが露ろ見けんしたのだろう。人目も気にせずバトルに突入し六ろつ本ぽん松まつは逃亡。そして──

「えーと、ちょっと訊きいてもいいですかね？」

　頭痛を堪こらえながら質問する。女性陣二人ふたりは同時に振り向いた。

「何」

「なんですか？」

「いや、さっき社長にプロダクトマネージャって単語聞かされたんですが、これってどういう役割ですかね？」

　──社長のことだから何か言い間違いかとも思ったんですが。

　一いち縷るの希望を込め付け加えるも梢こずえは不ふ思し議ぎそうに目をしばたたいた。

「ある商品について開発から販売・マーケティングまで全すべてを統括する最高責任者のことです。大企業だと部ぶ課か長ちよう級の職しよく責せきですね。製品のライフサイクル全体を見ないといけないからかなり大変な仕事ですよ。……それがどうかしましたか？」

　天てん井じようを仰あおぐ。

　年代物の石せつ膏こうパネルは奇妙にくすんで見えた。
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　翌日、午後一時。

　工こう兵へいは湯ゆ島しま天てん神じんに続く坂を上っている。

　傍かたわらにはスーツ姿の室むろ見み。片手に大きな紙袋、もう一方の手にハンドバッグをぶら下げている。顧こ客きやく──中堅印刷会社、美み倉くら印いん刷さつへの訪問途上だった。

　用件は無む線せんＬＡＮ導どう入にゆうの打ち合わせ、都内の新拠点について現地調査日程とＡＰ机上設計をレビューする目的だ。だが工兵の頭は別のもので満たされている。

　新サービス、新サービス、新サービス。

「何よあんた、朝からずっと渋い顔しっぱなしで。気分が重くなるからやめてくれない？」

　室見が迷惑そうに告げてくる。工兵は「そう言いますけど」と嘆息した。

「昨日きのうから頭が痛いんですよ。新サービスを何にするか、とりあえず方向性決まらないと話を進められないじゃないですか。梢こずえさんも詳細はコンセプトが決まってからと言ってましたし」

「だから私、昨日案出ししたでしょ。社長リストラサービス、受注から一週間で即対応、お見み積つもり・ご相そう談だん無料って」

「それ社内で言った瞬しゆん間かん、僕らがリストラされますよ……」

　溜ため息いきが宙に溶けていく。

　実際リストラでもされて逃げ出したい気分だった。昨夜ゆうべ──室見達と別れたあと、社長と話した内容を思い出す。『無理です』『無理じゃない』『いや本当に無理です』『大丈夫、君を信じる私を信じろ！』、話し合いとも言えないやりとりの末、最終的にプロダクトマネージャを引き受けたのが午後八時。せめて既存業務を調ちよう整せいしてもらないかと食い下がったところ、六ろつ本ぽん松まつは『今から打ちっ放しなのでまた次回な！』と意味不明の言い訳を返してきた。ではというので用向きをメールしてみれば業務調整の件は華か麗れいにスルーされ『サービス事業計画は今週中に提出するように！』なるレスが返ってくる始末。渋い顔も浮かべたくなる。

　というか独自性があり、市場競きよう争そう力りよくがあり、なおかつスルガシステムの体力で実現できるサービス。そんなものがほいほい思いつくなら今いま頃ごろ起業でもしている。

　さしあたり本屋でビジネス本を漁あさり、普ふ段だんは流し読みの新聞を熟じゆく読どくし、果ては「新サービス」「いい」でグーグル検索をかけたりもした。無む論ろんそれで出てくるのは既存製品の説明ばかりでとても閃ひらめきやアイディアには繫つながらない。夜通しうんうん唸うなった挙げ句、今に至る。正直これからのミーティングに身が入ると思えなかった。

「いっそ過去の構築実じつ績せきをそのままサービスにしちゃえばどうですかね」

　苦し紛れに提案する。室見は「というと？」と眉まゆを持ち上げた。

「業なり平ひら産さん業ぎようにこないだ出したスイッチポート管理システム、あとは江え古ご田たの提案で考えたＶＰＮ用ロードバランサとか。あれ両方とも独自性ありますし、お客さん面おも白しろいと食いついてくれましたよね？」

「うーん」

　室むろ見みの唇が歪ゆがんだ。

「スイッチポート管理は人力でいくらでもカバーできる、ＶＰＮ用ロードバランサも高こう機き能のうな機器を一台入れられれば必要ない。そうするとあとは単純にコストの比較になるわよね。そんな割のいい商売になるかしら」

「仕組みで差別化できてもダメってことですか」

「だってお客さんには仕組みなんかどうでもいいでしょ。要はポート管理がちゃんとされてＶＰＮが繫つながればいいんだから。内部がどうなってるかは関係ない、興きよう味みがない」

「ああ、そういえば昔梢こずえさんも言ってましたね。大事なのは何が実現できるか、技ぎ術じゆつ論ろんや細かな設定は関係ないって」

「……寝ね癖ぐせ頭あたまのことはどうでもいいのよ」

　あからさまに不ふ機き嫌げんな様よう子すで手を振られる。自分の発言が誰だれの影えい響きようによるものか気づいたのか、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような表情になっていた。

「とにかくもっと他ほかじゃできないような機能？　ソリューションを考えないと。空飛ぶルータとか宇宙ＬＡＮとか」

「実現方法がさっぱり思いつきませんが……」

「だから差別化できるんでしょ」

「そりゃそうですけど」

　宇宙ＬＡＮとか、準備にいくらかかるんだ。ロケットでも飛ばすのか？

　考え続けるうち顧こ客きやくオフィスにたどりついていた。受付で入にゆう館かん証しようをもらい応接スペースに通される。待つこと数分、軽い足音を立てて瘦やせぎすの男性が入ってきた。

「やぁやぁお待たせしました。すみません、何度もご足労いただいて」

「いえこちらこそ、お時間いただきすみません」

　室見が社会人モードで一礼する。

　何度も、という言葉から分かる通りこの担当者と会うのは今月だけで三度目だ。新拠点の無む線せんＬＡＮ導どう入にゆうスケジュールがタイトなせいもあり机上設計・収容計画・電波設計、その全すべてを工事会社のレイアウト図が届く度たび一いつ緒しよに更新していっている。下へ手たすると上じよう長ちようの藤ふじ崎さきより話している時間が長いくらいだ。

　工兵は資料を取り出しつつ周囲を見渡した。

「今日きようはＹ崎さん、お一人ひとりですか」

　いつもならもう一名若手が同席している。揃そろうまで待っていた方がよいかと思ったのだが。

「はい、今日は私だけです。他スタッフは別件の対応中でして」

　なるほど。であれば始めてしまっていいかな。

　持ってきたプリントを重ねて配布する。室見が座るのを待ち着席した。

「じゃあサーベイ結果から確かく認にんしていきますか」

　Ｙ崎の言葉に「はい」とうなずく。Ａ３のレイアウト図を広げ電波状況の色分けを説明していった。

　幸いＹ崎が社内環かん境きようを熟じゆく知ちしていることもあり打ち合わせは円滑に進んだ。予定のアジェンダをこなし雑ざつ談だん混じりの会話に入っていると、Ｙ崎が「あ」と声を上げた。

「すいません、全然別件なんですけどちょっと相談いいですか？」

「はい？」

　瞬まばたきする室むろ見みの前でＹ崎が座り直した。両手を組みやや前傾姿勢になる。

「御おん社しやｖ６って得意ですか？」

「ｖ６？」

「ＩＰｖ６です」

　ああと室見がうなずく。

「何案件かはこなしてますけど、御社で導どう入にゆうされるんですか？」

「いや導入……ではないんですが。……あー、でも導入と言えば導入なのか」

　？

　Ｙ崎は鼻の脇わきを搔かいた。

「ちょっと回りくどい話なんですがね、先月我々、とある会社に買収されたんですよ。ほらジグソーパズルのマークで有名な」

　そう言ってＹ崎はあるネット広告代理店の名前を挙げた。ブログサービスなどもやっている工こう兵へいにも馴な染じみのある社名だった。

　Ｙ崎はうなずいた。

「で、そこの社長さん？　がなんかインターネットの世界でもかなり有名な人らしくて、自社のネットワークを全部ＩＰｖ６にしてるみたいなんですよ。だからグループ会社からのアクセスも原則ｖ６にしろって」

「デュアルスタックではなく？　ｖ６オンリーで環境組んでるんですか？　親会社さん」

「みたいですねぇ」

「それはまた……アグレッシブな」

　室見が感嘆したように言う。

　が、聞いてるこちらはどういうことなのかいまいち分かっていない。いやｖ６って単語自体は何度か耳にしていたがそれでネットワークが組まれているとどうなるのか、どうにもピンとこなかった。

　こっそりノートＰＣで検索してみる。まずは基本をおさらい。ＩＰｖ６……とは。




『インターネットプロトコル　バージョン６

現在のＩＰ（ＩＰｖ４）に代わる次世代通信プロトコル。

１２８ビットという広大なアドレス空間を有し、現在のグローバルアドレス枯こ渇かつ問題を解決できると期待される』




　……ふむ？

　今自分達の使っているＩＰアドレス──たとえば192.168.0.1とかはＩＰｖ４だ。アドレス空間は３２ビット。インターネット接続機き器きの爆ばく発はつ的てき増加で残りアドレス数は減少の一途にある。少ない資源をなんとか有効活用しようとして生まれた技術がプライベートアドレス、ＮＡＴ、それにサブネットマスクなど。対してＩＰｖ６は最初から四倍のアドレス長を持っている。面めん倒どうな工夫をしなくても普通に必要なアドレスが配れるというわけだ。

　たとえるなら電話番号、０３─２２２─１１１１で桁けた数すうが足りなくなってきたからまんなかの２２２を２２２２に変えた感じか。

　で？　桁数が増えると何が問題になるっていうんだ。

　打ち込む手間が増えるくらいだろう。そう思い検索していると、だが衝しよう撃げき的てきな記述にたどりついた。

『現行のＩＰｖ４とＩＰｖ６に互換性は存在しない（相互通信はできない）』

　………。

　へ？

　つ、通信できない？

　なんで、同じＩＰなのに。

　説明を読み進むうち、問題の本質が見えてくる。つまりｖ４とｖ６は同じインターネットプロトコルでもまったく別物なのだ。アドレス長はおろかヘッダ構成、通信の種類に至るまで仕様が異なっている。現行のインターネットとは別にｖ６インターネットという新しいネットワークが生まれた、そう考える方が妥当そうだった。

　であればＹ崎の苦悩も分かってくる。

　ｖ４の環かん境きようしかない状態でｖ６との接続性を求められた。異なるインフラを繫つなぎ込めと指示された。困り果てた挙げ句、我々に相そう談だんしてきたというわけだろう。

　室むろ見みが「うーん」と唸うなる。

「まともに考えれば御おん社しやの環境をデュアルスタックにしてしまうことですね。現行のＩＰｖ４ネットワークにｖ６のネットワークを重ねる」

「でもそれ全ＰＣ・ルータの対応が必要でしょう？　今うちクライアントだけで五百台近くいるんですよ。ＤＮＳやアプリの改修もいるでしょうし、ちょっと時間的にも手間的にも現実的じゃないかなと」

「じゃあプロキシを使ってみたらいかがです？　御社BlueCoat入れてましたよね。あれでＨＴＴＰやＦＴＰの通信だけｖ６変換してやれば」

「残念ながらプロトコルの制限はできないってことで。とりあえずＩＰで動く通信は全部ｖ６で寄こせってことなんですよ」

　Ｙ崎は嘆息した。

「実はこの打ち合わせ前に他ベンダーさんにも相そう談だんしているんですよ。イグゼクソルさん、あそこｖ６変換装置トランスレータ扱ってるじゃないですか。それを使えないかって」

「ああ……ＫＸ社の製品。だめだったんですか？」

「だめでしたねぇ」

　Ｙ崎の声は弱々しかった。

「まず値段的に全然見合わない、あれ二台で五、六百万するらしいんですよ。お金がないからデュアルスタック以外の方法を模索してるのに、それじゃ本末転倒でしょう。あとこれは私も甘かったんですがトランスレータと言っても全すべての通信をよろしく変換してくれるわけじゃないんですね」

「というと」

「パケットの中身・データ部──ペイロードっていうんですかね。あそこで書かれたアドレスは変換の対象外になるって」

「ＳＩＰとかＦＴＰのことですか」

「まぁそういう代表的なプロトコルは別なんでしょうが、ほら我々独自アプリとか結構使ってますから。その中身までは書き換えられないって話なんですよ」

　専門用語のラッシュ！

　うわーい！　明らかにお客さんの方が詳しいぞー。やばいやばいやばい。

　議ぎ事じメモを取る風で必死に用語検索する。

　まずデュアルスタック。これは一つの端末にｖ４とｖ６両方のアドレスを設定することらしい。192.168.0.1と2001:0db8:1234:1::6──みたいに。でｖ４ホストと通信する際は前者、ｖ６ホストとのやりとりは後者を用いる。要は単一の回かい線せんに異なるネットワークが二つのっているイメージだ。お互いの通信は独立し相手に影えい響きようを与えることはない。確たしかに理想的な対応策だ。欠点としては先程Ｙ崎も言った通り全ての機き器きに対してｖ６設定が必要になること、ＤＮＳなどのサーバについては登とう録ろく内容の変更も発生することなどが上げられる。もちろんお金もかかるだろう。だから没と。

　次、代理サーバプロキシによる対応。

　ＷＥＢプロキシにｖ４ｖ６双方のアドレスをもたせ、ｖ４で来た通信をｖ６アドレスで送信し直す。いわば中継方式というやつだ。この場合ｖ６対応が必要なのはプロキシだけ。代わりに変換できる通信は限られる。まぁＷＥＢプロキシというぐらいだからＨＴＴＰとかＨＴＴＰＳとか、そのくらいか。独自アプリは……どうなんだろう、多た分ぶん対応してないプロトコルだからＮＧってことなのだろうが。

　で、あとはｖ６変換装置トランスレータというやつだが。

「承知しました。トランスレータのメーカーって言えばＫＸと、あとＤＩＭがありますから。レギオネットさん経由でＤＩＭのスペック確かく認にんしてみます。御おん社しやの条件を満たせるか」

「すみませんねぇ室むろ見みさん」

　気づけば話が終わっていた。Ｙ崎が資料を片づけ始めている。室見もボールペンをノックしていた。

「あ、そうだ。アプリケーションの詳細についてもう少し情報いただけますか？　ペイロードの何を変換したらいいか分かれば具体的にベンダーと方針詰められると思いますので」

　Ｙ崎がうなずく。

「了解です。一いつ旦たんパケットキャプチャの結果をつけて当該部分をマークとかでもいいですか？」

「はい、それで十分です」

　打ち合わせ終了。室見が「何ぼけっとしてるのよ」と言わんばかりに睨にらんできた。慌てて荷物を片づける。

　退出際、Ｙ崎がすがるような眼まな差ざしで室見を見てきた。

「すみません、何か是非よいアイディアをいただけると」

「善処します」

　室見はぺこりと頭を下げた。




　湯ゆ島しま駅えき前の喫茶店に入りブレンドを注文した。

　室見はノートＰＣを立ち上げ片手で携帯のアドレス帳にアクセスしている。レギオネットと書かれた連絡先を選択。ほどなくして姿勢を正した。

「あ、お世話になっております、スルガシステム室見です。すみませんちょっと一つ確かく認にんいただきたいことがあるんですが」

　先程Ｙ崎と話した内容を繰くり返す。丁ちよう度どパケットキャプチャ結果についてメールが届いていたのか、その情報も絡めつつ説明していった。

「……ええ、……ええ、そうです。トランスレータを使えないかと思って。……はい、ＫＸ社の製品は確認済みで結果はＮＧ。で、ＤＩＭ社のならどうかと思ったんですが」

　沈ちん黙もく。

　携帯のスピーカーから切れ切れに声が漏れだしてくる。室見は小さくうなずいた。

「了解です。じゃあ調ちよう査さして折り返しいただけますか。……はい、……はい、すみません急な話で。失礼します」

　室見の指が終話ボタンを押す。彼女は溜ため息いきをついた。

「一応確認はしてくれるみたいだけど望み薄うすね。まぁ機き能のう的てきにはＫＸ社の方が先行ってるからしょうがないけど」

「あの、室むろ見みさん。ちょっといいですか？」

　おずおずと手を上げる。室見は「何よ」と視し線せんを険しくした。

「いえ、あの、いまいち問題点がよく分かってなくて。一体お客さんの何が課か題だいでどういう点を相そう談だんされた感じなんでしょう」

「はぁ？　あんたまさかｖ４とｖ６に互換性がないこと知らないとか？」

「いえ、いえそれは知ってます」

　ドライバーの抜刀音を聞き慌てて取とり繕つくろう。さっき調しらべたばかりの知ち識しきだが知っていることに違いはない。室見の肩を押えつつ補足した。

「金と手間がかかるからデュアルスタックはだめ、通信内容を特定できないからプロキシもだめ。そこまでは分かるんです。ただ、そのあとトランスレータだったら何が解決できて、でも今何が引っかかって持ち帰りになっているのかがピンとこないんですよ」

　室見はやや驚おどろいたように「へぇ」と言った。

「意外によく理解してるじゃない。私またてっきり『同じＩＰだからｖ４もｖ６も通信できるんですよね！』なんて言い出すのかと思ったわ」

　ぎくり。

「いや、いやだなー、そんなことあるわけないじゃないですかー」

「そうよね、まがりなりにもプロなんだし、お客さんより知識がないとか切腹ものよね」

「で、ですよねー」

　……分かってていじめられてる気もする。

　室見は携帯を折りたたみ椅い子すにもたれかかった。

「ま、いいわ、説明したげる。変換装置トランスレータってのはその名の通りｖ４とｖ６通信を変換するものよ。ＩＰヘッダを見て、定められたルールに基づき送信元・宛あて先さきを変換する。まぁＮＡＴ箱みたいなもんね」

「ＮＡＴって……プライベートアドレスとグローバルアドレスを変換するあれですか」

「そう、あれ」

　ブロードバンドルータなどでも普通に扱われている機能だ。家庭内のプライベートアドレスとインターネットのグローバルアドレスを変換する技術。

「なるほど、プライベートとグローバルじゃなくｖ４とｖ６を変換する装置ってわけですね、そのトランスレータってやつは」

「ええ、だから使われている技術もシンプルにＮＡＴ６４、もしくはＮＡＴ４６って言われてるわ。６４ならｖ６からｖ４への通信変換、４６なら逆って具合にね」

「……そんな単純な機き械かいが五百万もするんですか？」

　どうもよく分からない。市販のブロードバンドルータなら数万円で買えるだろう。ＣＩＳＣＯのアクセスルータでも十数万だ。ｖ６絡みとはいえ、たかだかアドレス変換程度の動作で云うん百びやく万まんもかかるとは思えなかった。

「ま、単純にＮＡＴだけしてたらそう思うわよね」

　室むろ見みは妙に嬉うれしげな様よう子すで言った。お冷やの結けつ露ろを指に取り、テーブルに描びよう線せんする。

「いい？　ｖ４ＮＷに端末が十台、ｖ６ＮＷに端末が十台いるとするわよ。この全部を双方向で通信させようと思ったらＮＡＴ箱にはどういう設定が必要？」

「どういう設定って」

　ｖ４端末Ａのアドレスを（ａ４）、ｖ６端末Ｂのアドレスを（ｂ６）とする。ＮＡＴ箱は（ａ４）のｖ６変換用アドレスとして（ａ６）を持つ。逆に（ｂ６）のｖ４変換用アドレスとして（ｂ４）を有する。で、変換ポリシーを設定。ＩＰ通信は宛あて先さきと通信元をセットで変換する必要があるから。




・Ａ→Ｂの通信

　通信元変換：（ａ４）→（ａ６）　宛先変換：（ｂ４）→（ｂ６）

・Ｂ→Ａの通信

　通信元変換：（ｂ６）→（ｂ４）　宛先変換：（ａ６）→（ａ４）




　あとは他ほかの端末についても同様の設定をすればいい。そう答えると室見はにやついた。

「ふぅん、なら端末二十台の入りと出で合計四十ポリシー必要ね。じゃあ次の質問、ｖ４ＮＷに端末が千台、ｖ６ＮＷに端末が千台いたらどうするの？」

「せ、千台？」

「一万台でもいいわよ」

　四千、四万ポリシー。冗じよう談だんではない、とても設定できるボリュームではなかった。しかもこれはあくまでＬＡＮ同士の話だ。片方がインターネットなら？　世界中のホストをＮＡＴルールで登とう録ろくしなければいけないとしたら？　考えただけでぞっとする。

　真まっ青さおになり首を振ると室見はうなずいた。

「単純なＮＡＴ箱が云百万も取るわけないでしょ。そういうスケール的な問題を解決できるよう工夫されているから、トランスレータが製品としてなりたってるのよ」

「工夫」

「ＤＮＳ６４」

　室見はこの世の真理を明かすようにそう告げた。

　テーブル上の図形に一つ、小さな四角を付け足す。

「単純に言えば名前解決を使ってｖ６・ｖ４の違いを吸収する仕組みよ。一般的な名前解決については？　桜さくら坂ざか、説明」

「えーと」

　視し線せんを宙に巡らせる。

「ＩＰアドレスをユーザの分かりやすいアルファベット文字列に変換する仕組みです。www.google.jpの実体は74.125.235.151みたいに」

「副次的なメリット」

「メンテナンスなどでサーバのＩＰアドレスを変更してもＤＮＳサーバの登とう録ろくを変えるだけで済むことです。ユーザがホストの実アドレスを意い識しきしないでいい」

「グッド」

　室むろ見みは満足そうに微笑ほほえんだ。

「そうね、名前解決を使えば実アドレスをユーザから隠いん蔽ぺいできる。だったらｖ６→ｖ４通信でも同じ。ｖ４のアドレスを別のもので隠蔽してしまえばいい」

「隠蔽？　ホスト名でってことですか」

「ちょっと違う。単純にｖ４端末のホスト名をＤＮＳサーバに登録してもｖ６端末はサーバへの問い合わせ結果──返ってきたアドレスを理解できない。ホスト名はともかく実アドレスはｖ４のままだからね。だからここは対象がｖ４アドレスでもｖ６アドレスを返してやる必要がある」

「そんなことできるんですか」

「できるわよ。トランスレータ自身がＤＮＳサーバになりきってｖ４アドレスをｖ６アドレスへ動的に変換、ホスト名との紐ひもづきを変更すればいい。つまりユーザから見て隠蔽されるのは実じつ環かん境きようのＤＮＳサーバ、トランスレータは名前解決の問い合わせを引き受けｖ４とｖ６の違いを吸収、相互のネットワークを仲介する。いわゆるＤＮＳフェイクってやつよ」

「なる……ほど」

　理解半ばのままとりあえず相づちを打つ。えーと、つまりどういうことだ。名前解決の前段にＤＮＳサーバ自体の変換も行われるってことか？　で、ＮＡＴルールが動的に生成される？　だからいちいち設定の手間がないと。

　うーん、細部で違う気もするがなんとなく感じはつかめた。トランスレータは置くだけでｖ４・ｖ６ＮＷを変換してくれる魔ま法ほうの箱。値は張る代わりに効果は絶大と。

　そこまで考えてふと疑問に感じる。

「あれ？　じゃあ美み倉くら印いん刷さつさんの要件は全部満たしてるじゃないですか。導どう入にゆうの手間は最小限で通信内容の制限もない。何が引っかかってるんですか？　あの……お金以外に」

「お金が一番重要なファクターなんだけど……って、まぁいいわ。今問い合わせてるのはね、ＡＬＧ系の話」

「ＡＬＧ？」

「アプリケーションレイヤゲートウェイ」

「………」

　室むろ見みは嘆息した。運ばれてきたコーヒーを引き寄せ「ええっと」とつぶやく。

「ＮＡＴと相性の悪いアプリって聞いたことない？　オンラインゲームとかテレビ会かい議ぎとか」

「ネトゲは……昔あった気がしますね。プレイヤー同士の戦せん闘とう始める時はルータ側でなんか設定しろとか」

　どういう理屈かいまいちよく分かっていなかったが、とりあえずネットの情報を調しらべて手順通り対応したように思う。室見はうなずいた。

「あれ理屈は単純、ＩＰヘッダだけじゃなくデータ部にまでアドレスが書き込まれてるから。ＮＡＴルータでいくらヘッダを書き換えてもデータ部がもとのままなので通信失敗する。ルータが見るのはあくまでヘッダ情報まで、中身は意い識しきしないから」

　ええっと……。

「封書とかで考えてみなさいよ。郵便屋さんは封筒の宛あて名なを見ても便びんせんに書かれた住所まで見てくれないでしょ？　同じ話よ」

「あ」と呻うめいた。打ち合わせで聞いた情報が唐突に繫つながる。

「便せん……独自アプリのデータ部にｖ４のアドレス情報が書き込まれてるってことですか？」

「そう」

　室見の口がコーヒーカップに触れる。まだ熱あつかったのか、しかめっ面つらで舌を引っ込めた。

「データ部まで含めてパケット変換する仕組みをＡＬＧ──アプリケーションレイヤゲートウェイというんだけど。トランスレータはこのあたりの機き能のうがまだまだ弱いの。ＦＴＰとかＳＩＰとか代表的なプロトコルは変換できても独自アプリとなったらもうお手上げ」

「お手上げ」

「ばんざーい」

　可愛かわいいな。上司。
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　だが事態は大おお凡よそ把握できた。美み倉くら印いん刷さつのアプリは中身ペイロードにアドレスが埋め込まれているため、ＫＸ社のトランスレータではうまく変換できない。今はＤＩＭ製品のＡＬＧ機能でなんとかできないか確かく認にんしているということだろう。

　理解した情報を反はん芻すうしていると携帯の着信音が響ひびいた。室見が通話ボタンを押す。

「はい、室見の携帯です。……ああ、レギオネットさん。お世話になります。どうでした？　……ああ、やっぱり。……え？　開発対応？　……はぁ、……はい、んー、ちょっと難むずかしいですね。……ええ出ても百万単位の予算なんで。……ですよね、了解です。ありがとうございました。失礼します」

　終話ボタンをプッシュ。室見は投げ出すように携帯を置いた。

「だめでしたか」

「だめね」

　言わずもがなの結けつ論ろんを告げへの字口になる。

「数億単位の見込み客プロスペクトがあるなら開発対応もするって、そんな案件あるわけないでしょうに。うちのビジネス規模考えろっての」

　だいいちと室むろ見みは眉まゆ根ねを寄せた。

「たかだか特定パケットのデータ部をヘッダと同じルールで変換するだけよ？　Perlならｓ演算子で一発でしょうが。何を『億』とか寝ぼけたことぬかしてるのかしら。うちが同じ見み積つもり出したら客に張っ倒されるわよ」

「はぁ……って、あの、そんな簡かん単たんな処理なんですか？　ＡＬＧって」

　てっきりもっとすごいことをやっているのかと思ったが。

　瞬まばたきする工こう兵へいに室見は肩をすくめてみせた。

「変換対象のアプリにもよるけどね。今回は本当単純な処理、ただまぁアプライアンスってスペックシート以外の通信は原則対応不可だから仕方ないけど。本当はスクリプトバリバリ使ってカスタマイズしてやりたいのよね……ただそうするとあの馬ば鹿か寝ね癖ぐせがギャーギャーうるさいし」

「………」

「桜さくら坂ざか？」

　来た。

　来た来た来た。

　単純な処理、顧こ客きやくニーズあり、だが市場に競きよう合ごう製品は存在せず。汎はん用よう性せい……については少し要検討だろうが、ｖ４ＮＡＴと同じ原理でトラブっているならいずれ同様の問い合わせが頻ひん出しゆつするはずだ。今はまだｖ６への移行が不十分なため問題が顕けん在ざい化かしていないだけで。

　なんてことだ、まさかこんなところに目当てのものが転がっていたとは。灯台もと暗し。興こう奮ふんを隠しきれぬまま顔を上げる。

「室むろ見みさん、僕見つけちゃったかもしれないですよ」

「は？」

「サービスの種シーズです」

　不敵に微笑ほほえむ。室見はきょとんとした表情で固まっていた。
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「第一回サービス開発会かい議ぎー！」

　午後四時、スルガシステム会議室。工こう兵へいはテンション上げ上げで叫んだ。

　狭いスペースに室見と梢こずえが向き合うように座っている。突然招集したせいか、二人ふたりともやや不安げな表情になっていた。

　固い雰囲気を吹き飛ばさんとホワイトボードを叩たたく。背筋を伸ばし声に力を込めた。

「毎度毎度社長の無む茶ちや振ぶりに苦しめられている僕ら。ですが今回の我々はひと味違います。何せ任命からわずか一日、正味二十時間で回答を見つけちゃったんですから。何かって？　まぁまぁ落ち着いて下さい。今からきっちり説明しますので。投資は極小、市場ニーズあり、しかして競きよう合ごうの影かげは見当たらない！　まさしく理想的なソリューションです。あれですね。人類は逆境のもと進化していくんです。まさにエボリューション。今日きようから僕のことは桜さくら坂ざかＥｖｏと呼んでください。さぁみなさんご一いつ緒しよに、Ｅ・Ｖ・Ｏ！　Ｅ・Ｖ・Ｏ！」

「……室見さん、桜坂さん薬でもやってるんですか？」

「ごめん、最近ちょっとストレスかけすぎたみたいで」

　なんかひどいこと言われてるぞ。傷つくなぁ。少し空気が重いからほぐそうとしただけなのに。

　咳せき払ばらいを一回、仕方なくテンションをノーマルギアに戻す。

「はい、プロジェクタ映しますんで見てください。今回僕が考えたのはスルガシステムオリジナル、ＩＰｖ６トランスレータサービスです」

　スライドにパワーポイントの画面が映し出される。

　サービスコンセプトに動作イメージ、想定スペックが一いち覧らんで表示されていた。美み倉くら印いん刷さつのアポ後、一時間程度で作った資料だ。できは粗あらい。だが言いたいことは十分まとまっているはずだった。

「お二人ふたりなら当然ご存じでしょうが今現在ＩＰｖ４とｖ６のネットワークを接続する最も理想的な手段はトランスレータです。プロキシのように通信プロトコルを制限されない、デュアルスタックのように手間暇もかからない。しかもＤＮＳ６４の仕組みにより対向ネットワークのアドレスは自動的にマッピングされます。ｖ６移行の悩みを抱えるユーザには願ねがってもない仕組みでしょう」

　ですが、と言ってスライドの左上を示す。

「このトランスレータ、二つの問題があります。一つは価格、機き器き販はんと個別構築で初期一千万近くかかります。デュアルスタックのコストをかけたくないから別の手段を探してるのに、その代案が高コストではお話になりません」

　マウスカーソルを下段に移動。

「二つ目の問題。ＡＬＧとしての能力不足。まさに今美み倉くら印いん刷さつで起きていることです。ペイロードにアドレスが埋め込まれていると途と端たんに変換不能、つまり通信プロトコルフリーという利点が失われる。これもまた本末転倒な話です」

「前置きはいいわ、つまりあんたならどうするっていうのよ」

　室むろ見みの催促にうなずいてみせる。ノートＰＣに向き直り画面を拡大した。

「一つ目の問題についてはまさしく月げつ額がくサービス化というのが解になると思います。初期一千万は出せないユーザーでも月額十万・保守運用つきってスペックなら受け入れやすいと思います。たった十万の支払いでも十ユーザーつけば年間千二百万、五年で六千万。僕らにとっても十分な売り上げです。悪い話ではないでしょう？」

「そりゃユーザにとっては願ねがってもない話でしょうけど……」

　室見は疑わしげにつぶやいた。

「うちは月十万でサービス維持できるの？　一応競きよう合ごうが一千万の値づけで出している機き能のうなわけでしょ？　差がありすぎじゃない」

「あとで説明しますけどサービス設備はなるたけありものを使います。それにカスタマイズ性は極限排除して量産効果を高めますから、投資額は十分抑えられるはずです」

「………」

「じゃあ二つ目の問題、ＡＬＧですね。変換ロジック自体は単純なのですからあとはそれをどう実現するかだけです。もちろん室見さんが言う通りにスクリプトやプログラムを使えばなんだって変換できるんでしょうが、……それじゃ運用が回らない。ですよね？　梢こずえさん」

「ええ……」

　話の流れが見えないのか、梢が曖あい昧まいにうなずく。

「だから」

　工こう兵へいは語気を強くした。

「この変換ルール作成自体もトランスレータにやらせてしまいます」




　!?




　空気が揺れた。室むろ見みも梢こずえも予想外の言葉を聞いたように固まっている。ややあって室見が瞬まばたきした。

「へ、変換ルール作成？　自動？　どうやって」

「自動作成というよりは、まぁ変換候補の提示ですね。仕組みは単純です。サービス導どう入にゆう予定のお客さん環かん境きようにまずは情報収集モードとして機器を設置します。基幹スイッチのモニタポートなどを使って……現状通信の収集キヤプチヤですね、要は。一定以上溜たまったらブラウザに通信一いち覧らんを表示、ペイロードにアドレスが含まれているものは変換ルールの候補を示します。あとはユーザにヒアリングしながら変換ルールを選択、トランスレータモードに移行させるだけ。いちいち開発やコーディングの必要もありませんし理想的な解決案だと思うんですが──」

「待った！　ちょっと桜さくら坂ざか、待った！」

　室見が悲鳴のような声を上げる。顔がん面めん蒼そう白はくになり身を乗り出してきた。

「ど、どうしたのあんた？　モニタポートとかコーディングとか技術用語バリバリに使って。まるでエンジニアみたいじゃない」

「エンジニアですよ！　なに人聞き悪いこと言ってるんですか!?」

「桜坂さんが……壊こわれちゃいました……」

　梢さんまで！

　なんか虚うつろな目で震ふるえてるし、すごく不安げな表情してるし。どんだけ素人しろうとだと思われてるんだよ自分。

　唸うなり声ごえを漏らし壁かべにもたれかかる。

「分かりました。正直に言います。これ実は僕だけのアイディアじゃないんですよ」

「やっぱり……何か電波みたいなものを受信したんですね」

「電波も天啓も異次元からのメッセージも受信していません！　社内ですよ。ＳＤ部の福ふく大だいさんです」

「ふくだいぃ？」

　室見が心底嫌いやそうに言う。白い眉み間けんに皺しわが寄った。

「なんでまた、あんな変態のところに相そう談だんしに行ってるのよ。奴やつとは前回の件で手切れ、お互い貸し借りなしって決めたでしょ」

　前回の件──業なり平ひら案件における対アルマダ防ぼう衛えい戦せんのことだ。解約阻止の材料を揃そろえるため自分達は福大に管理システム構築を依頼した。かわりに求められたのは室見の協力だ。一日だけなんでも福大の望む格好をする。写真を撮とらせる。つまりは──コスプレ。

　よほど屈辱的な記き憶おくだったのだろう。事件以来室むろ見みは一切件くだんのことに触れていない。無言のまま「忘れろ」オーラを出していた。だから福ふく大だいの名を出して不ふ機き嫌げんになるのは分かる。分かるのだが。

「いや、だって室見さん。美み倉くら印いん刷さつのＡＬＧ、内製で作れば楽だみたいなこと言ってたじゃないですか。だからアドバイス求めに行ったんですよ。ＤＮＳ６４対応で美倉さんアプリのペイロードを変換できるトランスレータ。うちで作ったらいくらですかって」

　相談に赴おもむいた工こう兵へいに、福大はいつもの仏ぶつ頂ちよう面づらで応じたものだった。

『できるけどさぁ、それ別の通信要件出てきたらまた新規ルールをプログラムしなきゃいけないんでしょ？　めんどくさくない？』

　はぁ、と答えた気がする。

　それはまぁ確たしかに。言われてみれば面倒くさい。

『だったら代表的な変換ルールいくつか設定しといてユーザーが選べるようにしようよ。あ、そうだ。事前に通信キャプチャして変換候補出すようにしたら？　ＧＵＩでさ。ラジオボタン使って選択、適用って。……待てよ、じゃキャプチャモードも作っちゃうか、tcpdumpカスタマイズして』

『キャプチャモード……ですか？』

『トランスレータモードとキャプチャモード、選べるようにするの。事前に客先設置して通信内容を解析する。こうすればいちいちヒアリング行く必要ないでしょ？　とにかくさ、こういうのは手間かけちゃだめ。なるべく楽しないと』

　………。

「なんて感じで、かなり細かいところまで案出ししてくれて。いやぁあの人やっぱすごいですね。限られた情報であれだけ的てき確かくな回答返してくれるなんて。まさしく技術屋の鑑かがみですよ。ああいう人こそハッカーって呼ぶべきなんでしょうね」

「へぇ」と梢が目を見開く。小動物めいた顔にシンプルな驚おどろきがあった。

「あまり接したことなかったですけど、結構仕事できる人なんですね福大さんて。対応も柔軟だし、ＰＧっぽくない」

「まぁムラっ気があるんでいつも協力的ってわけじゃないんですけど。今回は何か心の琴きん線せんに触れるものがあったみたいです。僕としては是非この機き会かいを逃したくないんですけど」

　ちらり。

　室見を見る。

「な、何よ」

　女子中学生めいた上司は怯ひるんだ様よう子すで後じさった。

「この機会を逃したくないんですけど」

「か、勝手にすれば？　関係ないでしょ私は」

「関係なくはないんですよ。ねぇ」

　据わった目でにじり寄る。壁かべ際ぎわに向け一歩、また一歩と。

「福ふく大だいさんの嗜し好こうはご存じでしょう？　気持ちよく働いてもらうためにも少し、ほんの少し便べん宜ぎを図はかってあげたいんですよ。何、大した話じゃないです。ちょっと二、三着、服のセンスを変えるだけですから」

「い、いや」

「梢こずえさん、協力してください」

「はいっ、よろこんで！」

「喜んでじゃないわよ！　いやっ、ちょっと何するの!?　引っ張らないで、いやー！」

　………。

　三分後、室むろ見みは涙目で床に座っていた。両肩を抱き震ふるえている。乱れた髪や服が痛々しい。なんとも哀れを誘う眺めだった。

「うっ……ひっく、なんで……私ばかりいつもこんな」

　しゃくり上げる彼女の前で梢がコスを持ち上げた。

「大げさですねぇ、ちょっとマントと帽子つけてもらっただけじゃないですか。普通に似合ってましたよ、面おも白しろくもない」

「まぁまぁ梢さん、室見さん本当コスプレとか苦手なんで。……あの、室見さん？　今さらで申し訳ないですけどこの写メ、福大さんに出してもいいですか？」

「好きにすればいいでしょ！　いちいち訊きかなくていいわよ、もう！」

　ああぁ怒らせてしまった。まぁ無理もないか。彼女がコスプレ嫌いなのは前回よく思い知らされている。でもマントと帽子をつけて記念撮さつ影えいするだけでシステムが一個できあがるんですよ？　どう考えてもお得じゃないですかね？

「あっははー、このコスの元ネタ『癒いやし系マスコットキャラ（Ｈ鳳女子小学校所属）』ですってー！　超受けますぅ。癒やし系女子小学生、癒やし系女子小学生、あはははは」

　爆ばく笑しようする梢に室見の回まわし蹴げりが炸さく裂れつした。刹せつ那な始まるいつもの乱らん闘とう騒さわぎ。工こう兵へいは乱れ飛ぶプリントを搔かき分け必死で二人ふたりを引ひき離はなした。双方席に座らせ落ち着かせる。ごほんと咳せき払ばらい。

「……というわけで大分脱だつ線せんしましたがこれが僕のサービスプランです。ちなみにハードウェアは例のリドルトリルサーバ、ソフトはLinuxベースで構築します。最初にお話した『ありものをなるべく使う』ですね。仕入れがゼロに近いからリスクも少ない。もちろん売れた時の利幅はでかい。どうでしょう？　悪いアイディアじゃないと思いますが」

　室見と梢は顔を見合わせた。

　ややあって室見が手を上げる。

「実現可能性があるのは分かったけど、そもそもニーズってどうなの？　作ったはいいけど売り先が美み倉くら印いん刷さつさんだけとか悲しすぎるでしょ」

「それについては一つデータがあります。これＩＴ系ニュースサイトの記事なんですけど」

　プロジェクタの画面を切り替える。ブラウザに円グラフが複数表示されていた。記事タイトルは「企業のＩＰｖ６対応状況」

「業種にもよりますが現状企業の約九割はｖ６未対応です。対応予定時期はかなりゆっくりでここ十年以内というのが八割近く。つまり直ちよつ近きん数年はどの企業もｖ６対応に十分な予算がつけられないものと考えられます」

　画面をスクロール。

「で、それを裏づけるように四割近くの会社がｖ６対応策にトランスレータ導どう入にゆうを上げています。デュアルスタックは二割、未定が四割程度ですか。まぁ手軽かつ安価な方向に流れたってところですね。たださっきの僕らの議ぎ論ろんを受けると、これどういうことになると思います？」

　梢こずえが「あ」と息を吞のんだ。

「予算がないからトランスレータ導入を検討しているのに、肝心のトランスレータは初期一千万必要。決済が降りない、案件検討自体止まってしまう。そういうことですか」

「はい、仰おつしやる通りです」

　マーカーを取り上げホワイトボードに計算式を書きつけた。

「八割のユーザについて四割がトランスレータ使用予定だと……全体の３２％ですか。マーケット全体でこれだけの需給ミスマッチがあるってことです。しかも僕らのサービススペックは競きよう合ごうゼロ。ニーズがないどころじゃありません。まさに大鉱脈ですよ」

　熱ねつっぽい口く調ちように室むろ見みの表情が揺れる。だがぐっと感情を押し殺した様よう子すで問いかけてきた。

「体制は？　導どう入にゆう・運用のスキーム、そこらへんはどう考えてるの？」

「申し込みシート作成・導入作業は僕らＳＥ部、運用・保守体制の決めは梢さん。実オペレーションはＯＳ部。開発は福ふく大だいさんで……あと契約処理関係はカモメさんに相そう談だんできないかと思ってます」

「在庫や原価の管理は」

「一いつ旦たん僕の方で。まぁ藤ふじ崎さきさんや社長にチェックしてもらいながらになるでしょうけど」

「………」

　室見は難むずかしい表情で考え込んでいたが、少しして低い唸うなり声ごえを上げた。ぞんざいに腕組み、気け怠だるげに梢を見やる。

「私はまぁ……いいんじゃないかと思うけど、あんたはどう？　運用サポート的に」

「私も……特に問題ないと思いますが」

　ややためらいがちに回答される。

「構築後の構成変更も少なそうですし、開発者が社内にいるなら色々訊ききやすいですから、保守部材も……今の案だと潤じゆん沢たくにあるわけですし」

「じゃあ」

　梢こずえは口元に手を当てていたが数秒の後うなずいた。自分の意志を確たしかめるようにもう一度、しっかりと首肯する。

「いいと思います。桜さくら坂ざかさんの案で」

　よっしゃぁ！

　ガッツポーズしかけた瞬しゆん間かん、だが梢が「あ」と声を上げた。

「すみません、サービスのコンセプト自体に異い議ぎはありません。ありませんけど一つだけ心がけていただきたいことがあるんです」

「心がけ……ですか？」

　梢はうなずいた。

「定型サービスである以上、リリース後は極限手間のかからない商品にしてほしいんです。数が売れてなんぼなんですからイレギュラー構成が増えた瞬間ビジネスが破は綻たんします。どの機き能のうを盛り込みどの機能を捨てていくか、そういうグランドデザインをきっちりやってほしいんです」

「それは」

　当然のことだろう。いる機能は残し、いらない機能は削る。運用に負荷をかけすぎない。……んんん？　特段難むずかしいことを言ってるように聞こえないが。

「分かってもらえますか」

　梢の眼まな差ざしは真剣だった。気け圧おされた末「はい」と答える。

「はい、分かりました。きっちりサービスの全体像を考えて進めていきます」

「よかった」

　梢は心底ほっとしたように息をついた。目め尻じりを緩ゆるめ見上げてくる。

「じゃあ、頑張りましょう桜坂さん。私と二人ふたりで」

「ええ、っていや、室むろ見みさんもいますから」

　軽くノリツッコミ実施。

　室見はと言えば、いつものことで怒る気力もないのか仏ぶつ頂ちよう面づらで頰ほお杖づえを突いている。面おも白しろくもなさそうに顎あごをしゃくってみせた。

「で？　私達これをなんと呼べばいいわけ？　いつまでも『新サービス』ってわけにいかないでしょ」

「はぁ、名前……つけます？」

「名前でも開発コードでもなんでもいいけど、とにかく統一呼称決めておくべきでしょ。一応全体方針も決まったわけだし」

　なるほど、確たしかに「新サービス（仮）」じゃ寂しいよな。ここは一つ気の利いた愛称を出しておくべきか。

「分かりました。じゃあ一人ひとりずつ案出ししていきますか、まずは言い出しっぺの室見さんから」

「はぁ？　私？」

「なんでもいいですよ。ブレストみたいな感じでドンドン上げていきましょう」

　室むろ見みは唇をへの字にしてふんぞり返った。振り子のように首を揺らした後「うん」とうなずく。

「やっぱりここはスタンダードにいくべきよね。〈スルガシステムＩＰｖ６トランスレータサービス　月げつ額がく運用プラン〉、どう？」

「ださっ」

　梢こずえが瞬しゆん時じに切り捨てる。室見の顔が朱に染まった。

「何よ！　業者名、サービス内容、提供形態、全部含んだシンプルな命名でしょ。どこが変だって言うのよ!?」

「変とかどうとかじゃなく、ださいって言ってるんです。だいたいそれじゃ長すぎて呼びづらいですよ。もっと単純にしないとみんなに覚えてもらえませんよ？」

　う、と室見が口ごもる。指摘に感じ入るところがあったのだろう、不ふ機き嫌げん顔がおでつぶやく。

「そこまで言うならあんた、もっといい名前出せるんでしょうね」

「もちろんです」

　梢は豊かな胸を張ってみせた。

「親しみやすく、それでいて砕けすぎない。シンプルに読みやすく、将来的なサービス展開のネーミングルールも見据える。すなわち──」

　小さく息を吸い開かい眼がん。

「天てん狗ぐ舞まい！」

「酒の名前じゃないの！」

　室見のチューブファイルが梢の後頭部を直ちよく撃げきした。梢はうずくまり涙目で振り返った。

「いったいですねぇ。いいじゃないですかお酒の名前、別サービス展開したら他ほかの銘柄から名前取っていけますし」

「そんな統一感お呼びじゃないのよ！　第一それじゃなんのサービスだかさっぱり分からないでしょ!?　商標権も侵害しまくりだし」

「じゃあ十じゆう五ご代だい」

「偽ブランド品っぽくすればいいってわけじゃないわよ！」

　元ネタは我らが名酒、山やま形がた高たか木ぎ酒しゆ造ぞう、十じゆう四よん代だい。てか室見さん酒飲まないのによく知ってるな。

　女性陣二人ふたりはしばらく睨にらみ合っていたが、ややあって同時にこちらを向いた。二対の目に強い輝かがやきがある。

「で？　あんたの案は？」

「桜さくら坂ざかさんのアイディアを聞かせてください」

　……むっちゃ言いづらいんですが。

　ひょっとして発言順序を間違ったか、後悔するもあとの祭りだった。必死に頭を働かせ案出しする。

　覚えやすく、サービス内容を的てき確かくに表し、それでいてシンプルなもの。

　最低限入れたいキーワードはなんだ？　まずスルガシステムという社名、ＩＰｖ６とｖ４を変換するサービスコンセプト、両者を単純に混ぜ合わせると〈スルガシステムＩＰｖ６・ｖ４変換サービス〉……だめだこれじゃ室むろ見みさんの案と一いつ緒しよだ。スルガシステムは……略してみるか。ｖ６・ｖ４変換もＤＮＳ６４・４６みたいに繫つなげてしまえばいい。だとすると。

「ＳＲＧ４６」

　ぼそりと出した言葉は思ったよりも大きく響ひびいた。

　室見が目を剝むく。

「は？　何？」

「エスアールジー・フォーティーシックス。スルガシステムとｖ４ｖ６変換機き能のうを重ねた感じです。まぁどっかのアイドルグループっぽくはありますけど、……思ったよりいい響きじゃないですか？」

「あんたね、仕事の話なのよ。ふざけてる場合じゃ……」

「私は悪くないと思いますよ」

　梢こずえがぽつりと言う。室見の非ひ難なんめいた視し線せんをよそに癖くせ毛げの同僚は続けた。

「インパクトありますしそれでいてちゃんと意味も持たせています。英数字の略称はＩＴ用語タームの常ですし、意外とすんなり受け入れてもらえるんじゃないですか？」

「そう……かしら」

　室見は疑わしげに考え込んでいたが、悩んでどうこうなる問題でもないと気づいたのだろう。「まぁ仮称ってことなら」と同意する。

「じゃあ決まりですね」

　工こう兵へいは二人ふたりを見渡した。鼻び腔こうを広げ片手を差し出す。

「ちょっと仰ぎよう々ぎようしいですけど、掛け声とかいってみます？」

「………」

　梢の手が、少し遅れて室見の手が差し出される。三つの掌てのひらを重ね、下腹に力を込め。

「ＳＲＧ４６の成功を祈って……ファイッ！」




　　　　[image: 区切り文字]




　数時間後、簡かん単たんな企画書の提出を経てＳＲＧ４６は正式承認された。

　初めての数値目標、予算計画、販促プラン。

　売り上げ達成に挑むは、この分野ではド素人しろうとの若手社員三名。

　果たしてその顚てん末まつやいかに。







[image: なれる！ＳＥ９ ラクして儲かる？サービス開発]







　サービス開発自体は思ったより順じゆん調ちように進んだ。

　なまじ室むろ見みと福ふく大だいの仲が悪かったせいもあるだろう、お互い打ち合わせの機き会かいを最小限にすべく完かん璧ぺきにタスクを消化してきた。梢こずえはと言えばやはり室見と顔を合わせたくないのか、どんどん先回りして運用スキームをブラッシュアップしていく始末。

　チームワークの悪さが品質向上に繫つながるケースなど初めて見た。いや、まぁ自分が必死で間を取り持ったおかげもあるのだろうが。

　とはいえ全すべてが順調に進んだわけではなく細かなトラブルは頻ひん発ぱつした。

　たとえばユーザインタフェース。

【梢】『なるべく単純にしてユーザから使い方とかの問い合わせが来ないようにしてほしいです』

【室見】『どうせ初期導どう入にゆうの時しかいじらないんだから、私達が使いやすいように作り込むべきでしょ。モニタ画面とかあとコマンドラインも使えるようにして』

【福大】『この画面はこのレイアウトで完成形なんだよ！　一箇所でもいじったらバランスが崩れるだろ。ふざけんなよ!?』

　たとえばミドルウェアのバージョン。

【梢】『うちで実じつ績せきあるのは２・２系のみなのでそれ以外は載せないでください！』

【室見】『最近のトレンドは２・４系でしょ？　何黴かび臭くさいこと言ってんのよあんた、馬ば鹿かじゃない？』

【福大】『もともと入ってたバージョンが２・０系だったからそれにあわせて作ってるんだよ！　今更ゴチャゴチャぬかすな！』

　たとえば導入フローの策定。

【梢】『エンジニアの現地立ち会いは必ひつ須すです！　きちんと稼か働どう確かく認にんして問題ないものだけ運用にのせてください！』

【福大】『プラグアンドプレイのコンセプトだっつってんだろ！　ユーザだけでできるよう簡かん便べん化かしてるのにわざわざ作業員のコストかけてどーすんだよ!?』

【室見】『プラグアンドプレイなんて怪しげなコンセプト、誰だれが決めたのよ！　きっちり一から設定できないと不安でしょうがないわ。責任者出てきなさい！』

　………。

　などなど。

　考えてみるとあまり細かなトラブルでないような気もするが、とりあえずＳＲＧ４６は無事リリースにこぎつけられた。

　そして瞬またたく間まに五日が過ぎ──二月二日火か曜よう日び。




「いやぁいいんですか？　こんな安値で。しかも最初の一ヶ月は試し験けん利用につき無料って」

　午前十時、美み倉くら印いん刷さつのマシンルームにＹ崎の声が響ひびき渡る。

　心なし口く調ちようが弾んでいる。瘦やせ形がたの顔に微かすかな興こう奮ふんの色が滲にじんで見えた。工こう兵へいは手製のチェックリストに記入しつつ「はい」とうなずいた。

「弊へい社しやのＳＲＧ４６は月げつ額がくサービスですから、個別ＳＩみたいに構築工数をいただいたりしません。価格は１０Ｍインタフェースモデルで月額九万八千円、以上です。トラフィックが増加してきた場合アップグレード──１００Ｍ・１Ｇモデルの提供も可能ですが、その時も月額変更のみで初期費用はかかりません」

「素す晴ばらしい」

　つぶやくように言ってＹ崎はサーバラックを見た。

　ラック中段に黒一色の１ｕサーバがマウントされている。筐きよう体たい左にスルガシステムのロゴ、すぐ下に障害時連絡先が記されていた。かつてのリドルトリルサーバ、今やＩＰｖ４ｖ６トランスレータ、ＳＲＧ４６のサービス装置だ。

　既に事前設置を経て通信内容の解析も終わっている。あとは顧こ客きやく要件に応じて独自アプリのペイロード変換ルールを確かく定ていさせればいい。ノートＰＣで管理用ＷＥＢにアクセス、選択画面をＹ崎に示す。

「これ……データ部のアドレスについてもＤＮＳ４６・ＮＡＴ４６を適用させるでいいですか？　ああつまり、ＩＰヘッダと同じ処理をするってことですけど」

「ええ、ええはい」

　ラジオボタンを選択、確定させる。ついでモード遷せん移い画面に移行。キャプチャーモードからトランスレータモードにチェックを移す。

「これで決定ボタンを押せばもうｖ６通信を変換するようになります。念のため今回は再起動かけたいので五分ほどお時間いただきますが、稼か働どう後ごの設定変更は原則断なしです」

「はぁぁあ」

　Ｙ崎は間の抜けた声を上げた。狐きつねにつままれた様よう子すでブラウザを見つめる。

「いやはや、よくできてますね。これ御おん社しやで作られたんですか？　どこかの製品でなく」

「ええ、うちの会社にシステム開発の部署がありまして、そこで作った感じです」

「ほぉ」ともう一度溜ため息いきを漏らされる。

　作った側としてはこれだけ感心してもらえるとやはり嬉うれしい、開発者冥みよう利りに尽きる。だが反面むず痒がゆくもなってきたため、適当なところで話を戻す。

「じゃあ切り替えちゃっていいですか？　親会社さんへの接続連絡とか大丈夫ですかね」

「はい、もう午前中であればいつ接続してもいいと了解もらってるんで」

　ＯＫ。

　設定内容を最終チェックしラック側に視し線せんをやる。

「梢こずえさん、切り替えます。監かん視しシステムの方チェックしてもらっていいですか」

「もう始めてます。インタフェースへの導どう通つうはＯＫ、ｓｙｓｌｏｇも取れてます。再起動のアラートで障害試し験けんもやってしまいますね」

　癖くせ毛げの女の子がはきはきと答える。ストッキングの片かた膝ひざを突き太ももにノートＰＣをのせている。客先訪問ということもあり今日きようはスーツ姿だ。琥こ珀はく色いろの瞳ひとみにディスプレイの光が映り込んでいた。

（梢こずえさんと構築作業ってのもなかなか新しん鮮せんだよな）

　感慨深い思いでつぶやく。

　本来ならＳＲＧ４６の設置はＳＥ部作業だ。だが今回はファーストユーザーということもあり、なおかつ室むろ見みが別案件で外出していたため急きゆう遽きよ梢に出張ってもらっていた。運用畑の人間だし最初は大丈夫かな？　とも思ったが、そこはキャリアの差。工こう兵へいが気を回す間もなくどんどん手を動かしていく。正直室見と動くのと遜そん色しよくなかった。

「では切り替えます」

　呼吸を整ととのえタッチパッドに指を置く。カーソル移動、決定ボタンをクリック。

　再起動に伴い筐きよう体たいが二、三度大きなファン音を上げる。ビープ音とＬＥＤ点滅、ほどなくして機き体たいの鳴動が止まった。空くう調ちようとディスクの動作音だけが室内に戻ってくる。

　梢が画面に視し線せんを走らせた。

「……電源ダウン・アップの両アラートを確かく認にん。インタフェース状態正常、エラーメッセージなし。起動……問題ありません」

「Ｙ崎さん、通信確認お願ねがいできますか？」

「はいはい」

　壁かべ際ぎわのデスクトップＰＣに取りつき操そう作さし始める。受話器を取り上げどこかにダイヤルした。

「……あ、もしもし美み倉くらのＹ崎です。お疲れ様です。……ええ今繫つながったところです。アプリに接続できるかテストしたいんですが。……はい、……はい、では確認します」

　親会社のエンジニアと話しているのだろう。受け答えしつつ画面をクリック、結果をチェックしていく。

　………。

「おおお、見れてますね。すごいすごい、……え？　いやうちの環かん境きようはｖ４のままですよ。……はい、あ、データいってますか。問題なく。よかったです」

　ほっと胸をなで下ろす。大丈夫そうだ。福ふく大だいの作ったシステムはきちんと機能しているらしい。気づけば梢も肩の力を抜いている。工兵は小さくサムズアップしてみせた。

「……お待たせしましたスルガシステムさん、業務通信問題ありません。親会社の方でも接続できたのを確認しているそうです」

　よっしゃ！

　内心でガッツポーズ、だが表面上はあくまで冷静に受け答えする。

「よかったです。では……どうしましょう？　作業終了時間まで待たい機きしておいた方がいいですか？」

「いえ、もう引き上げてもらってかまいませんよ。本格運用はまだ先なんで、ゆっくり業務確かく認にんしていきます。何かあった時は……こちらの番号に連絡すればいいんですよね？」

　ＳＲＧ４６の連絡先シールを指さされる。工こう兵へいはうなずいた。

「ちょっとまだ立ち上げ中なので不ふ慣なれな点もあるかと思いますが……その場合は僕の方までご連絡ください。関係部署に周知しますので」

「ははは、そんなしゃちほこ張らなくてもいいですよ。我々も一ヶ月は試し験けん利用で入れさせてもらうわけですし、緩ゆるくやっていきましょう」

「そう言っていただけると……助かります」

　恐きよう縮しゆくする工兵にＹ崎は笑って手を振ってみせた。

「じゃあ片づけてもらって、退去ですかね」

「あ！　あの、ごめんなさい、ちょっとよろしいですか」

　唐突に声を上げたのは梢こずえだった。ノートＰＣを置き慌てた様よう子すで駆け寄ってくる。

「すみません……一つお願ねがいがあるんですが。後出しみたいで恐縮なんですけど」

「？　なんでしょう」

　Ｙ崎が目を瞬まばたく。梢は深呼吸を一回、双そう眸ぼうに力を込めた。
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「今回の件、弊へい社しやのサービス導どう入にゆう事例に使わせてもらえませんか？」

　事例？

　なんの話だ。意図がつかめず立ち尽くす。だがＹ崎は「ああ」とつぶやいた。

「販促資料に使われるんですか？」

「はい」

　と梢こずえがうなずく。

「可能なら社名とご担当者様名もお借りしたいですが、だめならイニシャル表示でもかまいません。無料利用期間の代わり……というわけではないのですけれど、どうかご検討いただけないでしょうか」

「うーん」

　Ｙ崎が瞑めい目もくし考え込む。親指で顎あごを叩たたくこと数回、首肯する。

「いいんじゃないですかね使ってもらっても」

「本当ですか！」

「ええまぁ大した話じゃないですし。あ、接続先が親会社ってことは伏せてもらえますか？　あと原稿できたら一いつ旦たん見せてください。コンプライアンスの部署に確かく認にん取りますんで」

「ありがとうございます！」

　大きく一礼。釣られるように工こう兵へいも頭を下げる。梢の顔は湯船から出てきたあとのように赤く上気していた。




「マーケティングをどうしようか考えていたんですよ」

　新しん御お茶ちやノの水みず方面の地下鉄を待ちながら、梢が言った。

　昼下がりのホームに人の姿は少ない。横並びのベンチを存分に専有し梢と二人ふたり、腰かけている。傍かたわらの同僚はややほっとした顔つきになっていた。先程の交渉成功で気が抜けたのか、いつものほんわかした雰囲気に戻っている。

「マーケティング……ですか？」

　身近とは言いづらい単語に首を傾かしげる。いや、まぁ意味くらい分かるが。宣伝・市場調ちよう査さ？　だっけか。

　梢はうなずいた。

「既存ユーザにだけ拡販してても仕方ないですからね。新規ユーザーをどんどん開拓していかないと。……といっても私達テレビＣＭとか打てませんし、ＳＲＧ４６の知名度をどう高めていこうかなって」

「なるほど」

　言われてみれば当然の話だった。どれだけよいサービスでも存在を知られていなければ誰だれも買ってくれない。美み倉くら印いん刷さつのように客から引き合いが来るのはかなりなレアケースだろう。多くの場合、広告や売り込みを受けてそこから顧こ客きやく検討が始まるはずだ。

「すみません、すっかり頭から抜け落ちてました。本来なら僕の方で考えなきゃいけないことなのに」

「いえ、私こそあまりお手て伝つだいできなくて申し訳ないと思ってましたから。……でですね。低予算で広告打とうと思ったらやっぱりネット広告しかないんですよ。年間数十万でキーマンズネットみたいな業界情報サイトに表示してもらう。メルマガにのせてもらう。ただ当たり前ですけどクリック率は低いです。全体の数％、いえもっと低いかもしれません。新聞やテレビの広告効果とは比較にならないです」

　反対側ホームに電車が到着する。梢こずえは膝ひざ上うえで手を組んだ。

「閲えつ覧らん率りつが低い以上、最低限クリックしてくれた人には興きよう味みを持ち続けてもらわないといけません。『へぇｖ６変換するのかー。既存のトランスレータと何が違うんだろう？　戻る』じゃ話にならないんです。だからこそコンテンツの中身は工夫しないと」

　ああ、分かった。話が繫つながった。

「それで……サービス事例をと？」

「はい」

　梢の眼まな差ざしは真剣だった。

「会社のブランドもない、派は手でなパッケージングもできない、そんな状況でユーザーの気を引けるのは具体的な事例だけです。どういう状況で、どういう方法で現場の課か題だいを解決していったか。そういう生の案件情報を出してようやく最初の興きよう味みを持ってもらえるんです。だからこそ美み倉くら印いん刷さつさんには是が非でもＯＫをもらいたかった」

　下り電車が動き出す。風圧がミディアムボブの癖くせ毛げを不規則に揺らした。ややあって梢は肩をすくめた。

「勇気を出してお願ねがいしてみてよかったです」

「梢さん……」

　胸の奥に熱あついものが込み上げてくる。

　決して望んだ仕事ではないだろう。彼女は基本人見知りな性格だし、初対面の人間に頼み事をするのもかなり抵抗があったはずだ。だが一度やると決めた以上全力で取り組んでくれる。最善を尽くしてくれる。まさしくプロの姿勢だった。

「ありがとうございます。なんか……今更ですけど気持ちが引きしまってきました。社長の仕事だからってダレてちゃダメですね。反省します」

　梢は微笑ほほえんだ。

「桜さくら坂ざかさんはよくやってますよ。私と室むろ見みさんの間も取り持ってくれてますし、ＳＤ部との調ちよう整せいも一手に引き受けてるじゃないですか。もっと自信を持ってください。俺おれがこのサービスの開発責任者だ！　みんな黙だまってついてこい！　って」

「いやぁ」

「よっ、敏腕プロダクトマネージャー！」

「あはは」

「凄すご腕うで調整役コーデイネータ！」

「えええ」

「この人気者！　人たらし！」

「も、もうやめてくださいよ、小っ恥ずかしい」

「誰だれにでも優やさしくて、誰にでも親身になれる。……どの女にも声がけする。上司でも他部署でも客でもお構いなし。いつもニコニコして、あちらこちらで新しい女を引っかけてきて。私がどんな気分でいるか分かります？　ねぇ桜さくら坂ざかさん、本当に私の気持ち、理解してくれてますか？」

　あ、あれ？

　なんかおかしな方向に話が進んでるような？

　がしりと強い力で上着をつかまれる。梢こずえが暗い眼まな差ざしでこちらを見ていた。琥こ珀はく色いろの瞳ひとみに妖あやしい光が現れていた。

「桜坂さん、今私達二人ふたりっきりですよね」

　ピーンチ！

　まさか今の流れでこのモードに入るとは。姪めい乃の浜はま梢恐るべし、まったく先の見えない女である。慌てて周囲を見渡す。いくら昼日中とはいえ乗降客ゼロ──二人きりではないだろうと思ったが。

　!?

　なんということだろう。反対側ホーム含めて人の姿が皆無だ。結界。この空間……もはや異界か!?

　………。

　冗じよう談だんはさておきなかなかまずい状況ではある。いつもみたいに室むろ見みさんが邪じや魔ましにきてくれる見込みもなし、かと言って梢さん一人ひとり置いて帰るのもあんまりだ。こういう時に限って次のアポもなく二人の時間は有り余っている。

　どうするべきか。頑張ってはぐらかし続ける？　それとも突然睡すい魔まに襲おそわれてみる？

　いやぁ、通じないだろうなぁ今の梢さんには。目が真マ剣ジだし。

　数すう瞬しゆん考え心を決める。そう、逃げられないなら進むのみだ。正面突破して相手の意表を突く。これしかない。

「梢さん」

　ぐっと手をつかみ身体からだを寄せる。目め線せんをまっすぐに合わせ覗のぞき込んだ。

「仰おつしやる通り、僕らは今二人きりです」

「!?」

　息を吞のむ気け配はいが伝わってきた。まさか前のめりに応じてくるとは思っていなかったのだろう。顔に動揺の色がある。

　とりあえず押えた手を梢こずえの手首に登らせてみた。

「それで？　二人ふたりきりだと梢さんはどうしたいんですかぁ？　いつもと違うどんなことをしてみたいんですかねぇ？」

「あ……その」

「人目があるとできないことなんですよねー」

　ブラウスの袖そで口ぐちに指を一本滑り込ませてみる。梢は「ひぅ」と身を震ふるわせた。

「わ、私は……別に」

「別に？　なんですかー？　よく聞こえませんよー？」

　完全に下げ種す男おの言動だった。梢は真まっ赤かになりうつむいていたがややあっておもむろに吐息を漏らした。

「……です」

「はい？」

「手を握って……ほしいです」

　おやおや、なんとも乙女おとめな希望だ。普ふ段だんあれだけサイコな彼女も素に戻れば一人ひとりの女の子ってわけかい？　手を握ってほしい。いいですとも、おやすいご用だ。

「じゃあ」

　無造作に握ってみる。指先で包み込むように、にぎにぎ、にぎにぎと。

「こんな感じですかね」

「はい、……あの、もう一個お願ねがいいいでしょうか」

「なんでしょう」

「頭を……なでてもらえると」

　ふむ、若干レベルが上がった。だがまだ人に見とがめられても全然問題ない範はん疇ちゆうだ。掌てのひらを梢の頭に置きくしゃくしゃと搔かき混ぜる。余裕余裕。

「じゃあ……最後にもう一個だけ」

「はいはい、もうなんでも来てください」

「これ、ちょっとサインしてもらえます？」

「余裕で──」

　婚こん姻いん届とどけだった。

「こーずえーさーん！」

　慌てて飛びのくと梢は意外そうに目を丸くした。

「え？　え？　だめですか。こんな自然に話をもっていったのに？」

「全然自然じゃないです！　てか今まで持ち歩いてたんですかそれ!?　真ま面じ目めにびっくりなんですけど！」

「ほらよく言うじゃないですか、備えあれば憂うれいなしって」

「いくらなんでも備えすぎです！」

　油断も隙すきもあったものではない。瞬しゆん間かん上り電車がホームに入ってきた。「ほら、来ましたよ」と促うながして席から立ち上がる。

　梢こずえはやや不満そうだったが黙だまって従った。車中彼女のアクセスしている携帯サイトを覗のぞき見ると『彼氏への自然なアプローチ。婚姻届提出の最後の一押しとは！』と書いてあった。




　瞬またたく間まに一週間が過ぎた。

　梢のアドバイス通り販促資料を作り広告出稿した。代理店は美み倉くら印いん刷さつの親会社、今回の案件の縁えんもあり格安で引き受けてもらえた。企業サイトに問い合わせフォームも作り製品紹介ページを公開してある。あとは引き合いを受けつけるだけ──と意気込んでいたが。

　来ない。

　びっくりするほど反応がなかった。

　いや、販促ページへのアクセス自体は比較的あったのだ。出稿初日は二千ＰＶ、二日目も千ＰＶ以上をマークしている。だがあとが続かない。問い合わせはおろか自社サイトへの誘ゆう導どうも満足にできていない印象だった。辛かろうじて資料請せい求きゆうが数件来たものの以降の進展はない。広告出稿費三十万は今のところ完全な無む駄だ金がねとなっていた。

　おおお……。

　身み震ぶるいし自席のモニタ──売り上げ計画のＥＸＣＥＬから視し線せんを逸そらす。

　なかなか背筋の寒くなる状況だった。社内のリソースを使いまくり、先行投資を行い成果ゼロ円。怖い、市場怖い。

　なんだろう、今まで顔の見えるユーザと調ちよう整せいしてきたせいかこういう不特定多数とのビジネスがひどくやりづらい。表情の読めない巨大な獣けものとでも対たい峙じしている気分だった。何が不満なのか、どうすれば受け止めてもらえるのかさっぱり分からない。まったくと言っていいほどつかめてこなかった。

　とはいえ手をこまねいているわけにもいかない。広告がだめなら別の策を練るだけだった。さしあたり既存ユーザにサービス紹介文をばらまいてみるか。懇こん意いの担当者に片っ端から。

　メール作成画面を立ち上げ。

『お世話になっております、スルガシステムの桜さくら坂ざかです。この度たび弊へい社しやではＩＰｖ６変換サービス、ＳＲＧ４６をリリースしました。カスタマイズ可能なＡＬＧ・充実した保守・格安の料金体系など、競きよう合ごう製品に比べかなりの優ゆう位い性せいを持った商品と自負しております。もしご興きよう味みあれば説明にうかがわせていただきますので、お気軽にお問い合わせ下さい。何とぞよろしくお願ねがいいたします』

　送信。

　速攻レスが返ってきた。

『桜さくら坂ざかさん、また新しい仕事押しつけられたんですか？（橋はし本もと）』

　うわぁああああん！　その通りだよー！

　畜生、無む茶ちや振ぶりなんて大嫌いだ！

　涙を拭ぬぐいつつ返信する。

『はい、それで……こちらのサービス、業なり平ひらさんでの検討可能性はありますか？』

『申し訳ありません。弊社まだｖ６化の予算を取っていない状況でして……』

『承知しました。また何かありましたらご連絡ください』

『はい、お力になれずすみません。頑張ってくださいね』

　交信終了。即席の顧こ客きやくリストから業平の名前を消す。
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　まぁ……あの会社にばかり頼ってもいられないしな。リスク分散のためにも単一顧客に売り上げが集中するのは避けないと。またリドルトリルみたいなことになりかねない。

　しかし橋本さん、ＰＣメールだとやりとり普通なんだよなー。なんで携帯だとあんな文面になるのかしら？　変換辞書が違うとか？

　試しに同じ内容を携帯で送ってみようと考え思いとどまる。業務時間中だ、邪じや魔ましちゃまずい。

　席を立ちパーティションから出る。軽くストレッチしていると同じく伸びをしているカモメと目があった。椅い子すに座ったまま片腕を持ち上げている。

「工こう兵へい君、休きゆう憩けい？」

「打つ手がなくなってどうしようかと思ってたところです。端的に言うと途方に暮れてます」

「あけすけだねぇ」

「繕つくろっても仕方ありませんから」と肩をすくめる。カモメ席のパーティションに片手でつかまった。

「カモメさん、マーケティングの仕事とかやったことあります？」

「あるよー」

　あるんかい。

　すごいなぁこの人。本当に得え体たいが知れないなぁ。何年社会人やってるんだろう？

「なんかコツとかあるんですかね。新商品を成功させるためにこれだけは守れ！　みたいな」

　カモメは「うーん」と首を傾かしげた。

「セグメンテーション、ターゲッティング、４Ｐ、ポジショニング、色々概念はあるけどねぇ。結局成功の方程式なんてないよ。あればみんなそれに従うわけだしね」

　それは……その通りか。

「あ、でも一つ重要なことはあるかな」

　カモメはぴっと指を一本立ててみせた。

「儲もうからないマーケティングは無意味」

「はい？」

　瞬まばたきする自分にカモメは悪戯いたずらっぽく笑ってみせた。

「千円の品物一つ売るのに十万円の広告打ったら大損でしょ？　そういう話。できるだけコストをかけず売り上げを最大化する。儲かる仕組みを工夫する、それがマーケティング。使うのは身体からだじゃない、ここ」

　カモメの指が頭をつつく。

「要はあれね。『楽して儲けろ』」

「身みも蓋ふたもないですね……」

　溜ため息いき混じりに言うとカモメは肩をすくめた。

「一いつ生しよう懸けん命めい頑張ってもいいんだよ？　でもその場合はガムシャラな働きに見合うリターンを考えるべき。工兵君の時間は会社に買われてるんだから、無む駄だな動きはなるべく控えないと」

「………」

「もっと言うとさ、あんまり新サービスの仕事ばっかりしてると立りつ華かちゃんキレるよ。てかもうキレてたから。『あいつ通常業務ほっぽりだしていつまで遊んでるのよ！　刺す！』って」

「マジっすか！」

　慌てて自席に戻る。マウスを取り上げＩＲＣの過去ログをチェックした。

　確たしかに少し室むろ見みさんのタスクをおろそかにしすぎた。〆しめ切きりは破っていないはずだが進しん捗ちよく報告が滞とどこおっている。おそらくかなりジリジリされていたのだろう。いつ雷が落ちてもおかしくなかった。

（とりあえず……状況レポートだけしておくか）

　チャットログから依頼内容を抽出、テキストファイルにまとめていると不意に新着メールのアイコンが現れた。

　サブジェクトは……「Ｒｅ：新サービスのご紹介について」

　！

　ごくりと唾つばを飲む。先程送った販促メールの返信だった。時間が空いているし橋はし本もと課か長ちようからではないだろう。だとすれば。

　震ふるえる指先でメーラーを表示する。

『宛あて先さき：スルガシステム桜さくら坂ざか様　差出人：Ｓ観光　Ｙ中』




　お世話になっております、Ｓ観光　Ｙ中です。

　新サービスのご紹介ありがとうございました。現在社内でＩＰｖ６対応を進めておりまして御おん社しやサービスでできることについて興きよう味みを持っております。つきましては一度ご来社いただき詳細説明いただくことは可能でしょうか？　お忙しいところ恐れ入りますがよろしくお願ねがいいたします──
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　Ｓ観光の本社は船ふな橋ばしにある。

　駅前ロータリーを望む雑居ビルの一フロア、古びた階段を上っていくと唐突に看板が現れる。社員数は四十名、東とう欧おうとか旧きゆう共きよう産さん圏けんに強い旅行代理店らしい。情シス担当のＹ中は白髪のアライグマを思わせる男性で、スルガシステムとは以前から付き合いがあった。

　総そう武ぶ線せん船橋駅を下車。室見と二人ふたりで六階の受付に向かう。オフィスがこぢんまりしているせいだろう、内線を操そう作さしているとカウンター越しに他ほかならぬＹ中が手を振ってきた。

「やぁやぁスルガシステムさん、すいません遠いところ」

　ＰＣと筆記具を取り上げ近づいてくる。室見が姿勢を正し一礼した。

「こんにちはＹ中さん。ご無ぶ沙さ汰たしております」

「ご無沙汰です、室見さん。あー今日きようも可愛かわいいらしいねぇ」

　歯の浮くような台詞せりふに室見が肩を縮ちぢこまらせる。一歩間違えばセクハラだが、あっけらかんとした人なので嫌いや味みがない。室むろ見みも困ったように口元を歪ゆがめているだけだった。

「こちらにどうぞ」

　受付脇わきの商しよう談だんスペースに通される。手前の席に腰かけ資料を取り出した。

　さて。

「どういう風にお話進めましょう。先に御おん社しやの状況をうかがわせていただくか、それとも」

「ああサービス紹介が先でいいです。何ができるか分かってからの方が無む駄だもないと思うので」

「了解しました」

　室見にアイコンタクト。説明を依頼する。彼女は小さくうなずき資料を開いた。

「それでは私の方より解説させていただきます。ご不明の点などあれば都度仰おつしやってください」

　初めてのサービス説明。プレゼンテーション。

　だが室見の説明に澱よどみはない。そもそも基本設計から実装指示まで全すべてやっているのだから当然と言えば当然か。サービスの強み、競きよう合ごう製品との差別化ポイント、具体的な導どう入にゆう事例まで滑なめらかに話していく。

　途中何回かの質疑応答を挟み説明は終わった。

　Ｙ中は腕組みし「ほぉお」と唸うなった。

「なるほど、よくできてますね。実じつ環かん境きようの通信を収集・分析して変換候補を出すですか。……ちなみにこれ、暗号化している通信はどうなりますか？」

「ＳＳＬであれば証明書さえインストールしておけばデコード・解析可能です。ＳＳＨ・ＩＰｓｅｃは対応していないので……そのあたりは暗号化ポイントの手前でキャプチャするよう工夫することになるかと」

「なるほど、なるほど」

　満足げに相づちを打ちＹ中は視し線せんをもたげた。

「で……お値段はおいくらで？」

　価格の話は自分だ。筆記具を机に置き答える。

「１０Ｍインタフェースで月げつ額がく九万八千円、１００Ｍは二十九万八千円です。一応１Ｇプランもありますがこちらはちょっとまだ価格調ちよう整せい中ちゆうでして、都度お見み積つもりとなっています」

　意気揚々回答すると、だがＹ中は虚を突かれた様よう子すになった。

「ありゃ継続費用ランニングなんですか？」

「ええ、監かん視しと運用・保守もついていますので。代わりに初期は登とう録ろく料りようのみとなっていますが」

「ああ……そうなんですかぁ」

　あからさまにテンションが下がっている。膨ふくらみきった風船が徐々に萎しぼんでいく感覚。

「あの……ランニングはまずいですか？」

　恐る恐る訊たずねる。Ｙ中は「うーん」と唸うなった。

「今期の余り予算で導入しようと思ってたんですよ。ランニングってことは来期も費用発生しますよね？　それだとちょっと……厳きびしいなぁ」

「厳しい……」

　低い声でもう一度唸られる。節くれ立った指が白しら髪がを搔かいた。

「これ……売り切りとかにできません？　機き器きもレンタルじゃなく弊へい社しや資産にしちゃうとか」

「それは……ちょっと」

　いくらなんでも受け入れがたい。そもそものビジネスモデルが崩ほう壊かいしてしまう。

「月げつ額がくをもう少し抑えれば検討しやすかったりします？」

「うーん、そういう問題でもないんですよねぇ」

　Ｙ中は心底弱った様よう子すだった。ＳＲＧ４６自体はそれなりに気に入ってくれていたのだろう。課か金きん方式でＮＧとなったのがどうにもやりきれない模様だった。

「………」

　室むろ見みと二人ふたり顔を見合わせる。

　残念なのはこちらも同じだ。ようやく確かく度どの高い客を見つけたと思ったのに、まさか月額モデルという理由で商しよう談だんストップしてしまうとは。巡り合わせの悪さに歯は嚙がみしたくなる。

　何かよい方法はないか。顧こ客きやくと自分達、お互い妥協できるポイントさえ見つかれば。

　必死に考えていると不意に手を叩たたく音がした。Ｙ中が両目を見開いていた。

「そうだ、そうですよ」

　声音が明るい。横長の顔に興こう奮ふんの色が現れていた。

「御おん社しやのこの……ＳＲＧ４６ですか？　これ中身はLinuxサーバなんですよね？」

「はい……」

「だったらBindの設定変えるだけで普通のＤＮＳサーバとしても動作しますよね？　や、もちろんゾーンファイルとかはうちで準備・メンテする前提です」

「ええっと……」

　話が見えない。なぜいきなり名前解決ＤＮＳの話が出てきたのか。ゾーンファイル──というのは実際にホスト名とＩＰアドレスの対応が書かれているファイルだ。wwwに対し192.168.0.1、mailに対し192.168.0.2など。それをＳ観かん光こう側で準備する？　……ってことはつまりどういうことだ。

　きょとんとされているのに気づいたのだろう、Ｙ中は額ひたいを押えた。

「ああすみません。ええっとですね、実は我々社内ＤＮＳをインヘリタンスさんのレンタルサーバで立ててるんですよ、月額課金で。ただこちらのサービスが最近調ちよう子し悪くてですね、レスポンスも悪かったりして。来期に向けてリプレースの検討進めてたんですよ」

「はぁ……」

「で、ぴーんと思いついたわけです。社内ＤＮＳは月次予算を確かく保ほしてある。こちらのＳＲＧ４６は月額課金。二つをうまいこと組み合わせられないかって」

「ひょっとして……相乗りさせるってことですか」

　室むろ見みがつぶやくように言う。予想外の提案だったのだろう、顔から表情が抜け落ちている。

　Ｙ中は満面の笑えみを浮かべた。

「ですです。レンタルサーバのリプレースなら月次予算通しやすいですし御おん社しやもＤＮＳ機き能のうの分、サービス単価上げられるでしょう。お互いにとってよいアイディアじゃないですか？　いかがです？」

　なるほど。ＳＲＧ４６に社内ＤＮＳサーバの機能を付加する、つまり相乗りか。

　ようやく状況が見えてくる。課金形態についてはスルガシステムの希望を通し、機能についてＳ観かん光こうの要望をかなえる。確たしかに両者の立場を勘案した申し出だ。ＤＮＳ設定は顧こ客きやく側がわでやると言っているし運用負荷についてもしっかり配はい慮りよされているように思えた。単純に考えれば悪い話ではない。が──

「どう……でしょうね、室見さん」

　話を向けてみる。室見は眉まゆ根ねに深い皺しわを刻んでいた。

「どうって……ううん」

　桜さくら色いろの下唇がわずかに突き出される。小さな鼻び腔こうが呼吸にあわせ動いた。

　彼女はためらいがちにＹ中を見た。

「こちら定型サービスですので、個別のカスタマイズはできないことになっているんですよ。サーバの構築ではなくあくまでＳＲＧ４６というアプライアンスを提供するイメージなので」

「でも……それじゃあこちらも予算を通せないですよ」

「事情は分かります……けど」

　気詰まりな沈ちん黙もく。

　ややあって室見の肘ひじが脇わき腹ばらにつきささった。小さな手がノートＰＣのキーボードを叩たたく。液晶画面を一いち瞥べつするとノートパッドに一行メッセージが現れていた。

『あんたが決めなさい』

　押し殺したタッチタイプ音が響ひびく。

『定型サービスの原則を崩すのはよくない。けど固いこと言ってたらいつまでたっても受注できない。軌道に乗るまでの非常措置と割り切れるならこの話受けなさい。あんたの作ったサービスなんだから』

　方針が決まれば私は従う。

　鳶とび色いろの瞳ひとみに強い光が瞬またたいていた。

　数すう瞬しゆん考えた末、心を決める。Ｙ中を見据え。

「ちょっと、お時間いただいてもよろしいですか？」

「はい？」

「サービス運用の人間に確かく認にん取りますので」

「ああ……ええ、はい」

　一礼して退室する。

　携帯を取り出し階段の踊り場へ、アドレス帳から梢こずえの番号をコールした。三回目の呼び出しで回かい線せんが繫つながる。

『はい、姪めい乃の浜はまの携帯です』

「あ、すみません。桜さくら坂ざかです。今よろしいですか？」

『ええ……何かありましたか？』

　実は、と前置きして説明する。Ｓ観かん光こうの予算状況、レンタルサーバリプレースの件、Ｙ中の提案などを順序だてて話していった。全すべて説明し終えると梢は呻うめいた。

『社内ＤＮＳサーバ……ですか』

「はい、一応初期登とう録ろくやメンテナンスはお客さん側でやるってことで、そのあたりはＯＳ部に問い合わせいかないよう調ちよう整せいできると思います」

『………』

　あからさまに悩ましげな空気。言葉はなくても彼女の煩はん悶もんが伝わってくる。たっぷり十数秒間まを置いて梢は訊たずねた。

『桜坂さんは……どう思われるんですか？』

「状況が状況ですし少しくらいなら融ゆう通ずうを利かせてもいいかなと思っています。もちろんこの件は他のお客さんに言いませんし、あくまでＳ観光だけの特別措置ということで」

『………』

「この条件さえ受ければ取れそうなんですよ」

　だめ押しで告げてみる。梢は大きく息を吸い込んだ後、嘆息した。

『分かりました、桜坂さんがそう仰おつしやるなら』

　納得はしていないだろう。だがあくまで仕事と割り切ってくれたのか応おう諾だくする。

「すみません……この件はちゃんとあとで説明にうかがいますから」

　何度か謝しや罪ざいし通話を打ち切る。商しよう談だんスペースに戻るとＹ中・室むろ見みが同時に振り返ってきた。小さく息を吸い、うなずく。

「大丈夫です。いけました」

「本当ですか！」

　Ｙ中が手を叩たたく。アライグマのような面相をくしゃくしゃにして笑った。

「いやぁよかったよかった。本当にねぇこのサービスは是非とも導どう入にゆうしたかったんですよ。他ほかにはない機き能のう・スペックでしたから。これでなんの憂うれいもなく検討進められます。どうもありがとうございました」

「いえ……」

　微妙な気分のまま会釈する。ちらりと一いち瞥べつすれば室見もまたすっきりしない顔になっていた。

　ＳＲＧ４６商業初受注。しかして早速イレギュラー構成。

（……でも売らないと何も始まらないしな）

　非常措置、あくまで非常措置だ。

　言い訳がましく独りごちているとＹ中が陽気に依頼してきた。

「じゃあ早速見み積つもり作っていただけますか。見み積つもり書しよはＤＮＳサーバとＳＲＧ４６一枚にまとめてもらう感じで。初期は『レンタルサーバ移行費用』とか項目作っていただいて。ええ、とにかく決済早く通したいので、ご協力いただけると」

　畳みかけられるまま受け入れる。横で室むろ見みがくるりとボールペンを回した。
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　二月十一日（木）訪問先、Ｋ製菓。

　──え？　この機き械かいｖ６変換しかできないんですか。競きよう合ごう製品だとロードバランスとかできますよね？　ほらＫＸもＤＩＭももとは負荷分散装置じゃないですか。それと同じことやってほしいんですけど。……え？　ＯＫ？　さすがぁ話が早い。じゃ具体的な要件なんですけど。




　二月十二日（金）訪問先、Ｏ工務店。

　──うーん、月げつ額がく九万八千かぁ、ちょっと割高かなぁ。や、や、値引きはいいですよ。それよりも一つご相そう談だん。こいつ簡かん単たんなＡＣＬとかかけられません？　いや今某社さんのファイアウォールサービス使ってるんですけど大したポリシー変更ないのに割高で。……ええ、ええ、こいつで巻き取ってもらえるとすごく助かるんですが。……いいですか？　助かります、いやぁ申し訳ないですねぇ。




　二月十五日（月）訪問先、Ｄ生命保険。

　──入れてもいいけどさぁ。こいつでＮＴＰサーバ動かしてくれない？　ＤＨＣＰサーバも、あとログ受けサーバになってもらえると。え？　定型サービス？　知らないよそんなこと。要件に合わないなら他ほかをあたるし。……ほい、じゃあＯＫってことで。




　………。




「いいかげんにしてくださぁあああい！」

　切れられた。

　激げきギレされた。

　パーティションの角を梢こずえが鷲わしづかみにしている。癖くせ毛げの髪をいつも以上に乱し、琥こ珀はく色いろの瞳ひとみに涙を浮かべていた。

　一体どうしたのかと訊たずねるまでもない。殴り込みだった。ＯＳ部姪めい乃の浜はま梢こずえ、久方ぶりのＳＥ部来らい襲しゆうだった。

「お、お、落ち着いてください梢さん」

　自席に押し込められたまま制止する。背もたれが机に当たった。これ以上一歩たりとも下がれそうにない。多た分ぶんＩＲＣのログインログで在席に気づかれたのだろう。客先から戻ってＰＣを起動するなり襲しゆう撃げきされた。小動物めいた同僚は両肩を怒らせたまま視し線せんを険しくした。

「これが落ち着いていられますか！」

　Ａ４のプリントを鼻先につきつけられる。指先でつかみとり顔から離はなす。えーと、何々？　ＳＲＧ４６顧こ客きやくリスト……？

「よく見て下さい！　七顧客中六顧客がイレギュラー構成、しかも全すべてバラバラのカスタマイズですよ!?　なんですか社内ＤＮＳって、なんですかロードバランスって。定型サービスをなんだと思ってるんですか桜さくら坂ざかさんは！」

「す、す、すみませ……」

　謝あやまりかけてふっと気づく。

「あ、でも一顧客は標準構成なんですね。よかった、全部イレギュラーだったらどうしようかと思ってました」

「その一顧客は美み倉くら印いん刷さつさんです！　もともとあそこの要件に合わせて作ったサービスだから当然でしょう！」

　墓穴。梢は荒い息を漏らし、瞑めい目もくした。

「私最初に言いましたよね、定型サービスで大事なのはグランドデザイン。どの機き能のうを盛り込みどの機能を捨てていくかの取捨選択だって。ＮＴＰ機能が必ひつ須すなら入れればいい。ロードバランサを兼ねるならそう設計すればいい。最悪なのは泥どろ縄なわ式しきにカスタマイズが増えていくことです。要は事前検討時に顧客ニーズをつかみ切れていなかった、そういうことですよね？　分かります？」

「……はい」

　悄しよう然ぜんとうなずく。柔にゆう和わな彼女には珍しいほどの激烈な剣けん幕まくだった。よほど腹に据えかねていたのだろう。全身から怒気が立ち上って見える。

　無理もない。これだけ各顧客の構成がバラバラではＯＳ部は案件ごとに運用手順を起こさねばならない。だがもらえる費用はＳＲＧ４６準拠。割に合わないこと甚はなはだしかった。

「とにかく、これ以上のイレギュラー構成はＯＳ部として受けかねます！　以降はきちんとサービススペックに合致した案件だけ受注してきてください！」

「い、いや……でもそれだと」

「何か問題でも!?」

　荒ぶる彼女を懸けん命めいになだめていると、不意にものすごい音を立てて扉が開いた。

　廊下への出入り口に小柄なシルエットが現れている。長い髪と茶系のスーツ、左手に提げたブランドもののビジネスバッグ。細身の少女がうつむきがちにたたずんでいた。

「む、室むろ見みさん……」

　またややこしい人が帰ってきた。ただでさえ話がこじれているのだ。今梢こずえと激げき突とつでもされたら収拾がつかなくなる。

　どう状況を誤ご魔ま化かすか、考え込んでいるうちに室見は大おお股またで歩み寄ってきた。緊きん張ちようする梢には目もくれずプリントの束を叩たたきつけてくる。

　……はい？

「……っざけんじゃないわよ」

　軋きしるような声音。

　室見は火を噴ふきそうな視し線せんでこちらを睨にらみつけた。

「なぁにが定型申し込みフォームよ！　ユーザーの誰だれ一人ひとり記入してくれないじゃない！　アドレスからルーティング、障害時連絡先まで全部こっちでヒアリングして埋めてるのよ。手間かかりすぎてやってられないわ！」

「ちょ、ちょっと待ってください」

　瞬まばたきしてプリントを確かく認にん。罫けい線せんで区切られた書類は見間違えようもない、ＳＲＧ４６のサービス申込書だった。本来ならユーザー側で必要項目を書いてもらうことにより、あとは自動で機き器きの出荷準備が整ととのうはずだったが。

　……書かれている内容は全すべて室見の筆跡だった。

（なんで）

　呆ぼう然ぜんとする工こう兵へいに室見は鼻を鳴らした。

「ルーティングとか言われても分からない、アドレスは御おん社しやも承知してるでしょう。今までよろしくやってくれてたのになんでいきなり申込書書けって話になるんですか。ｅｔｃ、ｅｔｃ……。さんざっぱらゴネられて結局ほとんどのユーザー、私が代筆よ」

「………」

「おまけにあんた、サービス販売時のセールストークで『ｖ６関連の質疑応答も対応します！』とか言い切ってたでしょ？　おかげでｖ６のブの字も知らないド素人しろうとから山のように問い合わせが来てるわよ。アドレスの書式が分からない、採番計画を立てられない。ＲＡとＤＨＣＰｖ６の違いは何かとか……本当もう、有ゆう償しようサポートで金取れるくらいの内容が」

「そ、そんな」

「ねぇ桜さくら坂ざか」

　押し殺した口く調ちようで言われた。

「私この調子であと百ユーザー二百ユーザーって面めん倒どう見てくの？　雀すずめの涙みたいな初期費用で？　どういう収支構造なのよこのサービス。私の稼か働どうはコストの計算外ってわけ？」

「け、けしてそんなことは」

「じゃあどうするつもりなのよこの状況！」

　嚙かみつかんばかりの勢いだった。

　たまらず顔を逸そらした瞬しゆん間かん、今度は梢こずえと目が合う。こちらはこちらで室むろ見みとの会話など気にした風もなく表情を険しくしていた。

「どうするんですか？　桜さくら坂ざかさん」

「どうするのよ桜坂」

「ちゃんと」

「きっちり」

　説明して下さい。

　左右から挟み込むように言われる。凄すさまじいプレッシャー、尋常ならざる圧力に息が詰まりそうだった。いかん、どう考えてもこの状況は詰みだ。中途半端な改善策をいくら出したところで今の二人ふたりには通用しまい。火に油を注ぐだけ。

　刹せつ那な、内ない線せんが鳴った。甲かん高だかい電子音が張り詰めた空気を破る。

「あ、すみません！　ちょっと電話出ますので」

　助かった。
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　すがりつくように受話器を取る。上体を捻ひねり「はい、桜さくら坂ざかです！」と答える。

『私だ！　六ろつ本ぽん松まつだ！』

　胴どう間ま声ごえがスピーカーから流れ出してきた。

『今月の売り上げ予測見たぞ。なんだこのていたらくは！　サービス開始からまだ十件も売れていないとか、なんのための新事業だと思ってる！　投資した甲か斐いがまったくないわ。一体どうやって数値目標を達成していくつもりなのか、至急プランを提出したまえ！』







[image: なれる！ＳＥ９ ラクして儲かる？サービス開発]







　がらんどうのフロアに作業員が数名動き回っている。

　天てん井じようの照明は落とされケーブルが無造作に床を這はっていた。ところどころガムテープが貼はられてるのは今後設置する什器の目印か。立架中のラックが二基、ぽつねんと骨組みをさらしていた。

「それはまた……災さい難なんでしたね、桜さくら坂ざかさん」

　上がり眉まゆに三さん白ぱく眼がん、ショートカットの女性が気の毒そうにねぎらってくる。グレイのパンツスーツに褐かつ色しよくがかった瞳ひとみ、さばさばしたボーイッシュな雰囲気。扶ふ桑そう通つう建けんのエンジニア、薬やく院いん加か奈な子こは耳元の髪を後ろに流した。

　彼女は片手にノートＰＣを携たずさえ訪れる作業員に指示出ししていた。ＡＰ取りつけ、ＬＡＮケーブル配はい線せん、次いで情報コンセント設置。てきぱきと迷いなく作業を割り当てていく。

　工こう兵へいはスイッチをマウントしつつ嘆息した。

「本当たまんないですよ。いきなりサービス開発とか言われて、素人しろうとにやれるわけないでしょうに。しかも既存業務を減らしてくれるって話もいつの間にかうやむやになってるし。今日きようの作業だってもともと別の人に引き継ぐ予定だったんですよ？」

　有ゆう楽らく町ちよう、某ぼう監かん査さ法ほう人じんのフロア増ぞう床しよう対応。扶桑通建と組んで配線・マシンルーム構築を行う仕事だ。スルガシステム側作業は既存の構成を流用したルータ・スイッチ構築。簡かん単たんな仕事だし最初は三みつ沢さわさんに対応してもらおうと話していた。だが土ど壇たん場ばで「三沢さん、実はあんまりネットワーク得意じゃないんだよねぇ（藤ふじ崎さき）」と言われ、なし崩し的に担当継続となってしまった。話が違うと愚ぐ痴ちりたくもなる。

「あはは」と薬院は苦笑した。口元を指の節で押えつつ。

「まぁサービス開発と個別ＳＩ同時にやるとか、無む茶ちや苦く茶ちやですよねぇ」

「笑い事じゃないですよ……」

「すみません、うちの会社ではとてもありえない話だったんで」

　ちろりと舌を出される。まぁ普通ありえないだろうな、新人がサービス開発とか。ちなみに自分、プロマネとＣＥ、セールスエンジニア、あと面接官も兼任している。どんだけマルチタレントだよ。芸能界なら劇げき団だんひとり並だ。
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「で、桜坂さんはどうされるつもりなんです？　また何か起死回生の奇策を準備してたりとか？」

「ないですよ……奇策なんて。てか今回は室むろ見みさんや運用のメンバにも激げきギレされてますし、社内でも完全孤立状態です」

「あらら」

「室見さんなんてひどいですよ。僕と机の間隔、地味に五センチ広げてきましたから。あとラボルームのテーブルに液晶モニタ置いて視線合わさないようにされたり」

「……意外と大人おとなげないですね」

「大人おとなげないですよあの人、知らなかったんですか？」

　結構付き合いあるだろうに、何を今更。

　やはりあれか、エンジニアとして尊敬するあまりネガな部分は見えなくなっているのか。だとすればちょっと目を開かせてあげねばなるまい。末永い健全な付き合いのためにも。けして室むろ見みさんに仕返ししてやりたい、とかじゃないですよ？

「丁ちよう度どいい機き会かいです薬やく院いんさん。室見さんが仕事以外でどれだけダメ人間か懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明してさしあげますよ」

「え!?　室見さんのプライベートですか!?」

　……ものすごい食いつき方された。大丈夫かなぁこの人も。折せつ角かく数少ない真ま人にん間げんだと思ってたのに。

「い、い、いくら払えばいいですか。十万までなら即金で出せますけど。それ以上なら銀行に行って」

「お、落ち着いて下さい。ただの雑ざつ談だんの延長ですよ。お金とか取りませんから、財布しまってください」

　必死で制止し距きよ離りを取らせる。てか扶ふ桑そうの作業員さん、すごい睨にらみ方かたしてるんだけど。別に疚やましいこととかしてませんって。……ちょっと髪の毛とか触れあっちゃっただけで。咳せき払ばらいを一回、視し線せんを宙に巡らせる。

「そうですねぇ、まずあの人、食事とか就寝のタイミング無む茶ちや苦く茶ちやですよ。一日に四食五食とる時があるかと思えば全然食べない日もあったりして。睡眠も土日は夕方近くまで寝てたり逆に一時間半しか寝ない時もあったりで。いつか身体からだ壊こわしますね、絶対」

「ワイルド──」

　妙な感想が聞こえたように思うがスルーする。

「着道楽な割に洗せん濯たくの仕方も出で鱈たら目めで、色移りとか手洗い表示とか全然気にしないんですよ。ネットも使わないからブラウスとかストッキングとか絡まりまくりで、あとでカモメさんが……ああうちのアシスタントさんなんですけど、丁てい寧ねいにアイロンかけてるんです。一人ひとり暮ぐらしできてるとはとても言えませんよね、これじゃ」

「アイロンかけたい……」

「もしもし？　なんか会話成立してない感がすごいですけど続けますよ。じゃあこれはどうですか。ダメ人間の象徴、公共料金の払い忘れ。まさかのガス・水道・電気全部止め！」

「立て替えます！」

　甘やかしすぎだー！

　だめだぁこの人！　絶対ヒモ男に引っかかって破滅していくタイプだ。危険危険！

「薬やく院いんさん……彼氏います？」

「いえ？　いませんけど」

「付き合う時はまず僕に相そう談だんしてくださいね。ちょっと面談しますんで」

「……はぁ」

　不ふ思し議ぎそうに首を捻ひねり薬院は真顔になった。

「というか桜さくら坂ざかさん、えらく室むろ見みさんの私生活詳しいですね。まさかとは思いますけどお二人ふたり……そういう関係とか？」

「え？　僕と室見さんが？　まさか！」

　アメリカ人張りのオーバーアクションで否定する。

「あんな凶きよう暴ぼう上司と付き合ってたら命がいくつあっても足りませんよ。ただでさえ仕事中痛めつけられているのに、この上オフの日も一いつ緒しよとかとても生き残れません。室見さんのプライベートは……あれですよ。さっきお話ししたアシスタントの女性に色々聞いてる感じです」

　薬院は「ふぅん」と疑わしげにつぶやいた。瞳ひとみに探るような色がある。いかん、どうも話題のチョイスを誤ったらしい。

「ま、まぁ室見さんの話はこんな感じです。で話題を戻しますけどサービス開発の件、何か薬院さんいいアイディアありません？」

「私……ですか？」

　両の目をぱちくりとされる。唐突な振りに、だが彼女は考え込んだ。

「ううん、要は何かにつけ手間が掛かりすぎってことですよね。本来なら申込フォームで手軽に受注・導どう入にゆうできるはずなのに都度調ちよう整せいが必要になっている」

「まさに」

　大きくうなずく。薬やく院いんは眉み間けんの皺しわを深くした。

「ユーザーの知識リテラシーが高ければいいんでしょうけどね、内部ＤＮＳとかＮＴＰとか自分で立ててしまってｖ６変換部分だけ買ってくるみたいな。申し込みフォームも人に頼むの面めん倒どうだし自分で書いてしまえとかなれば」

「そんな神様みたいなユーザーいないですよ……」

「まったくゼロってわけじゃないでしょう？　たとえばの話、もし私がＳＲＧ４６を買うなら申し込みフォームの書き方進んで覚えると思うんですよ。一回やり方理解しておけば他システムへの導入にも対応しやすいですし、細かい融ゆう通ずうもきかせられそうじゃないですか」

「そりゃ薬院さんならできるでしょうけど」

　プロですやん、あなた。

　むしろｖ６変換サービスとか売り歩く側でしょう？　利用者と同じ目め線せんで語られても困る。まぁ仮に、仮定の話で、彼女と同じ能力のユーザーがいたとしてだ。どうやって見つけ出す？　ただでさえ問い合わせの少ない状況下、足切り条件を増やせば見込み客が全滅しかねない。

　そう懸け念ねんを告げると薬院は腕組みした。

「情報取りの競きよう合ごう他社ばかり残っても困りますしねぇ」

「そうなんですよ」

　確たしかに同業者なら知ち識しきは十分、足りない要素は内製し少々の説明不足も察してもらえる。エスカレーションミスも少ないだろうから運用や保守の手間も随分と減るはず。だが惜しいかな、彼らは売り手ベンダー、買い手エンドユーザではない。

　悩んだ末つぶやく。

「ベンダーが自社でスルガうちのサービス使ってくれればいいんですけど」

「ＩＴ業界限定サービスですか？　うーん、市場が段違いに小さくなっちゃいますね。客単価上げまくらないと商売にならないかも」

「今より値上げしたら絶対売れませんよ……」

　薬院は天てん井じようを仰いだ。

「ベンダーの知識とエンドユーザの市場規模、両方のいいところをうまく組み合わせられればベストなんでしょうが──」

「合体ですか」

「エンド……オブ・ベンダー」

「それベンダー、終わっちゃってるじゃないですか」

　軽くつっこんでから嘆息する。まぁ結けつ論ろんとしては薬院の言う通り、ユーザーに現行の市場規模とベンダー並のリテラシーを持ってもらう他ほかない。問題はそんな都合のよいコラボレーションなどありえないということで。

　………。

　ん。

　不意に脳裏を過よぎるものがあった。

　いや、いや待てよ。

　コラボレーション……そう合体じゃなくて共同作業コラボレーシヨン。

　今までも何度かあった。一つの要素で全すべてを解決できない場合、複数組み合わせてみる。何も一社でベンダーとエンドユーザの機き能のうを全部満たしてもらう必要はない。お互いのよい部分を持ち寄ってもらえれば。

『──できるだけコストをかけず売り上げを最大化する。儲もうかる仕組みを工夫する、それがマーケティング。使うのは身体からだじゃない、頭ここ』

　カモメの言葉が蘇よみがえってきた。

『要はあれね。「楽して儲けろ」』

　……なるほど、なるほどね。確たしかにものは考えようだ。少し視点を変えるだけで安易に突破口が見えてくる。ピンチがチャンスに思えてくる。

　知らないうちににやけていたのだろう。薬やく院いんが不ふ思し議ぎそうに覗のぞき込んでくる。

「桜さくら坂ざかさん？」

「……薬院さん、少し相そう談だんよろしいですか？」

「はい？」

「ちょっと儲け話があるんですが」

　薬院はきょとんとした様よう子すで両目をしばたたいた。




　　　　[image: 区切り文字]




　一週間後、二月二十二日月げつ曜よう日び。

　秋あき葉は原ばらＵＤＸ、六階会かい議ぎ室しつは数十名のビジネスマンで満たされていた。

　演台に立つのは我らが女子中学生、室むろ見み立りつ華かだ。発表会めいたスーツに身を包み熱ねつっぽい口く調ちようでサービス説明している。内容がやや……いやひどく技術寄りなのはまぁ予想通りか。だが今日きようの客層ではこれがベストマッチだ。会場を埋め尽くす来場客はことごとくＩＴベンダーの社員だった。

　レギオネット・インヘリタンス・ラムダコム・エクセルエレクトロニクス、それに薬院紹介の扶ふ桑そう通つう建けんエンジニア。

「考えましたね桜坂さん、エンドユーザへの販売にベンダーをかますなんて」

　傍かたわらの梢こずえが囁ささやいてくる。工こう兵へいは入り口ドアの脇わきに立ったまま「ええ」とうなずいた。会場に視し線せんを据え、続ける。

「……最終的な利用者はどうあれ、やりとりする相手がベンダーなら技術的な申し込み書も問題なく書いてもらえます。足りない機き能のうがあれば内製してもらえますし、そもそもスペック外の引き合いは事前にフィルタしてもらえる。僕らは安心してｖ６変換という本来のサービス仕様に注ちゆう力りよくできるわけです」

「しかもベンダーの持つお客さんをそのままうちの利用者に持ってこられる？」

「はい」

　各社の既存ユーザ、もしくは今後の見込み客、その全すべてがＳＲＧ４６の市場となりうる。販促・営業ともにベンダーのリソースを利用。スルガシステムはただ申し込みを待っていればいい。まったくもって美お味いしい仕組みだった。

　もちろんベンダー、エンドユーザともにメリットはある。

　まずベンダー向けにはＳＲＧ４６を若干安価に提供する。利益率を調ちよう整せいしクライアントより安値で仕入れられる仕組みだ。また標準の運用サポートに加えて販社用のプレミアムサポートも付加している。ＯＳ部の手間は増えるがそもそもベンダーの絶対数が少ないため大した負荷にならないと判断された。何より彼らはｖ６変換という現在市場に存在しないサービスを自社の売り物に加えられるのだ。初期開発の投資リスクと運用をスルガシステムに丸投げできると考えれば、悪い話ではないはずだった。

　次いでエンドユーザ。一番のポイントは既に付き合いのある業者からＳＲＧ４６を買えることだろう。ヒアリング対応や他システムとの統合インテグレーシヨンなどややこしい部分を馴な染じみのエンジニアに丸投げできる。費用感も他案件との兼ね合いを見ながらよろしく調整してもらえるはずだ。スルガシステムなどという得え体たいの知れない中小ＳＩｅｒを取引先に加えるよりは、遥はるかにハードルが低いはずだった。

　まさに三方三得、ウィンウィンの関係。工こう兵へいは梢こずえに肩をすぼめてみせた。

「まぁ実のところ大して独創的なアイディアでもないんですけどね。要はあれですよ、代理店制度」

「代理店制……」

「携帯電話のショップ、新聞の販売店、あれってドコモだ読よみ売うりだって名乗ってますけど実態は全然別会社じゃないですか。販売・接客機能を切きり離はなして本体は中核業務に専念する。取材・紙面作り・携帯インフラ運用……うちの会社ならＳＲＧ４６の開発・運用ってところですか」

　薬やく院いんと話して以来ずっと調しらべてきた内容だ。淀よどみなく説明が出てくる。

「色々資料を漁あさってみたんですが、ジュニパーやシスコも代理店制度を取っているんですね。ユーザー企業への直販はせず必ずパートナーベンダーをかます。理由は──」

「本業への集中のためですか」

　回答を先取りされる。工兵は「ですです」とうなずいてみせた。

「開発・製造・営業・保守・在庫管理、全部一社でやろうとすれば際限なく組そ織しきが大きくなっていきますから。余分な部署を山ほど抱えてどんどん動きが鈍どん重じゆうになっていく。であればいっそフロントの顧こ客きやく対応は切り捨てバックエンドのみを充実させる。商品力を強化していく。逆に言うと、それなら僕らみたいな中小企業でも生き残れるだろう……って」

　まぁ全部本やウェブサイトの受け売りなんですけどね。

　気恥ずかしげに白状するも梢こずえは目を輝かがやかせた。

「すごい、すごいですよ桜さくら坂ざかさん。私達が手をこまねいている間にそんなことまで調べてたなんて。本当、最初ベンダー向け説明会をするって言われた時は何事かと思いましたけど」

「すみません……説明不足で」

　一週間前、薬やく院いんとの作業から帰るなり梢と室むろ見みを呼び集めた。馴な染じみのベンダー担当者を紹介してもらい案内状送付、スピード最さい優ゆう先せんで会場をおさえた。事情の説明が後回しになったのは否いなめない。梢達にとってみれば寝耳に水だっただろう。

　だが梢は首を振った。

「いえ……私の方こそ桜坂さんに謝あやまらないといけません。私と室見さん、桜坂さんの三人で始めたサービスなのに文句ばかり言ってしまって、……なんというか不満があるならこちらから代案を出せって感じですよね。同じ開発チームなんですから」

「そんな」

「いえ本当に。多た分ぶん室見さんもですけど、どこか私達当事者意い識しきが欠けてたんですよ。だから桜坂さんの案を他ひ人と事ごとみたいに批判・非ひ難なんできたんです。今更ですみませんけどきちんと謝しや罪ざいさせてください。申し訳ありませんでした」

「梢さん……」

「仲直り……してもらえます？」

　不安そうに見上げられる。潤うるんだ瞳ひとみに心しん臓ぞうがどくりと高鳴った。

「な、仲直りも何も僕ら別に喧けん嘩かしてないですよ。あくまで仕事上の行き違いがあっただけで」

「でも……避けられてる気がしました」

　う。

　それは事実かもしれない。解決策が形になるまではどこか室見や梢との接触を控えていた。先日の社内詰きつ問もん会かい、女性陣二人ふたりの追い込みがトラウマになっていたせいだが。

「べ、別に避けてないですよ。嫌いやだなぁ、僕が梢さんと距きよ離りを置くわけないでしょう？」

「でも先週火か曜よう日びを境に平均会話時間が十四分と二十秒減ってましたよ？」

「数えてたのかよ！」

　思わず大声を上げそうになる。口を押えて会場確かく認にん、……大丈夫、気づかれていない。眉まゆ根ねを寄せ梢を見据えた。

　まったくもう、最近ボケがところかまわずになってませんか？　このところ反射的にノリツッコミが出ちゃうんですから、勘弁してください。そう非難がましく告げようとした時だった。

　………？

　梢こずえが真顔になっていた。双そう眸ぼうをすぼめ演台を見ている。先程までの弱々しげな雰囲気がすっかり消きえ失うせていた。

「桜さくら坂ざかさん」

　固い声が漏れる。

「室むろ見みさんを止めた方がいいかもしれません」

「はい？」

　不可解なアドバイスに眉をひそめる。視し線せんを向けると丁ちよう度ど室見が質疑応答に入っていた。ＳＲＧ４６の仕様について来場者からの問い合わせを受けつけている。質問者は巻き毛の長身な男性だった。彫りの深い顔立ちがなんとなく松まつ田だ優ゆう作さくっぽい。

　質問内容が専門的だったためか、室見は嬉き々きとした様よう子すで回答していた。テクニカルタームをバリバリに多用し身振り手振りを交えて熱ねつ弁べんしている。

　ＮＡＴ─ＰＴとの違いがー、とか、ＣＧＮがー、とか言う度たびに会場が沸いている。室見の外見と話題のギャップが受けているのだろう。特に問題ありそうな雰囲気には見えない……が？

「ええっ……と」

　まごまごしているうちに室見の回答は終わってしまった。松田優作氏が満足そうに会釈し筆記具を置く。ちらりと見えたメモにはびっしり文字が書き込まれていた。うわぁ随分熱ねつ心しんに聞いてくれてるんだなぁ。

　ありがたい話だと思うも梢は固い表情のままだった。

「他ほかに質問のある方ー」

　室見の声が元気よく場内に響ひびき渡った。




『桜坂さん、大変です！』

　薬やく院いんから電話があったのは翌々日、二月二十四日水すい曜よう日びのことだった。

　午前九時半、まだ出社したてでコート・マフラーの片づけも終わってない頃ころだ。片手で手袋を外しつつ瞬まばたきする。

「どうしました、こんな時間に。例の監かん査さ法ほう人じんさんで何かトラブルでもありましたか？」

　肩と頰ほおで携帯を挟み直す。無理な姿勢のためスピーカーがうまく耳に当たらない。薬院の声がやや遠いところから響いてきていた。それでもひどく焦っているのは分かる。

『監査法人さんの件じゃありません。例の……ｖ６変換サービスの話です』

「ＳＲＧ４６ですか？」

　説明会から二日、さすがにまだ引き合いは多くない。まぁアンケートの結果は良好だったし見通しは明るそうと勝手に思っていたのだが。

『桜さくら坂ざかさん、今ネット見れますか』

「ええ……確かく認にんできますけど」

『リンク送りますのでアクセスしてください、詳細はそれからお話しします』

　はい、と返事する間もなくＰＣにメールが着信する。メーラーを最大化し受信メッセージ一いち覧らんをスクロールする。

　新着メール……『お電話の件』、これか。

　本文は本当にＵＲＬ一行のみだった。とりあえずクリック、ブラウザがアクティブになり画面の読み込みが始まる。青と白を基き調ちようにしたホームページ、ＰＣと地ち球きゆうの画像がセンスよく組み合わされ、その前面にタイトルが──

「な、な、なんだこれ!?」

　目を疑った。

　ガンメタルの１ｕサーバに『本ほん邦ぽう初、完全マネージドｖ４ｖ６トランスレータサービス！』の記述が重ねられている。説明書きは『ＤＮＳ６４／４６・ＮＡＴ６４／４６を独自拡張』『トラフィックモニタモードの導どう入にゆうで手軽に既存環かん境きようをｖ６化』など既視感のあるものばかりだ。ご丁てい寧ねいにもＧＵＩによる変換候補選択画面まで掲示されていた。

　呆あつ気けにとられていると耳元で『見ましたか？』という声が響いてきた。

「はい……」

　ごくりと唾つばを飲む。のどがからからに渇いていた。あまりの衝しよう撃げきに言葉がうまく紡つむげない。

「な、なんですかこれ、スペックも売り文句も僕らのサービスと同じで、スクリーンショットまで」

『ええ、私もびっくりして……実はそれうちの営業部に売り込まれてきてたんです』

「扶ふ桑そうの……営業部に？」

　どういうことだ。というかいつ？

『昨日きのうの午後ですね。うちの営業マン……ええと御おん社しやの説明会に参加した人間です。彼がＳＲＧ４６の資料を展開しようとしたら上じよう長ちようにそのウェブサイトを見せられたって』

「見せられた……」

『付き合いのあるベンダーから紹介されたそうです。新サービスを始めたから是非御社でも検討してほしいって。……多た分ぶんそちらでも確かく認にんできると思いますけどリブラスペースという会社です』

　リブラ……スペース？

　なんだろう聞き覚えがある。サービス紹介ページから会社概要に移動。創業は１９７５年、本社青あお山やま、事業領域はＥＣ・モバイル・ＩＴソリューション・クラウド……って無む茶ちや苦く茶ちや雑多だな。それっぽい単語を手当たり次第に盛り込んだ感じ。はて？　どこかで接触あったっけ。案件で付き合った記き憶おくはないけれど。

　一いつ旦たん思考を打ち切り会話に戻る。

「で、どうしてこの会社がうちの……ＳＲＧ４６にそっくりなサービスを作ってるんでしょう？」

　肝かん心じん要かなめの質問。だが薬やく院いんは無念そうに『分かりません』と答えた。

『タイミングも妙ですし……何か裏があるとは思うんですけど。ただ背景はどうあれ純粋に同スペックのサービスとして見た場合、うちの社内はリブラスペースを取ろうとしています。御社のＳＲＧ４６ではなく』

　………!?

「な、なんでですか」

『単純な話です。安いんですよリブラスペースの方が。一割、いえ二割くらい』

「安い……」

　カチリとクリック音が響ひびいた。

『サービス紹介サイトの料金欄らんを見てください。１０Ｍ、１００Ｍ、それぞれのプランで量ったように料金が１０〜２０％減げん額がくされています。どう考えても御おん社しやのＳＲＧ４６潰つぶしですよ。だから心配になって』

　電話をかけてくれたということか。

　迅じん速そくな対応に礼を言うべきなのだろう。だがショックのあまり頭がついてこない。呆ほうけているうちに薬院が『あ』と声を上げた。

『すみません桜さくら坂ざかさん、課か長ちように呼ばれてるので一いつ旦たん切ります。何かあればまた連絡しますので……ごめんなさい』

「あ、いえ、こちらこそわざわざ申し訳ないです。情報ありがとうございました」

　一礼して電話を切る。脱力した瞬しゆん間かん青と白のホームページが視界に入ってきた。リブラスペース、ＳＲＧ４６類似サービスの提供会社。

　一体どういうことだ……。

　思考がまとまらない。偶然の一致？　産業スパイ？　いや、むしろ逆に福ふく大だいがリブラのスペックをパクっていたとか？

　どれも考えづらい、とはいえ確かく実じつに否定できる材料もなかった。ノートＰＣを取り上げ廊下に、とりあえず福大に話を訊きこうと飛び出した時だった。

「きゃっ！」

　正面から来た人物とぶつかる。相手はわずかによろけてクリアファイルを落とした。

「す、すいません！」

「あ、いいです。拾いますから」

　ジャンパースカート姿の女性がしゃがみ込む。眼がん下かでミディアムボブの髪が揺れた。ぴんぴんと跳ねた特徴的な寝ね癖ぐせ頭あたま、梢こずえだった。

「どうしたんですか桜さくら坂ざかさん、そんな大慌てで」

　訝いぶかしげに見上げられる。琥こ珀はく色いろの瞳ひとみに怪け訝げんそうな光があった。

「ごめんなさい、ちょっと福ふく大だいさんのところに行こうと思ってて」

「ＳＤ部に？」

「ええ、ＳＲＧ４６のことで訊きたいことが……ってそうだ梢こずえさん！　大変なんですよ！」

　ふと我に返り叫ぶ。ノートＰＣを開きリブラスペースのホームページを見せた。

「さっき薬やく院いんさん……扶ふ桑そう通つう建けんのエンジニアさんから連絡があったんですよ。この会社がＳＲＧ４６にそっくりなサービスを売り込んでいるって。画面イメージはほとんどまんまで仕組みや動作とかも。おまけに価格まで安いとか言われて」

「見せてください」

　梢は液晶をつかむようにしてノートＰＣを引き寄せた。眉まゆ根ねを寄せ覗のぞき込んだ後、嘆息する。

「やっぱり」

「ね、何がなんだか分からないでしょう？　僕もう混乱しちゃって……て」

　やっぱり？

　意外な言葉に瞬まばたきする。梢は苦い表情でたたずんでいたが、しばらくして頭を下げた。

「ごめんなさい、なんとなくこうなりそうな気はしてたんです……ただ確信が持てなくて。すみません私の責任です。あの時室むろ見みさんをきちんと止めていれば」

　あからさまに意気消沈した様よう子す。慌てて顔を上げさせる。

「え、え？　あのどういうことですか、話が見えないんですけど」

「セミナー会場で質問していた男の人、覚えてません？　パーマっぽい巻き毛で背の高い人」

「パーマ……ああ松まつ田だ優ゆう作さく氏」

「松田？」

　誰だれですか？　とばかりに首を傾かしげられる。慌てて「いえ、なんでもないです」と手を振り続きを促した。

「その巻き毛の男性、彼がリブラスペースの社員です。昔別件で会ったことがありますが……確たしか新規事業開拓部のメンバーだったと思います」

「え」

　説明会参加者？　正規の手順を踏んで申し込んできた？

　……言われてみれば来場者リストにリブラスペースの名があったように思う。そうか、だから聞き覚えがあったのか。

「ちょ、ちょっと待ってくださいよ。リブラスペースの社員が僕らのサービスを調しらべにきて翌日に類似サービスを出すって、これ」

「ええ、パクったんでしょうね」

　こともなげに言われた。絶句するこちらの前で梢は顎あごを揉もんだ。

「リブラスペース、独立系大手のシステムインテグレータです。今でこそクラウドだＥＣだと手広くやっていますが実態は完全な人材派は遣けん会社。社員数も一万を超えていますがうち八割が客先常じよう駐ちゆうのはずです」

「派遣……会社」

「人売り企業ですね。こういう単語はあまり使いたくないですが……まぁブラック会社です。何かの調ちよう査さで離り職しよく率りつ業界ナンバー１とか出てましたよ」

「………」

　恐ろしいランキングもあったものだ。まさかその調査結果、うちの会社も載ってないだろうな。内心の怯おびえを押し殺しつつ訊ねる。

「で……その人売りブラック企業が僕らのサービスをパクリに来たっていうんですか」

「はい」

「なんでまた」

　梢こずえは肩をすくめた。

「単純な話……人売り以外の商材が欲しいんだと思います。桜さくら坂ざかさんもご存じの通り人材派遣ってトラブルの温おん床しようですから。契約打ち切りや自主退たい職しよくも頻ひん繁ぱんですし、今のビジネスモデルを続けても売り上げを伸ばせないと思ってるんでしょう。だからＥＣやクラウドなど売れそうなキーワードに食いつく。体てい裁さいだけ整ととのえて即席のサービスラインナップを作ってみる。ただもともと内製の開発力があるわけじゃないから」

「他社のサービスを丸パクリするってことですか？」

　呆あきれた。

　とんだ泥どろ棒ぼう会がい社しやもあったものである。

　だからあれほど熱ねつ心しんに質問していたのか松まつ田だ優ゆう作さく氏。ＳＲＧ４６の仕組み・動作・費用感を聞き込んで、自社の開発部隊に渡して。

　梢はもう一度こうべを垂れた。

「どこかで見た顔だとは思ったんです。悪い噂うわさも聞いてましたから、すぐ室むろ見みさんの話をストップしてもらえばよかったんですけど」

「いえ……僕の方こそすみません。梢さんが警けい告こくしてくれたのにぼやぼやしてて。こんなことになった責任の半分は僕にもあります」

「………」

　二人ふたりしてしばらく落ち込む。工こう兵へいは唇を嚙かみつぶやいた。

「でもサービスってわずか一日で作れるものなんですね。いくら詳細な動作や仕様が分かってると言っても。あの福ふく大だいさんだって一週間近くかかったのに」

　よほど突貫作業で準備したのか、人手を大量につぎ込んで。そこだけは素直に認められると思ったのだが。

「できてないと思いますよ」

　梢こずえは疲れた様よう子すで言った。

「へ？」

「桜さくら坂ざかさんはまともな会社の思考を持ちすぎです。あの手の企業はパンフレットのみで肝心の売り物ができてないとか日常茶飯事ですよ。今回も適当な画面イメージ作ってそれっぽく見せてるだけじゃないですか？　この操そう作さＷｅｂ、賭かけてもいいですけどボタン押せませんよ」

「な、なんという……」

　ひどすぎる。悪お寒かんがしてきた。

「それ受注しちゃったらどうするんですか？　開発間に合わないでしょうに」

「操作Ｗｅｂをメールの申しん請せいフォームに変えて裏でエンジニアが対応する。客から見ればプログラムが動いてても人間が動いていても自動には違いないでしょう。自分が手を動かさないという意味で」

「………」

　だめだ、目め眩まいがする。あまりにも常じよう識しきの埒らち外がいすぎた。まさかこの自分が「まともな会社の思考を持ちすぎ」と言われるとは。世界は広い。

「どうしたらいいでしょう」

　経けい緯いが分かったところで打開策を打てなければ意味がない。切実な訴えに、だが梢は視し線せんを落とした。

「特許とか取っていれば差し止めもできそうですけど……難むずかしいですね。使っている技術は一般的なものばかりですし、さしあたり価格を合わせるくらいしか」

「でもそれで更に先方が値下げしてきたら泥沼ですよ？」

「ううん」

　悩ましげに唸うなられる。さしもの梢もすぐには妙案が出ないらしい。気詰まりな沈ちん黙もくが廊下を満たした。

「とりあえず……セミナー参加者にフォローのメールを入れてみましょうか？」

　苦し紛れの応急策。梢はこくりとうなずいた。

「そうですね、同業者ならリブラスペースの評判も知ってるでしょうし……価格だけで全社が全社あっちに流れることもない……はずです」

「……はず」

「多た分ぶん」

　早速弱気になってるんですが。

　何かよい考えが出たら持ち寄ろうと約束して別れた。打ちひしがれた思いで自席に戻る。メールチェック、代理店申し込みは……ゼロ。問い合わせや資料請せい求きゆうの連絡も来ていなかった。代わりに届いていたのは広告代理店からの納品・検収書、総そう額がく三十万。内容に問題なければ捺なつ印いんし送り返してくれという内容だった。

　……なんでだよ。

　立ちくらみにも似た感覚に襲おそわれる。

　全身の毛穴という毛穴から気力が抜け落ちていく思いだった。張り詰めた神経が急速に弛し緩かんしていく感じ。

　さすがにくじけそうだった。何か手を打つ度たび次の障害が出てくる、問題が生じる。あちらを立てればこちらが立たず。こちらを立てればあちらが破は綻たん。必死の思いで逆転策を考えると速攻敵方に模も倣ほうされたりする。一体どうしたらいいのか、正直途方に暮れる思いだった。

　考えてみれば普ふ段だんの仕事は一度受注するとあとは客さえ見ていればよくなる。契約が二社の関係を保証し競きよう合ごうの影かげに怯おびえる必要はない。少なくとも次のリプレース──引き合いが発生するまでは。

　だがこのサービス開発というやつはどうだ。少しでも気を抜けば即ライバルに追い抜かれる。市場から忘れ去られそうになる。値下げ・設備更新・追加開発・広告費増加、儲もうかるかどうかも分からない事業に延々と際限なく投資し続けねばならない。まさしくチキンゲーム、ベット上限のないポーカーみたいなものだった。

　手じまい──という単語が浮かんだ。

　傷口が広がりすぎないうちに事業から撤てつ退たいする。既存ユーザーを個別案件に巻き取り直す。今ならまだ大したダメージもない。社長に頭を下げ「市場動向を見誤りました」と謝あやまりさえすれば。

　……いや。

　市場動向の見誤り？　今の自分達にＳＲＧ４６以外どんなサービスが作れるというのか。かつて室むろ見みが言っていた通り、今更メールやＷＥＢのサービスを提供したところでユーザーは見向きもしまい。なるたけ少ない投資で独自性を発揮できるのは今のところｖ６変換以外に考えられなかった。つまりここでＳＲＧ４６を捨てるということは、とりもなおさずスルガシステムがレディメイドのサービス開発から撤てつ退たいするということだ。

　いいのか、それで。

　一いつ瞬しゆん「知ったことじゃない」という感想が脳裏を過よぎる。ビジネスモデルの転換などまさに経営層の課か題だいだ。自分ごとき一社員の考える話じゃない。状況を社長に報告しあとはお任せしますと言い切る、サービス責任者の地位をかなぐりすてる。もともと成り行きで押しつけられたポジションだ。赤字を垂れ流してまで継続する理由はないはずだった。

　諦あきらめる……。

　魅み惑わく的てきな誘いは、だがどういうわけか心を動かさなかった。

　胸の奥に強烈な反発心がある。……ふざけるな、こんなところで投げ出せるか。ＳＲＧ４６は僕の作ったサービスだぞ。得え体たいのしれない人売り会社にスペックを盗まれてむざむざ引き下がれるか。せめて一矢報いないと次の仕事にも取りかかれない。

　苦笑したくなった。

　なんとも難なん儀ぎな性格だ。折せつ角かく撤退の材料があるのに、なぜまた好んで火の粉を浴び続けるのか。おまえは馬ば鹿かなのか？　頭が悪いのか？　桜さくら坂ざか工こう兵へい。

　……うん、まぁ多た分ぶん馬鹿なのだろう。だが鼻はな面づらを殴られへらへらしているのが利口者ならそんな評価基準はこっちから願ねがい下げだった。馬鹿で結構。勝ち目があろうとなかろうと最後の最後まで殴り合ってやる。

（……じゃあ、どうする）

　表向き同一スペック、低価格の競きよう合ごうを突き放す手段。少々の模も倣ほうでは追随できない差別化ポイントの形成。

　しばらく考えた末受話器を取る。内ない線せんで６０８２と入力、ほどなくして相手が出た。

『私だ』

「お疲れ様です社長、桜坂です」

『ん？　どうした』

「例のサービス開発の件で少しご相そう談だんがあるんですが、今うかがってもよろしいでしょうか」

『……少し待て』

　何かを確かく認にんするような間。

『十時半に外出予定だから、それまでならかまわん。待っとればいいのか』

「はい、至急うかがいます」

　時刻を確認、今は……十時二十分か。あと十分もない。急いで筆記具とノートＰＣを持ち立ち上がる。

「なんか今日きようは慌ただしいねー、工兵君」

　カモメが肩越しに振り返ってくる。「すみません」と頭を下げた。

「ちょっとまたやる気スイッチ入っちゃって。しばらく騒そう々ぞうしいかもしれませんけど、あらかじめ謝あやまっておきます」

「あはは」

　カモメは愉快そうに笑った。富ふ士じ額びたいに手を当て敬礼。

「がんばれ、男の子」
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　はいと返事して踵きびすを返す。ＳＥ部の扉を抜け社長室に向かいかけた時だった。

「……む、室むろ見みさん？」

　廊下の壁かべに小柄な少女がもたれかかっていた。細い腕を組みぎゅっと表情を引きしめている。わざとらしく視し線せんを逸そらしているのが不自然極まりない。彼女は何度か身じろぎした後「はっ」とこちらを見た。

「き、奇遇ね！　こんなところで会うなんて」

「………」

　社内で奇遇も何もないだろう。

　どう見ても自分を待ち構えていた様よう子すだった。鳶とび色いろの瞳ひとみが落ち着きなく揺れている。瑞みず々みずしい唇が開いては閉じ、閉じては開きした。ややあって「あ、あのね」と意を決したように告げてくる。

「さっき寝ね癖ぐせ頭あたまから聞いたんだけど、説明会で私が色々喋しやべっちゃったせいで、その──」

「………」

「あ、あ、誤解しないでほしいんだけどね。お客さんの質問に答えること自体は悪いことじゃないと思うのよ？　ちゃんと技術的な裏づけがあるって伝えるのもエンジニアの役目だし。仕組みを詳しく説明した方が納得感も出ると思うから。ただ調ちよう子しにのって喋りすぎ？　言わなくていいことまで言っちゃった感じ？　だから、えっと」

　イライライラ。

「つまり私としても非を認めるのはやぶさかでないというか、遺い憾かんの意を表明したいというか……あの、その……だからね、要は私、あんたにごめ」

「ああああもう！　まどろっこしい！」

「え？」

「時間がないんですよ！　社長、あと十分で出ちゃうんですから！　てか丁ちよう度どいいんで室むろ見みさんもついてきてください。同じサービス開発チームのメンバーなんですし」

「え、ええええ？」

　どうせ直じか談だん判ぱんするなら関係者を揃そろえたほうがいいだろう。梢こずえと福ふく大だいは……呼んでいる時間もない。とりあえず室むろ見みがいるだけで大分違うはずだ。

「ちょ、ちょっと、なんの話よ!?　なんで社長!?」

　腕を引かれながら室見が叫ぶ。工こう兵へいは走りながら叫び返した。

「社長の人脈を使います。リブラスペースのコピー商品を潰つぶすために」

「人脈？　潰す？」

　どういうことよとばかりに瞬まばたきされる。だが細かく説明している余裕はない。とにかく社長をつかまえて詳細はそれからだ。

　廊下をいつもと逆方向に進み突き当たりにたどりつく。ぴたりと閉ざされた扉のプレートは……社長室。

「失礼します」

　軽くノックしてドアを開ける。途と端たん鋭するどい日の光が目を射貫いた。

　十畳ほどの横長な部へ屋やだった。マホガニー調ちようのデスクが窓の前にでんと鎮ちん座ざしている。壁かべ際ぎわには本棚、手前にガラスの商しよう談だん机づくえ、観かん葉よう植物。クロスが木目柄のせいだろう、他ほかのオフィスとは明らかに雰囲気が違って見える。

　逆光の中、ずんぐりとしたシルエットが振り返った。

「おう、来たな」

　扁へん平ぺいな鼻、濃こい口ひげ、分厚い唇、そして産うぶ毛げの一本も見当たらないスキンヘッド。スルガシステム代表取とり締しまり役やく社長、六ろつ本ぽん松まつ建たけ造ぞうだった。

　六本松はカップのコーヒーをゆっくりとすすった。

「で、用件はなんだ。時間がないから手短にな」

「はい」

　戸惑う室見をおいて一歩踏み出す。背筋を伸ばし簡かん潔けつに告げた。

「社長が持つ一番重要クリテイカルなユーザーを紹介してください」

　!?

　室見が「はぁ!?」というように口をあける。六本松も虚を突かれた様よう子すで瞬きした。

「一番クリティカルなユーザー……だと？」

「そうです」

　大きく一回首肯。

「わずかな断や失敗も致命傷になりかねないクライアント、一度のトラブルが契約打ち切りに繫つながるような、いえもっと言えばうちの信用を業界全体で損ないかねない、そんなユーザーを紹介いただきたいんです」

「ちょ、ちょっと桜さくら坂ざか」

　二の腕を強い力でつかまれる。室むろ見みが混乱した表情を向けてきていた。

「何言い出してるのよ？　わざわざリスクの高いお客を抱え込もうだなんて。あんた、大手の金きん融ゆう系けいシステムとかがどれだけ繊細センシテイブか分かってるの？　ちょっとミスしただけで社会問題、新しん聞ぶん沙ざ汰たになることも珍しくないわ。そんな案件に関かかわってもし失敗するようなことがあれば」

「だからこそですよ」

　強い口く調ちようで言い切る。視し線せんに力を込め室見を見返した。

「絶対に失敗できないシステム、そこにＳＲＧ４６を入れられれば文句なしの実じつ績せき・アドバンテージになります。どこの会社だって一番安定しているサービスを購こう入にゆうしたいはずですから。少々値段が高くても、知名度が低くても、その分の安心が買えるなら絶対にうちを選んでくれます。それに──ここが重要なんですけど、実績という切り口なら」

　リブラスペースは絶対にコピーできません。

　室見は雷にでも打たれたように沈ちん黙もくした。表情が空白化している。突如示された突破口に感情が追いついてきていない様よう子すだった。

　拳こぶしを握りしめる。

　実績、そう実績だ。

　美み倉くら印いん刷さつで梢こずえに言われたことと同じ。広告を打つ金も体力もないなら具体的な導どう入にゆうエピソードで勝負するしかない。実際ＳＲＧ４６の紹介ページには美倉印刷のインタビューが掲載されていた。だがまだ足りない。その客名一つ出すだけで市場を震しん撼かんさせるような実績が。

　だからこそ六ろつ本ぽん松まつの人脈が必要だった。たった一人ひとりでスルガシステムの屋台骨を支えてきた営業コネクション。一時は経団連にまで関わってたという顔の広さ。

　六本松は鼻び腔こうを大きく開いた。携帯を取り上げダイヤルする。

「……ああ六本松です。すみませんが今日きようの訪問三十分後ろ倒ししてもらえますか。ちょっと前の用事が長引いておりまして。……はい、申し訳ありません。ではまた後程」

　電話を切る。

　黒豆のような眼まなこがじっとこちらを見つめた。

「すまんがもう少し経けい緯いを説明してくれ。紹介するかしないかは話を聞いてからだ。ああ、時間は気にせんでよろしい。必要なら先方にリスケしてもらう」

「社長……」

「いい、話したまえ」

　ごくりと唾つばを飲み一礼。ことの推移を解説していく。代理店説明会での質疑応答、リブラスペースのサービスリリース、彼らのコピー製品によりＳＲＧ４６のユーザーが浸食されていること。

　全すべて説明すると六本松は目ま蓋ぶたを閉じた。腕組みして何事か考え込んでいる。しばらく沈黙した後、肉厚な唇が開いた。

「条件に合うユーザーは……おる」

「本当ですか！」

　こくりとうなずかれた。

「ネームバリュー、規模、話題性ともに申し分ない。そこに入れた実じつ績せきがあれば君の思惑通り、競きよう合ごうサービスに大きく水をあけられるだろう。だが……」

　赤ら顔にわずかな影かげが差す。いつも猪ちよ突とつ猛もう進しんな社長には珍しい、ためらうような表情だった。

「正直な話をするぞ。私はそこから来た引き合いを断っとった。個別構築の依頼も何度か受けたが色々理由をつけ避け続けてきた。なぜだか分かるかね？」

「……失敗すると本当にうちの会社の致命傷になりかねないから？」

　室むろ見みがかすれ声で訊たずねる。

　六ろつ本ぽん松まつは重々しくうなずいた。

　衝しよう撃げきが身体からだを突き抜ける。あの六本松がリスクを恐れる案件、先方のリクエストがあってもなお忌き避ひする顧こ客きやく。一体どれほどクリティカルな相手なのか。自分で頼んでおきながら背筋が寒くなる思いだった。

　社長はひげをしごいた。

「紹介はできる。できるが話を通した挙げ句『やはりできない』とは言えんぞ。のみならず絶対に成功させるのが顔かお繫つなぎの条件だ。バグだ仕様だなどという言い訳は一切きかん。そこまで覚悟した上で君らは私の人脈を使おうとしているのか？　会社の信用を預けろと言っとるのか」

「……っ！」

　心が縮ちぢみ上がる。足がすくみ背筋が冷たくなった。恐ろしいまでのプレッシャー。社長の本気が、経営者の覚悟がびりびりと伝わってきた。小所帯といえ一つの会社を預かっている人間だ。一サラリーマンの気構えとは次元が違った。

　………。

　無理だ。

　今更ながら実感する。自分のプライドが、やる気がどうこうという問題じゃない。藤ふじ崎さき、梢こずえ、室見、そういう他社員全部の生活を背負えるかという話だ。安易につっこんでダメでしたなどと口が裂けても言えはしない。会社のためを思えばこそ、ここで我を張るべきではなかった。

「社長──」

　すみません、考えが甘かったです、出直してきます。

　悄しよう然ぜんと告げようとした時だった。

　突然目の前に火花が散った。

　………!?

　激げき痛つう、脇わき腹ばらに室むろ見みの肘ひじが突き刺さっている。鳶とび色いろの瞳ひとみが強い光を放っていた。

「あんた、今何言おうとしたの」

「な、何って……」

　腹部を押え後じさる。だがすぐベルトをつかまれ引き戻された。

「すみません、考えが甘かったです。出直してきます──とでも言うつもりだったんじゃないの？」

　図ず星ぼしだった。

　狼ろう狽ばいを隠しきれぬまま答える。

「だってしょうがないでしょう、一サービスと会社全体の存亡、どっちを取るかって言われたら選択の余地なんかないですよ」

「一サービスと会社の存亡……どちらを取るかですって？」

　室見は心底呆あきれたように首を振った。

「あんたね、そもそも会社の先行きが怪しいからサービス作ることになったんでしょ？　てことはつまりＳＲＧ４６失敗＝うちのお先真っ暗ってわけよ。比べる対象が間違ってるわ。どっちを取ってどっちを取らないって話じゃないでしょうに」

「………」

　それはそうだ。

　室見はきつい表情で社長に向き直った。

「社長も建たて前まえ論ろんでお茶を濁にごすのはやめてください。うちのトップとして、代表者として、新サービスに会社の将来を託す気があるんですか、ないんですか。『ある』ならもう答えは決まっているでしょう。桜さくら坂ざかに判断させて責任を押しつける話じゃないはずです」

　む、と六ろつ本ぽん松まつが口ごもる。

　痛いところを突かれたのか、表情が歪ゆがんでいる。黒豆を思わせる瞳ひとみがつっと泳いだ。

「だ、だがしかし失敗したら」

「じゃあ他ほかに安全な方法を指示できるんですか」

　だめ押し。

　社長が沈ちん黙もくする。室見は「ふん」と鼻を鳴らした後、やや気恥ずかしげに視し線せんを逸そらした。

「それに……今回は私の責任もありますから、少々難なん易い度どの高いシステムでも確かく実じつに作り上げてみせます。技術的な部分は任せてもらっていいですから」

「室見さん……」

　彼女はすねたように唇を尖とがらせた。以上自分の仕事はすんだとばかりに口をつぐむ。

　しばらくおいてから工こう兵へいは社長を見た。赤ら顔のトップは瞑めい目もくして考え込んでいる。示された選択肢をどう判断すべきか悩んでいる様よう子すだった。

「社長」

　ゆっくりと嚙かんで含めるように言葉を紡ぐ。

「僕は……室むろ見みさんみたいに技術的な太鼓判を押すことはできません。姪めい乃の浜はまさんみたいにサービスの安定運用を保証することもできません。でも最後の最後まであがき続けることはできます。僕ができなければ社内の誰だれにもできない、そういうところまでベストを尽くしてみせます。だから」

　任せてもらえませんか。

　最後の発言は予想以上に強く響ひびいた。

　六ろつ本ぽん松まつは唸うなった。ややあって鼻から大きく息を吐き出す。

「分かった」

　観かん念ねんしたような口く調ちよう。そのまま固い表情でこちらを見つめてくる。

「いいだろう、紹介してやる」

「本当ですか！」

　喜び勇んで身を乗り出しかける。社長は片手で押しとどめてから咳せき払ばらいした。

「いいか、君らに任せるユーザーは」

　───。




　は……い？




　意い識しきが空白化した。
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　ないわぁと思った。

　まったくもってありえなかった。いや今までだって大概非ひ常じよう識しきな事態には出くわしてきている。突然のＰＭ就任しかり、西にし日に本ほん単独行あん脚ぎやしかり、常じよう駐ちゆう現場からの脱だつ出しゆつ劇げきしかりだ。だが今回ばかりは群を抜いている。一体なぜ新人エンジニア風ふ情ぜいがこんなところに来ているのか。かくも重大なミッションを与えられているのか、何度考えても得とく心しんがいかなかった。

「ないわぁ」

　スーツ姿の室むろ見みが図はかったようにつぶやく。パンプスのつま先がアスファルトを蹴けった。

「本当あんたに乗せられるとロクなことがないわ。やばい仕事なんて引き受けたくないのに、危険な案件とか絡みたくないのに、気づくと前のめりに突っ込んじゃってるのよね。テンションが妙になるというか、まったく忌いま々いましい」

「すみません……」

「で？　一応確かく認にんしておくけど、あんた本当に覚悟はできてるのね？　これ、ちょっともう失敗の影えい響きよう範はん囲いとかまったく見えない感じなんだけど」

「まぁ……やるしかないかと」

　つぶやきながら振り向く。高層ビルのエントランス、立ち並ぶ柱の一つに縦たて長ながのプレートがはまっていた。いかめしい書体で彫られた表記は果たして。

　──総そう務む省しよう。

　まさかの官公庁だった。

　東とう京きよう都と千ち代よ田だ区く霞かすみが関せき、皇こう居きよを望のぞむ大通りの一角に工こう兵へい達はいる。右手奥に見えるのは警けい視し庁ちようか、左手は外がい務む省しよう、後ろは……東とう京きよう高こう等とう裁さい判ばん所しよ？　まさしく国家運営の中ちゆう枢すう、日に本ほん国こくの中心地だった。

『私の知り合いに麻あざ布ぶ総合研究所の蒲かま池ちという男がおる』

　昨日、社長室の打ち合わせにて六ろつ本ぽん松まつは重々しく告げてきた。

『シンクタンクの研究員でな、主に中央官庁のコンサル業務を行っている。最近は総務省と付き合いが深いらしく、専門は電子行政』

『電子行政？』

『ｅガバメントというやつだ。単語くらい聞いたことあるだろう？』

　聞き覚えはあった。役所への届け出をインターネット経由で行える……というやつだったか。

『そのシステムがｖ６対応周りで色々揉もめとるらしい、半年前からうちでなんとかできないかと打診されておったが、まぁそのころは定型サービスなどというプランもなかったしな、リソースがないと断っとったのだが』

　………。

「パンドラの箱を開あけちゃった感じよね」

　室見は苛いら立だたしげに舌打ちした。

「失敗するのは論ろん外がい、成功したらしたで今度は味を占めた社長がどんどん公共案件を持ってくる。どっちに行っても大だい殺さつ界かい、憂ゆう鬱うつな未来しか待ってないわ」

「あの……室むろ見みさん、ちょっといいですか」

「何よ」

　やや遠えん慮りよがちに内心の疑問を打ち明ける。

「公共案件って具体的に民間案件と何が違うんですかね？」

　どちらも要件があって対価に応じた働きを行う。メールにしろネットワークにしろ使う技術が著しく異なることもあるまい。仕事のやり方自体そんなに変わらないのでは？　と思ったが。

　室見は片手を振った。

「入札よ入札、とにかく提案プロセスが超絶厄やつ介かい。民間の十倍近く手間がかかるんじゃない？」

「じゅ、十倍？」

「まぁ感覚的なものも混じってるけどね。あれ、本当めんどくさいわよ。昔ＪＴ＆Ｗで公共案件やってるチーム見たけど提案書一部作るのに三日三晩徹てつ夜や。最後の方全員まとめて床にぶっ倒れてたわ」

「………」

　お、恐ろしい。プロジェクト開始前からそんな修しゆ羅ら場ばが待ち受けているとは。でも、なんで。

　室見の表情が曇くもる。

「私も直接関かかわってなかったから詳しくは知らないけど……要は公平性の原則ってやつが問題みたい」

「公平性……ですか？」

　公おおやけに平等、全すべての人々に機き会かいを等しく。悪いキーワードではないはずだが。

「国及び地方公共団体の契約は原則として一般競きよう争そう入札によらなければならない。──つまり付き合いの有無とか評判とか関係なく参加する意志・資格のある業者は全てコンペに加えなさいってことよ。もともとは談だん合ごうや癒ゆ着ちやくを防ぐための仕組みらしいけど、普通に考えてみれば選考の手間は膨ぼう大だいになるわよね。何せ誰だれでも参加できるんだから」

「それは……確たしかに」

「得意分野・実じつ績せき・資本力、全てバラバラのベンダーを平等に評価するとしたら仕様をぎちぎちに決めるしかない。個々の評価項目に点数を割り当て、機き械かい的てきに善よし悪あしを割り出す。基き礎そ点てんとか加算点とか何十何百項目と足し合わせてね。提案する側は大変よ？　価格を抑えつつ、どの点数を取ってどれを捨てるか判断しないといけないんだから」

　なんとなく問題が理解されてくる。民間企業の提案であるようなファジーさ、自由裁量がほとんど許されないということか。

「で、でもそれならそれで楽な部分もあるんじゃないですか？　だって一から十まで仕様を決めてもらえるんでしょう。言われた通り一つ一つ回答を作っていけば」

　だが室むろ見みは「はん」と鼻を鳴らした。

「なら例題、以下の条件に合う機き械かいを挙げてみて。『本システムに導どう入にゆうするネットワーク機器はＢＧＰ、ＯＳＰＦ、ＩＳ─ＩＳをサポートし10GbEインタフェースを四個以上有すこと。少なくとも拡張スロットを二つ以上準備し、導入時の三倍までポート増設が可能なこと。最大入力電力は６００〜７００ＷとしプラグタイプはNEMA5-15Pとする』はい、どうぞ」

「そんなレベルで指示されるんですか!?」

　驚きよう愕がくの細かさだった。室見の肩がすくめられた。

「ま、そういう例もあるってこと。で、今言ったみたいな項目が何十ページも仕様書に書かれてるとして、うちのトップ営業にまともな回答ができると思う？　点数と価格を考えて緻ち密みつな提案をしそうに思える？」

「トップ営業……って」

　社長だ。

「無理です。絶対無理です」

「でしょ。じゃあ誰だれが提案書作るか分かりそうなものじゃない」

　いや、でも最終的には降りるって選択肢も……と言いかけて口ごもる。社長のことだ。例によってきっちり逃げ場をなくしたあとぶん投げてくるに違いない。先程から聞いている限り公共案件はかなりシステマチックで融ゆう通ずうのきかない様よう子すに思える。民間案件のように適当な参加・不参加が通るとは思えなかった。

　ということはつまり、真ま面じ目めに入札回答をしなければいけないわけで……自分達が。

　ずんと気分が重くなる。

「……大だい殺さつ界かいですね」

「大殺界よ」

　うぉおお成功したくない。したくないけどしないといけない。なんだこれ、何かの罰ゲームか。

　室見は嘆息した。

「ま、実際には随契？　とか抜け道もあるみたいだから社長には頑張ってもらうけどね。とにかく成功しても失敗してもほっと一息なんかつけないってことよ。今から覚悟しておくのね」

「はい……」とうなだれ疑問に思う。

「あれ？　でも今回僕ら特に提案とかしてないですよね。入札にも参加してませんし」

「だからぁ」

　もどかしげに室見が口を開きかけた時だった。

「す、す、すみません、お待たせしました！」

　スーツ姿の男性がすぐ後ろに立っていた。垂れ目でいがぐり頭、中肉中背の身体からだをくたびれたジャケットに包んでいる。年ねん齢れいは……不詳。十代、二十代、いや見ようによっっては四十代にも見える。……なんというか、似ていた。誰だれとは言わないが、え○りかずきに。

　男性は大きく頭を下げた。

「このたびはご助力ありがとうございます。麻あざ布ぶ総そう研けんの蒲かま池ちです！」

　え……。

　室むろ見みと顔を見合わせる。

　この人が？

　意外だった。六ろつ本ぽん松まつの知り合いで中央省庁案件のプロフェッショナル、さぞやギラついた人物だろうと思っていたのだが。

「あ、あの、スルガシステムさんですよね？　人違いじゃないですよね？　僕待ち合わせ場所勘違いしてたりしませんよね？」

　すさまじい弱気っぷりだった。

　気を取り直し一礼。

「スルガシステムの桜さくら坂ざかです、本日はよろしくお願ねがいいたします」

「同じく室むろ見みです。よろしくお願いします」

「あれ!?　社会科見学の小学生がなぜこんなところに!?」

「違います！」

　状況説明の果てに蒲池の相そう好ごうがやわらぐ。余程不安だったのだろう。どこか虚脱気味な表情になっていた。

　──午前九時五十分、総そう務む省しよう庁舎前で集合。しかる後入にゆう館かん処理。詳細は蒲池に確かく認にん。

　以上が六本松の指示だった。現時刻は九時四十八分。概おおむね予定通りだが。

「では参りましょうか」

　先せん導どうし歩き出される。名刺交換を申し出る余裕もない。慌ててあとを追いかける。

　受付で入館手続きを行い赤あか色いろの通行証を手渡された。セキュリティゲートを抜け吹き抜けの空間に、近未来的な光景に目を奪われていると蒲池が振り返ってきた。

「ええっと、それで六本松さんからはどの程度話を聞いてるんでしたっけ」

「詳細な内容は……あまり」

　素直に白状する。

「総務省さんのｅガバメント……ですか、あれのｖ６対応で何か問題が起きているということだけ」

「はい、まぁまったくその通りでして」

　蒲池はうなだれた。

「順を追って説明しますね。我々麻布総研では五年前から電子行政のｖ６対応を推進しています。まぁ電子政府と言っても別に総務省が全すべてやっているわけでなく、各省庁が色々な仕組みを作ってるわけですよ。厚こう労ろう省しようの社会保険関連システムとか文もん科か省しようの電子入札システムとか。それらの入り口と言いますか……まぁポータルですね、窓口部分をやっているのが総そう務む省しようなんです」

「そう……なんですか」

　基き礎そ知ち識しきがないから曖あい昧まいな相づちを打つしかない。だが蒲かま池ちは特に不安な様よう子すもなく続けた。

「我々は総務省さんの下で動いてまして、まぁ実際に手を動かすのはＪＴ＆Ｗとかの協力会社だったりするんですが、とにかく着実にＩＰｖ６対応を進めてきました。毎年予算を取って受注して計画立案して……なんとか形になってきたところです。ただ他省庁さんが同じように動いてくれるかというとこれが微妙でして」

「動いてくれないんですか？」

「正せい確かくに言えば後回しにされてた、ですね。どこも予算厳きびしいからｖ６みたいに不要不急のものはなかなか話が進まないです。我々も直接の契約がありませんのでガイドラインを出すのが精一杯でして。でまぁ『うちはクラウドだから大丈夫』とか『トランスレータ入れるので問題なし』と言われ続けて早はや数年、今年ことし三月のｅガバメントｖ６完全対応……ああこれ前の政権与党が内ない閣かく官かん房ぼうと一いつ緒しよにぶちあげちゃったんですけど、その期日を間近にした瞬しゆん間かん──ドカンですよ」

「ドカン」

　ドカーンと蒲池は掌てのひらを仰あお向むけた。

「トランスレータじゃ対応できないアプリケーションが山のように出てきまして、誰だれが責任取るんだ、三月までにどう対応するんだと大おお騒さわぎですよ。言わんこっちゃないと言ってやりたいですけどね、何せほら総務省は旗振り役ですから知らぬ存ぜぬもできませんで。で、ポータル側で何かできないかとおはちが回ってきたわけです」

「はぁ……」

　なんだろう、民間で散々見聞きしたのと同じぐだぐださだった。国や政府の案件といえトラブルの質は同等ということか。悲しい。

　だがようやく状況が見えてきた。つまりこの案件、既に麻あざ布ぶ総そう研けんが受注しているのだ。スルガシステムは彼らの下で動く。よって入札の必要もない。蒲池にしてみれば総務省から来た金をＪＴ＆Ｗに流すかうちに流すかの違いだけ。シンプルな話だった。

「話をまとめますけど」

　室むろ見みが横から声をかけてきた。

「来月末までに全省庁の電子政府システムをｖ６対応させる必要がある。各省庁側の取り組みではそれに間に合わないと思われる。よって総務省のｅガバメントポータルでなんらかのｖ６変換処理を行いたい。こういうことですか？」

「はい、まぁたとえばポータルサイトをｖ４ｖ６デュアルスタックのプロキシっぽく動かしたりですね。ただこれだとＷＥＢ以外は対応しづらいですから。あとペイロードの問題もありますよね？　なので総合的に考えると御おん社しやのＳＲＧ４６……あれをポータルと他システムの間にかますのがベターかなと」

「ｖ６通信の経路は全すべて総そう務む省しようさんを通るでよろしいんですか？」

「一いつ旦たんは」

　室むろ見みは顎あごに手を当て考え込んだ。しばらく沈ちん黙もくした後うなずく。

「了解です。課か題だいについては理解しました。それで、今日きようの打ち合わせはどういう趣しゆ旨しでしょう？　おおまかなところは今うかがってしまったと思いますが」

「ええっと」と蒲かま池ちは視し線せんを巡らした。額ひたいを中指と人差し指で押えつつ。

「まず本件の総務省側担当者と面めん通とおし、御社サービスの概要を説明してもらいます。問題なければ具体的な導どう入にゆうスケジュール、ヒアリング項目の認にん識しき合あわせ。あとは現場確かく認にんですかね」

「現場？　見れるんですか？」

「ええ、マシンルーム、この建物内にありますんで」

　さすが中央官庁、いざという時自庁舎だけで独立して稼働できるということか。

　ともあれ話が早く進みそうなのはありがたかった。え○りかずき、外見とのギャップはともかく仕事のできる男らしい。

「あ、あれ？　エレベーターこっちじゃなかった。す、すいません、スルガシステムさん。道間違えました！」

　仕事ができる男……のはず。

　中層階用エレベーターに乗り込み十階へ。ガラス張りの廊下からアトリウムを見下ろしつつ事務スペースに入る。ほどなくして眼鏡めがねの中年男性が現れた。年の頃ころは四十歳程度か、開かい襟きんシャツの襟えり元もとを開けかなりフランクな印象を受ける。

「どうも蒲池さん」

「こんにちは、Ｎ垣企画官」

　企画官と呼ばれた人物は慇いん懃ぎんに頭を下げてきた。

「スルガシステムさん……でしたか、この度たびは突然すみません。蒲池さんからお話うかがっています。よいソリューションをお持ちということで期待しています」

「……はい」

　変に威圧的でないのが逆にプレッシャーだ。傍かたわらの室見も緊きん張ちようした面おも持もちになっている。

「こちらへどうぞ」

　こぢんまりとしたミーティングスペースに案内された。着席してすぐ打ち合わせ開始、状況確認に入る。

　事前に蒲池から言われた通り、会かい議ぎは面通し・サービス説明・質疑応答の順に進んだ。既に六ろつ本ぽん松まつ経由で情報が流されていたのか大きな認識の齟そ齬ごはない。細かい確認をいくつか済ました後、企画官はうなずいた。

「問題なさそうですね。導どう入にゆうに伴う影えい響きよう範はん囲いも少ないようですし、入れる方向でいいかと思います。丁ちよう度ど」

　言いながら手帳を覗のぞき込む。

「明後日あさつて定期メンテナンスが予定されていますので、そこで設置できますか？　午前十時から午後三時までの枠ですが」

　十分だろう。まずはキャプチャーモードでの稼か働どう・通信確かく認にん、大した時間はかからないはずだ。室むろ見みとアイコンタクトしてからうなずく。

「大丈夫です、……あ、ヒアリングの回答は早いうちに、できれば明日あした午前中にいただける前提でですけど」

「それは問題ありません」

　企画官はきっぱりと言い切った。

「本件トッププライオリティですから、アドレス情報程度ならすぐまとめてお出しします。必要であれば今日きよう中じゆうにでも」

　うぉ、やる気だ。しかも判断が速い。一礼し「では」と口く調ちようをあらためる。

「マシンルームの方、見せていただいてもよろしいですか？　この庁舎にあるとうかがったんですが」

「ええ、すぐ確認しますか？」

「できれば」

「了解しました」

　あっさりと企画官が腰を浮かす。事前に麻あざ布ぶ総そう研けん、総そう務む省しよう間で何か調ちよう整せいがなされていたのだろう。通常なら考えられないテンポのよさだった。蒲かま池ちをミーティングスペースに残しスルガシステム組二人ふたりだけが案内される。階段を上りフロア奥に、マシンルーム専用のセキュリティドアを抜け入室した。途と端たん空調の音が地鳴りのように響ひびいてくる。立ち並ぶラックにＬＥＤの光が瞬またたいていた。

「それじゃ私、蒲池さんとの打ち合わせが残っているので一いつ旦たん戻りますね。何かあれば……彼に申しつけて下さい」

　いつの間にかオペレータと思おぼしき男性がついてきていた。立ち会い要員ということなのか、無言で会釈してくる。

「はい」と答える暇もなく企画官は去っていった。忙しい人なのだろう、一ひと所ところに留とどまっている印象がない。

　……ふぅ。

　なんか緊きん張ちようする。今気づいたけど、あの人多た分ぶんキャリアだよな。国家公務員キャリア、普ふ段だんなら絶対会えない人種だ。

「何よ桜さくら坂ざか、ガチガチになっちゃって」

　目当てのラック前に陣取りながら、室むろ見みが揶や揄ゆするように告げてきた。オペレータとの距きよ離りは遠い。邪じや魔ましないよう配はい慮りよしてくれているのか、手元のメモに視し線せんを落としている。こちらの声は届きそうになかった。

　室見の口角が歪ゆがんだ。

「ひょっとして相手がキャリア官僚だから気後れしちゃったとか？　情けないわね、どんな立場だってお客はお客。相手の格にあわせて対応を変えるとか社会人失格よ」

「そうは言いますけど、室見さん」

　低い声音で答える。

「そっちこそ打ち合わせ中ずっと挙きよ動どう不ふ審しんだったじゃないですか。意味もなくファイルの出し入れしたりメモを取るふりしてみたり。あとやたら僕にうなずいてましたよね。企画官と目合わせるの苦手だったんじゃないですか？」

「なっ！」

　室見の顔が朱に染まる。工こう兵へいは肩をすくめてみせた。

「やれやれ傍ぼう若じやく無ぶ人じんを気取っていても権威の前だとてんで弱気なんですね。がっかりだなぁ、室見さんはそういう浮き世の権力には影えい響きようされない人だと思ったのに」

「な、何を言ってるのよ」

　身み震ぶるいする彼女を、ちらとこれ見よがしに一いち瞥べつする。

「室見さんが偉ぶれる権威なんてせいぜいうちの社長くらいってことですよねー」

「……っ！」

　顔色を変えられた。下唇を突き出し詰め寄られる。

「誤解よ、料りよう簡けん違ちがいもいいところだわ。私ほど反骨精神あふれる人間はいないわよ。喩たとえるなら野を行く一匹のはぐれ狼おおかみ。群れず、こびず、まつろわず。アヴァンティ室見とは私のことよ」

「アヴァンティ？」

「無政府・無秩序って意味よ。アヴァンティ・イン・ザ・ＵＫって歌もあるでしょ？」

　それを言うならアナーキーでは……。アヴァンティじゃどこぞのサタデー・ウェイティング・バーだ。

　ただまぁ言い間違いを普通に正しても面おも白しろくない。つっこみどころは敢あえてスルーし本筋を確かく認にんするべきだろう。

「で？　具体的にどんな反骨エピソードがあるんですか」

「え？」

「はぐれ狼とまで言うくらいだからさぞかしすごい武勇伝があるんでしょうね。うわぁ楽しみだなぁ、まさか学校の先生に楯たて突ついたとかそんなしょっぱい話じゃないですよねー」

「………」

　室見は顔を逸そらした。頰ほお肉にくをひくつかせながら「も、もちろんよ」とつぶやく。

「おばあちゃんに『ちゃんと野菜も食べなさいよ』と怒られて、お米も野菜だもんね！　と口答えしたりとか」

「しょっぱ！」

「学力テストの回答分からなくて、悔しいから問題の講こう評ひようを延々書き続けた挙げ句マイナス点つけられたとか」

「格好悪いですよ!?」

「じゃあこれはどう!?　遠足のグループ分けで私だけ一人ひとりのチームになったことがあるわ。まさに一いつ匹ぴき狼おおかみ、オンリーワンの貫かん禄ろく！」

　それはただのボッチだよ！　痛々しいよ！　聞きたくなかったよ！

　室むろ見みは世にも悲しげな表情になっていた。色々思い出すことがあったのだろう。慌ててフォローする。

「いや、さすが室見さんですね。言葉の端々に硬派な精神が宿っています。まさに硬骨漢、現在に蘇よみがえったサムライですね。本当見習いたいですよ、個々のエピソードを除いて」

「……さらりと最後で全否定してくれたわね、あんた」

　まぁいいけどと嘆息し室見は顔を上げた。

「とりあえずちゃっちゃとチェックしちゃいましょう。構成資料は？　持ってる？」

「はい、さっきの打ち合わせで渡された奴やつが」

　Ａ３のコピーを広げる。物理／論ろん理り構成図とラック図、機き器き一いち覧らん。

「サーバラックは……これですね、で隣となりがネットワークラック」

「ＬＢが二基、パッチ渡しでサーバファームスイッチに。上位接続は……シャーシ型のコアＬ３か、ファイアウォールはここ、……うん、分かりやすい。シンプルな構成ね」

「特に変なことはやってないみたいですね」

「まぁＪＴ＆Ｗのエンジニアが動いてるなら当然でしょ。麻あざ布ぶ総そう研けん側もそこそこ知ち識しきあるみたいだし」

　室見の指がネットワーク図を広げた。

「他省庁との接続は……ここね、ファイアウォールから外接ルータ。ＳＲＧ４６を入れるならここかしら、ああでもポータル単体へのアクセス考えたらもっと前段の方がいいか。コアＬ３とファイアウォールの間とか」

「空きアドレスはどちらも十分ありそうですね、ネットワークラックに設置すれば結けつ線せんも楽でしょうし」

「うーん、楽勝モード？」

　心配しすぎだったかしら。

　独りごちながら室見がラックの機器を確かく認にんしていく。顔を正面に向けたまま片手を差し出してきた。

「桜さくら坂ざか、書くもの貸して、ケーブル長あたりつけちゃうから」

「あ、はい」

　シャーペンと消しゴムを渡す。

　手際よくメモり始める彼女を見ながら工こう兵へいは一息ついた。

「なんか……やっぱり定型サービスって楽ですね。事前検証と設計終わってるからバグの心配もないですし。仕様に合うことさえ確かく認にんすればすぐ入れられるわけですから」

　普ふ段だんの個別構築なら今からサイジング・検証計画が始まるところだ。基本一ワ品ン限オりフのシステムだから都度専用の設定を組む必要がある。納期の調ちよう整せい、運用体制の決め、保守契約締てい結けつ……一つでも間に合わなければリリースは失敗する。気を遣つかうことこの上なかった。

　室むろ見みはうなずいた。

「まぁね、それが大量生産品マスプロのメリットなわけだし、かわりにカスタマイズが利かないわけだけど……今回はそっちの心配もなさそうね」

「ｖ４ｖ６変換するだけですしね」

「癪しやくだけど福ふく大だいさんのプログラムもよくできてるわ。本当、既存環かん境きようにはなるべく影えい響きよう与えないよう作られてるもの」

　おや珍しい。天敵を褒ほめるとは、導どう入にゆうの目め処どがついて気分が明るくなっているのか。

　思わず同意してしまう。

「いや実際、福大さんはすごいですよ。僕コンピュータがあんな自由自在に動かせるって知らなかったですもん。手近なパソコンだけでシステム一個組み上げちゃって、僕らが同じようなことやろうとしたらまず要件に合うアプライアンスを探してくるでしょ？　スピード感が全然違うなぁと」

　自分達インフラエンジニアと開発エンジニアの違い。どちらが偉くてどちらが下ということもあるまい。既存のアプライアンスを使えば保守・メンテナンスも楽になるし、ベンダーサポートも受けられる。だが無限の自由度を持つ福大達プログラマの動きはどこか眩まばゆく力強かった。

「思ったんですけど、やっぱりインフラと開発って共同で動くべきじゃないですかね。今回の件に限らず個別案件でも。だってできる仕事の範はん囲いが膨ぼう大だいになりますし、他ベンダーとの差別化もできそうじゃないですか。他社の製品を単純に担いでるより」

「………」

「室見さん？」

　しまった、調ちよう子しに乗りすぎたか。慌てて口をつぐむ。

　ケーブルに手を当てたまま室見は動きを止めていた。固い表情で機き器きのフロントパネルを睨にらみつけている。おおお、やばい。

「いや、あの、違いますよ？　別に福大さんの肩を持つわけじゃなくてですね。ただ折せつ角かくある社内リソースなんだから有効活用した方がいいと思ったんですよ。……そう、ほら、あくまでツールとしてね。福大さん個人と仲よくするって話じゃなく」

　………。

　返事はない。そこまで来てようやく様よう子すがおかしいことに気づいた。「あの……」と恐る恐る声がけする。

「何かありました？」

　室むろ見みの顔は強こわばったままだった。薄うすい唇が真一文字に結ばれている。ややあって小さな吐息が漏れた。「桜さくら坂ざか」と低い声で呼ばわれる。

「はい……」

「これＳＲＧ４６入れられないわ」

　………!?

　息が止まりそうになった。

　なぜと目を剝むき詰め寄る。室見は首だけを後ろに回してきた。

「ＳＲＧ４６のサービスプランは？　何があるか言ってみなさい」

　サービスプラン……？　なぜ今その話をと思いつつ答える。

「１０Ｍ、１００Ｍ、あと１Ｇです」

「そうね、その通り」

　室見はうなずきコアＬ３のポートを指さした。鈍にぶい鉄てつ色いろに輝かがやくインタフェースモジュール、緑みどり色いろの光ケーブルがファイアウォールに向かい伸びている。

　鳶とび色いろの瞳ひとみがまっすぐにこちらを見据えた。

「これ、１０ＧｂＥ接続よ」
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「ど、ど、ど、どうしましょう！　室見さん」

　流しのタクシーに乗り込みつつ叫ぶ。企画官と蒲かま池ちには『一いつ旦たん帰社して情報整せい理りさせてください』とだけ告げてあった。正直今の時点で『てへっ！　無理でした！』などと言えはしない。会社に戻ってなんらかの方策を練る必要があった。

　後部座席の奥で室見が頭を抱えている。指先を額ひたいに食い込ませ剣けん吞のん極まりない目つきになっていた。

「１０Ｇ対応のサーバに載せ替える？　だめ、一から設計・検証が必要になるしサービスの範はん疇ちゆうからも外れてしまう。じゃあネットワークカードを複数積つんでアグリゲーションかける？　……ううん、インフラ側に複数ポートの受け口がない。だいいち今のＳＲＧ４６の処理能力で１０Ｇトラフィックに耐えられるかどうか。あとは、あとは……」

　ぐしゃぐしゃと髪を搔かき混ぜる。彼女は歯ぎしりして天てん井じようを仰あおいだ。

「ああぁもう無理！　お手上げ！」

　諦あきらめなすったー!?

「ちょ、ちょっと室むろ見みさん、無理とか簡かん単たんに言わないでくださいよ。技術的な部分はなんとかするって社長に啖たん呵か切ってたじゃないですか！」

「物理インタフェース自体違うものをどうしろっていうのよ!?　だいたいお役所間のゴタゴタを一ベンダーの機き械かいに解決させようとか無む茶ちや振ぶりすぎるのよ。うまくいかなかったら間違いなく新しん聞ぶん沙ざ汰たじゃない。リスク高すぎ！」

「そこはまぁ……覚悟の上での仕事ってことで」

「好きで決死の覚悟を固めたわけじゃないわよ！　誰だれかさんに乗せられたから成り行きで付き合ってるんでしょ!?　ああああもう、どうすんのよこれ。真ま面じ目めに抜け道ゼロなんだけど」

　額ひたいを押えてうずくまられる。

　工こう兵へいは視し線せんを正面に戻した。

　実際絶望的な状況だった。ＳＲＧ４６のラインナップは１０Ｍ、１００Ｍ、１Ｇタイプの三つのみ、１０Ｇインタフェースは物理的に対応していない。無む理り矢や理り対応させるならハードウェアの選定含めて新規に準備し直し、か。仮に設計・検証が間に合ったとして……その場合でも１０Ｇモデルを加えるのがビジネスとして正しいのかという問題がある。多た額がくのコストをかけラインナップ追加してユーザーが総そう務む省しようのみとなれば目も当てられない。

　今のＳＲＧ４６スペックを活いかしつつ、うまいこと総務省の環かん境きように入れる方法──

「システム毎にトラフィックを分けてもらうとか」

「システム毎？」

　室見が目をしばたたく。

「厚こう労ろう省しようとか文もん科か省しようとか、各省庁毎に仕組みがあるんですよね？　それ単位でＳＲＧ４６準備して振り分ける形にすれば通信量抑えられません？　１Ｇ以下に」

「言いたいことは分かるけど……そもそもどうやってトラフィック分けるのよ」

「ルーティング？」

「通る線が一いつ緒しよじゃ意味ないでしょ」

「仮想的に接続を分割……ＶＬＡＮ使ってみるとか」

「だから一本の線の中で何やっても受け口が１０Ｇインタフェースならどうしようもないって言ってるの」

　室見の声は苛いら立だたしげだった。細い足を組み瞑めい目もくする。

「１０Ｇリンクの通信を１Ｇ単位にばらすなら専用の機械が必要よ。ＬＢとか帯域制御装置とか、どっちも馬ば鹿か高だかで気軽に入れられる代しろ物ものじゃないわ」

「馬鹿高？　ＬＢがですか」

　ＬＢ──ロードバランサは過去何度か案件で扱った記き憶おくがある。確たしかに百万は超えていたが馬ば鹿か高だかとまで呼べる印象はない。

　室むろ見みは手を振った。

「ＬＢがっていうより１０Ｇクラスのネットワーク装置がね。ほとんどハイエンド機き種しゆだからアクセスルータなんかとは全然違う価格体系になってるのよ。Ｆ５社のヴィプリオンなんて確かスポーツカー級じゃなかったかしら」

「スポーツカー？」

「二、三千万ってこと」

　に、二、三千万!?

　予期せぬ数字に愕がく然ぜんとなる。ＳＲＧ４６のコストを遥はるかに上回る金きん額がく、とても受け入れられるとは思えなかった。だが──

「もしそのヴィプなんとかって機械が入れば問題は解決するんですか？」

「確かく証しようは持てないけど……」

　顎あごに指を当て考え込まれる。

「ラウンドロビンとパーシステンス使えば理屈上はうまくいきそうよね。ファイアウォールと外接ルータの間に挟み込んで十台のＳＲＧ４６に分ぶん岐きさせる。ワンアームで繫つなげばリンクも最小限で済むはずだから」

　む、むむむ……。

　よく分からない、分からないが！

「いけそうじゃないですか」

「二、三千万の費用をどこからか捻ねん出しゆつできたらって話よ。出てくるわけないでしょ、既に受注済みの予算を切り崩している案件なのに」

「まぁ……」

　それはそうだろう。だが訊きかずに諦あきらめることはできなかった。「ちょっと社長に確認してみます」と告げ携帯を取り出す。

「あ、もしもし社長ですか？　桜さくら坂ざかですけど、今よろしいですか」

『おう、どうした。導どう入にゆう成功か』

　気が早いよ！

　まだヒアリングに行っただけですが！

「いえ、先程初回の打ち合わせが終わったところです。これから導入手順の策定に移るんですが……ちょっとうかがいたいことがありまして」

『なんだ』

　ごくりと唾つばを飲み状況説明する。総そう務む省しようの環かん境きようが１０Ｇネットワークだったこと、現状でＳＲＧ４６を入れるのは難むずかしいこと、だが個別構築のロードバランサを間に嚙かませばサービススペック通りの運用ができそうなこと。

「それで……そもそも麻あざ布ぶ総そう研けんさんとのやりとりでどのくらいの予算が確かく保ほされているか知りたくて、あと三千万うちに流してもらうことできそうですか？」

『無理だな』

　即答された。六ろつ本ぽん松まつは冷ややかな声で続けた。

『ｖ６対策の予算がおそらくトータルで六千万程度だろう。デュアルスタック化とコンサル費用でうち八割は既に消化されていると見た方がいい。うちに流せる予算はいいところ百万、二百万レベルのはずだ』

「百、二百万……」

　桁けたが違いすぎる。

『まぁ私と蒲かま池ちの仲だからな、手段を選ばず調ちよう整せいすればあと百万くらいは引っ張ってこられるだろうが……まぁそのレベルだ。君の言うような数千万レベルの上うわ積づみは不可能と思ってもらった方がいい』

「了解……です」

　最大で三百万、それが事態打開のために与えられた原資ということか。事態の厳きびしさを嚙かみしめながらうなずく。

「分かりました、アドバイスありがとうございます。また方向性固まったら相そう談だんさせてください」

『うむ、いつでもいいぞ』

　鷹おう揚ように応おう諾だくされる。おお、なかなか心強い。さすがの社長もことの重大さを理解しているのかと思ったが。

『で？　総そう務む省しようの件はまだ導どう入にゆう終わらんのか？』

　全然状況理解してねぇー！

　会話の流れ全無視ですか!?　恐ろしいＫＹっぷりだった。話がややこしくなりそうなので一いつ旦たんはぐらかし通話終了する。室むろ見みが訝いぶかしげにこちらを覗のぞき込んできた。

「社長、なんだって？」

「三百万くらいなら引っ張れそうだけど数千万は無理だって。一応相談には乗ってくれそうでしたけど」

「三百万……」

　室見の眉まゆ根ねが寄る。

「１Ｇ対応のＬＢ二台入れたらおしまいね。全然費用感が合わないわ」

「でもお金は一応出るんですよ。だったらその枠内で何ができるか考えてみません？」

「簡かん単たんに言ってくれるわね……」

　整ととのった顔が一層渋くなる。彼女は「ううん」と唸うなった。

「とにかく１０Ｇってのが全すべての癌がんなのよ。なんの機き械かい入れるにしても馬ば鹿か高だかくなる。１Ｇや１００Ｍなら価格もこなれてるし色々選択肢もあるんだけど」

「だからって僕らの都合でお客さんのインフラ、ダウングレードできませんし」

「三百万でＳＲＧ４６をアップグレードする」

「さっき設計・検証間に合わないとか言ってませんでしたっけ？」

　うがあああああと室むろ見みが髪を搔かき混ぜる。自分で喋しやべっていて話がループしていると気づいたのだろう。苛いら立だちが空気を越え伝わってくる。

「ああもう、めんどくさいわね。うちらは定型サービスなんだから、それが入れられるようお客さん側で環かん境きよう整えるべきでしょ。なんでこっちでゴチャゴチャ解決策練らなきゃいけないのよ」

「それはまぁ……状況が状況ですから」と言いかけてふっと思いつく。お客さん側で環境整える？

「あの、室見さんちょっといいですかね」

「何よ」

「今あるお客さんの機器でバランシング処理とかできないんですかね。ほら、ファイアウォールってＶＰＮとか別カテゴリの機能積つんでるケースもあるじゃないですか。あんまり思い出したくないですけどどこかのグレイボックスって機械みたいに」

　グレイボックス──過去に社長の知り合いから紹介された機械だ。ソフトウェアライセンスの追加でどんどん機能拡張していけるという触れ込みだったが、まぁ羊よう頭とう狗く肉にくもいいところだった。正直うまく動いた機能の方が少なかったように思う。

　とまれ現状入っている装置でロードバランスが可能なら、１０Ｇリンクのコストを考える必要もない。設定変更だけであれば三百万という予算でもなんとかなるはずだった。

　室見は首を傾かしげた。

「ファイアウォールは……パロアルトだったわよね。ＩＰＳとかＡＶとか積んでたけどバランシングはできないんじゃない？　ＬＢとセキュリティ装置統合するとか、あんまり聞いたことないし」

「ですか……」

　意気消沈してうつむく。まぁ思いつきで喋っただけだし大して期待もしていなかったが。

「……待った」

　かすれ気味の声が響ひびいた。顔を上げると室見がはっとした表情になっていた。桜さくら色いろの唇がうわごとのように言葉を紡ぐ。

「客機器でバランシングさせる？　……そう、そうだわ。あるじゃない、現状で分散できるポイントが。忘れてた、こんな基本的なこと抜け落ちてるなんて」

　え、と訊きき返す間もなく室見は身を乗り出した。運転席のヘッドレストにかぶさるようにして呼びかける。

「運転手さん、ちょっと急いで！　一分一秒でも早く会社に着けるように！」




　交通法規が許すギリギリの運転で御お茶ちやの水みずにたどりついた。

　エレベーターに飛び乗り七階の廊下をダッシュ、オフィスに駆け込んだ。室むろ見みの説明はない。ただ足早に通路を進んでいく。ＳＥ部とは逆側──左手の扉を開けるとズンズン中に入っていった。

「む、室見さん、ちょっと」

　慌てて呼び止める。彼女の入室した先は監かん視しモニタやパトライトの設置された空間──ＯＳ部だった。

　ＯＳ部員達が何事かと言った様よう子すで室見を顧かえりみている。そこかしこで「殴り込みだ！」「メーデーメーデー！」という声が上がっていた。だが彼女は意に介した風もなく、あるパーティションの前で立ち止まる。パネルの中にぐいっと手を差し入れた。

「な、なんですか!?　室見さん!?」

　裏返った悲鳴が上がる。続いて見み慣なれた寝ね癖ぐせ頭あたまが座席ごと引き出されてきた。手にたこ焼きを持っている。休きゆう憩けい中ちゆうだったのか、おやつのチョイスが関かん西さい人じんっぽい。

「姪めい乃の浜はまさん、仕事の相そう談だんがあります」

　外人ばりに平板なイントネーションで室見が言った。目が据わっている。梢こずえが「ひっ」と肩を震ふるわせた。

「な、なんですか、気持ち悪い、用件を聞くだけならここでも」

「仕事の相談がアリマース」

　怖い。というか回答をもらう前に座席ごとずりずり引きずっているんですが。何この光景、異人さんにさらわれる女の子？

「わ、分かりました！　行きますから、自分で歩きますから。引っ張らないで下さい！」

　二デスク分ほど引き回された後、梢が立ち上がった。バツ悪げな様よう子すで周囲に会釈する。机に戻ってメモ帳を回収、仏ぶつ頂ちよう面づらで歩み寄ってきた。非ひ難なんがましい目つきで睨にらみつけてくる。

「なんなんですか一体、いきなり……」

「それが僕もよく分かってなくて」

「こっちよ」

　室見が脇わきを行き過ぎる。梢と顔を見合わせ嘆息、仕方なくついていくと受付横のミーティングスペースにたどりついた。

「桜さくら坂ざか、状況説明して」

　着席しながら室見が促す。ノートＰＣを立ち上げ何やら資料の準備を始めていた。

　仕方なく口を開く。今日きよう総そう務む省しようであったこと、顧こ客きやく環かん境きよう・他省庁との関連性などを一から順に話していった。

　全すべて説明し終えると梢こずえは眉まゆをひくつかせた。

「ユーザーのインフラがＳＲＧ４６を入れられる状況にない、そういう話ですよね？　運用側でどうこうできる相そう談だんではないと思いますが」

「……ですよね」

　議ぎ論ろんの筋道が分からない以上相づちを打つほかない。ちらと、梢と二人ふたり、室むろ見みを一いち瞥べつする。彼女は黙もくしたままタッチタイプを続けていた。

　ややあってタイピング音が止やむ。室見は顔を上げた。

「顧客機き器きでＳＲＧ４６にバランシングをさせるわ」

　梢の眉まゆが寄る。

「どうやってですか？　ユーザーサイトにある機器はルータ・スイッチ・ファイアウォール。ＬＢ機能のある装置なんていません。物理的にＳＲＧ４６を十台繫つないでも期待する動作はしてくれませんよ」

「今のままならね」

　室見はノートＰＣの液晶を向けてきた。総務省のネットワーク構成がｐｐｔで描かれている。紙資料を持ち出せなかったため簡かん単たんに転記したのか。必要最低限の情報がプロットされている。

　室見の指が画面をなぞった。中央の一点で止まる。

「こいつにＳＲＧ４６を接続する」

　真しん珠じゆ色いろの爪つめが指しているのは……コアＬ３装置だった。梢は目に見えて気け色しきばんだ。

「だからバランシングはどうするんですか！　Ｌ３スイッチにできるのはルーティングとスイッチング。負荷分散なんてサポートしてませんよ!?」

「普通のＬ３スイッチならね」

　意味ありげな口く調ちよう。鳶とび色いろの瞳ひとみがきゅっとすぼまる。

「これ……シャーシ型スイッチなのよ」

　瞬しゆん間かん、梢が電でん撃げきにでも打たれように固まった。

　双そう眸ぼうに畏い怖ふの色が浮かぶ。小ぶりな唇が喘あえぐように開いた。

「まさか……ＣＳＭを使う気ですか？」

　室見は不敵に微笑ほほえんだ。

「さすが、知ち識しきと態度だけはベテラン級ね。そうＣＳＭ、これＥ社のスイッチだからＬＢＣとかって名前がついてたけど基本的にやれることは一いつ緒しよ。正系・副系ともに空きスロットがあることも確かく認にん済ずみよ」

　梢の頰ほおが戦慄わななく。あからさまに不意を突かれた様よう子すだった。普ふ段だんの毒舌も忘れた面おも持もちで沈ちん黙もくしている。

　……え、てか一体何事？

「あ、あの室見さん、ＣＳＭってなんですか？」

　恐る恐る訊たずねる。室むろ見みは梢こずえに視し線せんを据えたまま言葉を返してきた。

「あんた普通の１ｕスイッチとシャーシ型スイッチの違いは理解してる？」

「はい？　違いですか？」

　１ｕスイッチは普ふ段だん利用している薄うす型がたのネットワーク装置だろう。高さ４・５ｃｍ、幅４４・５ｃｍの筐きよう体たいに１２〜４８ポートのＬＡＮインタフェースが搭載されている。対してシャーシ型スイッチは……でっかい奴やつだよな。今日きよう総そう務む省しようのマシンルームでも見かけた、小型の冷蔵庫くらいある機き械かいだ。まぁ大きいから性能が高いのだろうとぼんやり考えていたが。

「１ｕでも２ｕでもいいけど、ポート構成がほとんど確かく定ていしていて変更できないスイッチのことをボックス型と呼ぶの。拡張性は低いけど値段は安め、アップリンクはＳＦＰやＧＢＩＣで変更できるからオフィスネットワーク程度ならこれで十分ね」

　室見の声が淡々と受付スペースに響ひびく。

「反対にシャーシ型スイッチは筐体とインタフェースがまったくバラバラで準備されているの。骨組みだけの箱に必要なモジュールを投入していく感じ。拡張性は抜群ね、それこそ冷却ファンやＣＰＵカードも換装可能なくらいに」

　組み合わせ自由なネットワーク装置。インフラのニーズに応じてポート数やリンク速度を自在にデザインできる。接続機器が多ければ１００Ｍインタフェースを５０ポート、スピード重視なら１０Ｇインタフェースを１０ポート準備といった具合に。

　なるほど違いは明白だ。片や単一用途向けの大量生産品、もう一方はいかなるシチュエーションにも対応可能な汎はん用ようネットワーク装置。

「すみません……ちょっとよく理解できてませんでした。覚えておきます。でもシャーシ型だからなんだっていうんですか？　どんなに自由な組み合わせができても所しよ詮せんはルータ・スイッチ。ネットワーク機器以上のことはできないでしょう」

「挿させるモジュールがネットワークインタフェースだけならね」

　室見はゆっくり視し線せんを向けてきた。

「さっき言ったでしょ？　シャーシ型スイッチは冷却ファンやＣＰＵカードも換装可能だって。その延長で各種のサービスモジュールが用意されているとしたら？」

「まさか……」

　脳裏に驚きよう愕がくの予感が過よぎる。

　室見はうなずいた。

「セキュリティ機能を付加するファイアウォールサービスモジュール、ＩＰ電話のゲートウェイ機能を付加するコミュニケーションメディアモジュール、侵入検知を行うＩＤＳＭ─２。いずれも単純なポート追加に留とどまらない機能拡張ユニットよ。そして私達の求める物もその延えん長ちよう線せん上じようにある」

　………！

　室むろ見みは液晶の画面を切り替えた。ブラウザに表示されたＣＰＵボードの画像、それは。

「ＣＳＭ──コンテンツスイッチングモジュール。Ｌ７までの負荷分散が可能なカード型のロードバランサよ。これを搭載することで他スロットのＬＡＮインタフェースをあたかもＬＢのポートのように使用できる。……つまり１０Ｇインタフェースを新規に用意する必要はない」

　衝しよう撃げきが大気を駆け抜けた。

　息をするのも忘れて立ちすくむ。視し線せんが液晶に据えつけられていた。突如示された突破口に感情がついてこない。え、こんなカード一枚入れるだけで問題が解決するの？　今あるコアＬ３のインタフェースをＬＢ用のポートに転換できる？

「……値段は」

「実際に入れるのはＥ社のＬＢＣ（ロードバランシングカード）という奴やつだけど、卸おろし値ねで約百五十万、保守費用入れても十分麻あざ布ぶ総そう研けんの予算感をくぐれるわ」

「完かん璧ぺきじゃないですか」

「……スペックと費用の話はね」

　含みのある口く調ちようで言って室見は梢こずえを見た。癖くせ毛げの同僚は固い表情で沈ちん黙もくしている。白い顔から血の気が引いていた。

「言いたいことあるんでしょ、言えば？」

　挑発的な口調に梢が激げきした。ぎりっと歯ぎしりして身を乗り出す。

「顧こ客きやく資産の機き材ざいに一枚だけうちのカードを入れる？　しかも私を呼んでるってことは売り切りじゃない、監かん視し・保守・運用を通常通り提供しろってことですよね？」

「よく分かってるじゃない」

　……っ！

　梢の手が室見の襟えり元もとをつかみ上げる。琥こ珀はく色いろの瞳ひとみに殺気にも似た光が宿っていた。

「ふざけないでください！　客資産の運用引き継ぎだって厄やつ介かいなのに複数会社の資産をごちゃ混ぜにする!?　保守フロー・契約が無む茶ちや苦く茶ちやになりますよ。何か起きた時どうするつもりですか！」

「前例がないわけじゃないでしょ。購こう入にゆうベンダーに個別調ちよう整せいかけて保守フローを調整してもらう。面めん倒どうだけど不可能な話じゃないはずよ」

「……他ひ人と事ごとだと思って！」

「ちょっ、ちょっと梢さん！」

　放っておけば殴りかかりそうな彼女を必死で引きはがす。華きや奢しやな肩が上下に揺れていた。梢は軋きしるような声を上げた。

「桜さくら坂ざかさん、たとえばの話、バリバリに改造された冷蔵庫や洗せん濯たく機きをメーカーが保証できると思いますか？　他社部品の組み込まれたテレビとか修理で持ち込まれたらどうします？」

「それは……」

　困るだろう。本当に製品自体の問題で故障したのか、改造が原因なのか切り分けできなくなる。

「この人はそれをやれって言ってるんですよ」

　梢こずえの口く調ちようは怨えん嗟さのようだった。

「がっかりしました。それは確たしかに構築と運用、立場の違いはありますけど色々案件を一いつ緒しよにこなしてきて少しは分かり合えたと思ってたんです。とんだ勘違いでした。結局室むろ見みさんは自分の知的好奇心を満足させたいだけなんでしょう？　一見不可能な課か題だいを見事なひらめきでやりとげる。格好いい！　でもそのあと面めん倒どうを見る人達のことなんて何も考えてない！」

「……そうね」

　室見は冷ややかにつぶやいた。

「私は多た分ぶん本質的に運用のことなんて理解できてない。安定性と技術的な革新どっちを取るかと言われたら正直後者と答えたくなるもの。どんな新技術も使わない限り安定させることはできない。安定安定と念仏のように唱え続けても進歩なんてありえない。……だから最終的なところであんたと私は分かり合えないと思う」

「………」

　でも──と室見は視し線せんを鋭するどくした。

「今回は構築だ運用だって立場で話してるんじゃない。新規サービスの開発チームメンバーとして相そう談だんしてるの。このモジュールさえ導どう入にゆうできればＳＲＧ４６自体は標準スペックのまま入れられる、サービスの設計・ラインナップに手を加えることなく、１Ｇプラン十台の実じつ績せきを作れるのよ？　そのメリットが分からないあんたじゃないでしょ」

「それは……」

　梢は一いつ瞬しゆん気け圧おされかけたが、すぐ表情を固くした。

「言いたいことは分かります。でも私はサービス開発メンバーである前に一ＯＳ部員です。部署の業務が無む茶ちや苦く茶ちやになることを分かっていて問題案件を引き受けられません」

「どうしても？」

「どうしてもです！」

「別にＳＲＧ４６のオプションとしてロードバランサ入れろっていうんじゃないわよ？　あくまで個別案件として、ちゃんと別枠の費用をとって運用にのせると言ってるんだけど」

「同じことです！」

　強い視線で睨にらみ合う。息詰まるような静寂、壁かべ時ど計けいから秒針の音がカチカチと響ひびいてくる。どのくらい沈ちん黙もくしていただろう。室見が動いた。

「まぁ……あんたはそう言うわよね」

　ノートＰＣから手を離はなす。ゆらりと細い上体が揺れた。梢の顔が緊きん張ちようする。

「な、なんですか、言葉でダメなら実力行使ってことですか。本当に野蛮な女、信じられない！」

　室むろ見みは身体からだごとまっすぐに梢こずえと向き合った。深呼吸を一回、表情を引きしめ。

　………。

　え？

　信じられない光景が出現していた。梢と二人ふたり、目を疑う。ぱちぱちと瞬まばたきして再さい確かく認にん。だが何度見直しても眼がん前ぜんの景け色しきは変わらなかった。

　室見が頭を下げていた。

　顔から感情を消し黙もく然ぜんとこうべを垂れている。絶句する工こう兵へい達の前で彼女はつぶやいた。

「お願ねがい、あんたにしか頼めないの。協力して」

　む、室見さんが梢さんに頼み事をしてる……!?

　揶や揄ゆするでもなく、つっかかるでもなく真しん摯しに協力を仰あおいでいる。驚きよう愕がくの事態だった。梢も何が起きているのか分からない様よう子すで目を白黒させている。ややあって口元に引きつり笑いが浮かんだ。

「な、何言ってるんですか室見さん、やめてくださいよそんな、薄うす気き味み悪わるい」

「………」

「らしくないですよ頼み事なんて、あ、分かりました。また罠わなですね。私がほだされてうなずいたら『はっ、だまされてやんの。誰だれがあんたに頭なんか下げるもんですか、バーカ！』とか言うつもりでしょ。その手にはのりませんから」
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　皮肉な口く調ちように、だが室むろ見みは反応しない。ただ静かに黙もく礼れいし続けている。しまいに梢こずえも言葉を失った。

「……私はね、寝ね癖ぐせ頭あたま。この案件、技術的な問題はなんとかするって請うけ負ったの」

　しばらくして室見のつぶやき声が響ひびいた。

「営業もできない、金勘定もできない、マーケティングや代理店交渉なんてもっての他ほか。そんな私がサービス開発に貢献できるとすればエンジニアリングの分野しかないから。だから技術的に片づく話であればどうやっても対応してあげたいの。その代だい償しようが頭を下げることだっていうのなら──私はどれだけでも頭を下げる」

「………」

「一方的な話だってのは理解してる。私の覚悟なんてＯＳ部にはなんの関係もないことも分かっている。それでも私はあんたに頼みたいの、今まで一いつ緒しよに仕事してきた同僚として、互いの手の内を知り尽くしたパートナーとして」

　小さな頭が持ち上がる。鳶とび色いろの目が真正面から梢をとらえた。

「お願い姪乃浜、ロードバランサモジュールを入れさせて。運用手順やエスカレーション条件は私の方できっちり客と握ってくるから」

　……っ。

「……ずるいです」

　梢が視し線せんを背ける。口元を歪ゆがめひどく悔しげな表情になっていた。

「そんな風に言われたら……断れないじゃないですかぁ」

　かすれ気味の言葉。

　応とは言わない。同意の首肯もない。だが答えは明らかだった。たっぷり十秒ほどうつむいた後、彼女は顔を上げる。きつい眼まな差ざしで室見と向き合った。

「障害対応はモジュールの物理障害に関かかわるものだけでいいんですよね？」

「ええ」

「モジュールに問題なかった場合はコアＬ３本体の問題としてユーザーに切り戻せる？」

「もちろん」

「監かん視し・メンテ経路は準備してもらえるんですよね」

「当たり前でしょ」

　わずかに時間をおき梢はうなずいた。深呼吸してもう一度、今度は先程より大きくうなずく。琥こ珀はく色いろの瞳ひとみに強い光が宿っていた。

「運用引き継ぎ……徹てつ底てい的てきに手加減なしでやらせてもらいますから」

「望むところよ」

　瞬しゆん間かん通い合った二人ふたりの絆きずなに鳥肌が立つ。ああ……くそ、畜ちく生しよう格好いいな。互いが互いの実力を認め合い真剣勝負で議ぎ論ろんを交わす。まさしくプロの姿勢だ。甘えも妥協も一切ない、職しよく人にん同士の対話。

　そして今こそサービスの成否は自分──桜さくら坂ざか工こう兵へいに託された。社長と交渉し必要な原資を準備する。蒲かま池ちやユーザーと話しコアＬ３の構成変更を許容してもらう。技術・運用的な環かん境きようを全すべてお膳ぜん立だてされたのだ。これで失敗したら彼女達に顔向けできない。

「室むろ見みさん」

　背筋を伸ばし声がけする。室見はゆっくり身体からだを向け微笑した。

「あとは……任せていいわね？」

「もちろんです」

　胸を張り答える。口角を歪め精一杯獰どう猛もうな表情を浮かべてみせた。

「三時間で全部調ちよう整せいしてみせます」
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　三月三日水すい曜よう日び、午後一時。

　秋あき葉は原ばらＵＤＸ六階会かい議ぎ室しつは聴ちよう講こう者しやの熱ねつ気きに包まれていた。

　座席は満杯、臨りん時じのパイプ椅い子すが通路にまであふれ出ている。スタッフスペースは一段下げられ長机を追加。それでも足りず遅れてきた人は立ち見している有様。まさに満まん員いん御おん礼れいだった。

　プロジェクタに映し出されたタイトルは「ＳＲＧ４６導どう入にゆう事例のご紹介」、その下に総そう務む省しようの名が併記されている。講師は前回に引き続き室むろ見みだ。相変わらず技術用語バリバリでプレゼンの途中途中に妙な喝かつ采さいを浴びている。

「……なんか、複雑な気分ですよ」

　工こう兵へいは入り口扉の脇わきでつぶやいた。傍かたわらの梢こずえが「え？」と顔を向けてくる。スーツ姿の同僚は細い首を傾けた。

「なんでですか？　こんな盛況なのに」

「だって……ＳＲＧ４６のスペックはリリース以来まったく変わってないんですよ？　なのに大手ユーザがついた瞬しゆん間かんこの注目度。手放しじゃ喜べませんよ。中身がどうでも実じつ績せきさえあれば売れるのかって感じで」

「ああ」

　梢は苦笑した。

「それは……でも仕方ないですよ。私がユーザの立場でも導入実績って重視しますし。たとえばの話、私達が不動産会社だったとして、高層建築の経けい験けんがない業者にスカイツリー建てさせたりします？」

「それは……」

　するわけがない。恐ろしすぎる。

　梢は「でしょう？」と相づちをうった。

「ＩＴ業界だって同じです。企業の情シス担当が得え体たいの知れないブラックボックスに通信を委ゆだねたりするか。片や官公庁に導入実績ありのプロダクト、片や低価格だけが売りな安定性未知数の新製品。どちらを取るかは明らかじゃないですか」

「………」

「それに」と相そう好ごうを緩ゆるめ続けられる。

「ぶっちゃけユーザってささいなことで商品の印象を変えるものですよ？　私達だってそうでしょう。お店に行って同カテゴリの製品が並べてあったらとりあえず有名どころを選んだりしません？」

「有名どころ」

「知ってるメーカーだったり好きなタレントがＣＭしていたり、分かりやすいところだと○○御ご用よう達たしの呼び名がついてたりとか。……どれも商品本来の機き能のうとは関係ないですが選ぶポイントにはなるでしょう？　同じ話ですよ」

「………」

　梢こずえはにっこりと微笑ほほえんでみせた。

「つまり、それがブランドってものです」

　ブランド。

　唐突にしっくり来て立ちすくむ。

　そうか、自分達はブランドを手に入れたのか。強引極まりない導どう入にゆう作業、一歩間違えば会社の信用をなくしかねないギャンブルの果てに。

　瞬しゆん間かん、視界の端で人ひと影かげが一つ立ち上がる。身を屈かがめ足早に出口へ歩み寄ってきた。プロジェクタの明かりに顔の輪りん郭かくが浮かび上がる。巻き毛で彫りの深い造ぞう作さく、長身の松まつ田だ優ゆう作さくっぽい男性。

　あ、と思った時にはもう男性は部へ屋やを出ていってしまっている。憎々しげにこちらを睨にらみつけ、舌打ちさえ漏らしそうな表情をしながら。

「今の」

　傍かたわらの梢がつぶやく。

　リブラスペースの……？

「ですね」

　こくりとうなずいてみせる。

　事前申し込みはなかったから当日入場で入ってきたのか。なかなかよい神経をしている。予約票がない来場者は代わりに名刺をもらうことになっているはずだが……素直に置いていったのかしら？　あとで受付を見てみるか。

　梢は戸惑い気味に目をしばたたいた。

「な、なんかすごい顔して睨んでいきましたけど何かあったんですかね？」

「いやぁ」

　知らず知らずのうちに笑えみがこぼれた。

「ちょっと毒まんじゅう食らってもらったんですが。あの様よう子すじゃ結構ダメージあったみたいですね」

「毒まんじゅう？」

　梢が目を丸くする。

　うふふとほくそ笑み続けた。

「総そう務む省しようさんの実じつ績せきは実績で僕らのアドバンテージになりますけど、何か機き能のう追加する度たびパクられるって状況は変わらないですよね？　だからこれ以上ちょっかい出してこないよう釘くぎを刺しておこうと思って」

「釘……」

「リブラスペース限定でＳＲＧ４６のでたらめなサービスリリースを送ってやったんですよ。技術的に無む茶ちやな新しん機き能のうとか織おり交ぜてやって、そしたら彼ら速攻自分達のホームページに反映して売り込み始めたみたいで」

　………！

　呆あつ気けにとられる梢こずえの前で工こう兵へいは口元を押えた。

「傑作でしたよ。なんか扶ふ桑そう通つう建けんにも営業回ってたらしいんですけど、先方のエンジニアからボコボコにやりこめられたみたいで。ＩＰｖ６の勉強し直してこいとかトランスレータの意味分かってるのかとかさんざんな言われようだったそうです。しばらく出入りもできないんじゃないですかね？　扶桑さんからは『やっぱりＳＲＧ４６をメインで取り扱いたい』と言われてますし」

　梢はしばしぽかんとしていたがややあって顔を伏せた。小刻みに肩を震ふるわせ笑いを押し殺している。

「ひ、ひどいことしますね。出で鱈たら目めなサービスリリース送って営業回らせるとか、赤恥もいいところじゃないですか。さっきの人もびっくりしたでしょうね。説明会に来たらまったく別のサービス内容を話してるわけですから」

「同情しますか？」

「いえ」

　梢は首を振り小こ悪あく魔ま的てきな微笑を浮かべた。

「ざまぁみろです」

　ですよねー。

　どちらからともなく手を上げ打ち合わせる。見たかパクリ会社、中途半端なブラック企業に我がスルガシステムは屈したりしない。正義は勝つ！　ＳＲＧ４６完全勝利！

　まぁ……実際のところ今回の件だけで市場を制せい覇はできるほど簡かん単たんなものではないだろう。販促の予算は限られているし広告露ろ出しゆつも少ない、そもそもＳＲＧ４６が総そう務む省しように入ったことを知りえないユーザーも多いはずだ。だが現実引き合いの数は鰻うなぎ上のぼり、代理店制度に関する問い合わせも増えてきている。少しくらいいい気になってもバチは当たらないだろう。

「打ち上げでもやりますか」

　ぽつりとつぶやくと梢は目を見開いた。

「打ち上げ……ですか？」

「ええ、ちょっと気が早いですけど一いつ旦たんサービスはリリースできたわけですし、今後の成功祈き願がんも兼ねて」

　梢は両手を合わせ「いいですねぇ」と顔を輝かがやかせた。

「丁ちよう度ど神楽かぐら坂ざかに美お味いしい日に本ほん酒しゆの店を見つけたところなんです。カウンター席でいつも二人ふたり分ぶんしか予約できないんですけど」

「……それ打ち上げになりませんよね？」




「他ほかの人達は別のお店に入ってもらって電テ話レ会カ議ンすれば」

　斬ざん新しんすぎる。相手が電波の届かない席に通されてたらどうするつもりなんだ。乾杯の時だけ外に出てもらうとか？

　溜ため息いきを一回、飲み会の原資につき考えていると唐突に扉が開いた。わずかにできた隙すき間まからカモメが顔を出す。

「工こう兵へい君、ちょっと」

「はい？」

　片手で手招きされる。工兵は梢こずえにアイコンタクト、足音を殺し部へ屋やから出た。スーツ姿のカモメが（人手が足りないので受付を手て伝つだってもらっているのだ）自分の携帯を差し出してきた。

「藤ふじ崎さきさんから電話、工兵君、携帯の電源切ってるでしょ」

「あ……すみません」

　万一プレゼン中に鳴りだしたらまずいと思いオフにしていたのだ。白ブラウスの胸元に目を奪われつつ電話に出る。

「はい、もしもし桜さくら坂ざかです」

『あ、藤崎です。取り込み中ごめんね』

　いつものごとく遠えん慮りよがちな口く調ちよう、「いえいえ」と答えて携帯を握り直す。私用スマホも取り出し電源オン、留守電とセンターメールのチェックも一応実施しておく。

「どうしました？」

『いや、なんかね桜坂君宛あてにＬ２スイッチが届いてるんだけど、置き場所どうしようかなと思って』

　Ｌ２……スイッチ？

　はて？

「どの案件の機き材ざいでしょう」

『それがよく分からなくてね。送り元は普通にハードウェアベンダーからなんだけど、備び考こう欄らんにもＬ２スイッチとしか書いていなくて』

　ふむ、じゃあ機種と台数から案件を割り出すしかないか。今週来週でＬ２スイッチを使った構築作業はなかったはずだが……まぁいい。

「とりあえず机の上に置いといてもらえます？　帰ってから確かく認にんしますんで」

　なんの気なしに告げると、だが藤崎は『机の上かぁ』と唸うなった。低い呻うめき声ごえを漏らし沈ちん黙もくする。

「え？　あのなんかまずかったですか？」

　机は普通に片づけてきたはずだ。段ボール二、三箱程度なら普通に載るはずだが。

『いやねぇ』と藤崎は途方にくれた様よう子すで言った。

『Ｌ２スイッチ……ちょっと数が多くてさ』

「多い？　十台、二十台ってことですか」

　いやいやと否定される。わずかな間を置き続けられた。

『だいたい三百台くらいかな』




　……は？




「あの、すみません、なんですって？　よく聞こえなかったんですけど」

『だから三百台だよ三百台、今配送業者さんと受付にいるんだけど、どこに運んだらいいか訊きかれてて。ラボルームも入りきらないし倉庫も……あ、はい！　すぐ方針決めますんで、ちょっと待って下さい』

　電話向こうの声が遠ざかる。配送業者と話しているのか、切せつ羽ぱ詰つまった雰囲気が伝わってきた。

　一体どういうことか、呆ぼう然ぜんと立ち尽くしているうちに私用スマホが震ふるえた。発信者番号は……非通知。藤ふじ崎さきはまだ戻ってこない。一いつ瞬しゆん悩んだ末スマホに出る。相手が誰だれであれ「かけ直します」と告げるつもりだったが。

『おう、桜田門君か！』

　耳元で胴どう間ま声ごえが響ひびいた。名乗られるまでもない、我らがＫＹ社長──六ろつ本ぽん松まつだった。六本松はこちらの返事を待つことなく一方的に言葉を続けてきた。

『いやぁ新サービス、なかなか評判いいじゃないか！　今日きようも得意先から引き合いがあったぞ。契約数も順じゆん調ちように伸びているようで何よりだ』

「ど、どうも、ありがとうございます」

　気け圧おされたまま礼を述べる。カモメの携帯からは台車や什じゆう器き移動の音が続け様に響ひびいてきていた。ガタガタ、ガタガタ、はい、ええっとちょっと待ってもらって。……ああ、まだ入らないで下さい！　下ろす場所ないんで！

『麻あざ布ぶ総そう研けんからも御お礼れいの連絡があってな。よくあんな短納期でトラブルを解決してくれたと喜んどったわい。よいスタッフを持たれて羨うらやましいと言われたから、彼らの実力はあんなもんじゃありません、あの百倍、いや千倍はやれる者達です！　と自慢しておいてやったぞ。いやぁ気分がいいな、わっはっはっは』

「あ、あのですね社長、ちょっと今別の電話を受けてまして……終わり次第かけ直す形でもよろしいでしょうか？」

『む？　電話中だと』

　社長は意外そうにつぶやいた。『すまんすまん』と謝しや罪ざいし咳せき払ばらいする。

『では手短に。実は君にもう一個サービスを作ってほしくてな』

「了解です。じゃあ詳細はまた後程──」

　………。

　え？

「さ、サービス？」

『うむ、麻あざ布ぶ総そう研けんから格安でＬ２スイッチを譲ゆずってもらえてな。なんでも売れ行き不振で畳まれたサービスの部材だとかで市価の十分の一で入手できたわ。丁ちよう度ど三百台あってリドルトリルサーバと同じ台数だからちゃちゃっとサービス化してくれたまえ。予算は今回のｖ６変換サービスと同等、スケジュール的には新年度早々のリリースが理想だな』

「あ、あの……社長？」

『ああ、電話中悪かったな。色々立て込んどるだろうから事業計画書はまた明日あしたでいいぞ。ではな！』

　言いたいことだけ言って社長の電話は切れた。

　え……何。

　ちょっと、どういうこと？　Ｌ２スイッチ三百台って。それってまさか。

『桜さくら坂ざか君、桜坂君！　運送業者さん次の配送あるからもう荷物置いて帰るって言ってるんだけど、どうしよう!?』

　藤ふじ崎さきの悲鳴が響ひびく。

　背後で聞こえる台車の音、段ボール積つみ卸おろしの震しん動どう。

　目の前が暗くなる。脳裏に展開されるのは雪崩なだれ落おちるスイッチ三百台のイメージ。必死で手を伸ばしもがくも段ボールの雨は容赦なく自分を覆おおい尽くしていく。

　サービス、新サービス、もう一回マーケティングから開発業務まで実施。




　……か、勘弁してくれ。




　気づけば意い識しきを失っていた。

　ＵＤＸ構内で倒れたビジネスマンの姿は当然のように物ぶつ議ぎを醸かもし、一時Twitterハッシュタグの#karoushi_akibaまで作られる事態になったが、それはまた別の話である。







　あとがき




　昨年末、人生何度目かの転居をしました。

　まぁもともと荷物は少ない方ですし引っ越し作業そのものは大過なく終わったのですが、毎度思うのは住居探しの面倒さ。いや、新居を見て回ること自体は楽しいですよ？　間取りや採光などの条件で物件サイトを検索し、来るべき新生活を思い描くのはいつだって胸むね躍おどるものです。ですが実際に入居交渉が始まると本当へとへとになります。

　まず他物件と比較してから決めたいのに「こちら人気物件につきいつ埋まってもおかしくないです！」と脅されます。まだ前入居者が住んでいて内覧できないのに「申し込み予約が続々入っています！」と猛プッシュされたりします。いや噓うそだろうとたかをくくっていると本当に「埋まりました」と謝あやまられる有様。そうこうしているうちに現住居の退去日は迫り、条件のよい物件はどんどん埋まっていく──

　諸々折り合いをつけられようやく申し込みができたとしましょう。すると今度は契約書に「鍵かぎ交換費用は入居者負担」「消化器購入必須」なる文言がいきなり現れてきます。そんな話聞いてないぞ！　受け入れられない！　と騒さわいでも「じゃあどうぞキャンセルください。他ほかに借りたい方はいくらでもいるんで」と返ってくる始末。強気な大家さんの前では賃貸紛争防止条例などなんの効力もありません。まぁ今の日本の法律だと一度入居した人間を追い出すのはかなり難しいらしいので大家さんの気持ちも分かるのですが。初しよっ端ぱな数万の入金程度で揉もめるような相手に部へ屋やは貸したくないってことですよね。理解はできます。できるのですが、そういう交渉をタイムリミットのある中でやっていると本当神経がすり減るんですよね。

　とかいう話をしていると前ぜん職しよくの同僚が「やっぱり持ち家だぜ」と言ってきました。「大家と違ってマンションデベロッパーは純粋に客商売だからな。多少わがまま言っても聞いてくれるし検討とかもじっくりさせてくれるぜ」

「そりゃそうだけどさぁ」と僕。

「持ち家ったってローン組む以上負債を持つようなもんだろ？　たかだか入居交渉の手間を惜しむくらいで数千万の借金抱えたくないんだけど」

「ばっかだなぁお前」

　元同僚は鼻で笑ってきました。

「借金たって結局は月々の家賃イメージで返済するわけだろ？　おまえの払っている家賃は回り回って大家のローン返済に使われてるんだぜ。それを自分のローン返済に変えるだけだ。もっと考え方を柔軟にしろよ」

　うーん、そんなものかと思い黙だまっていると元同僚は得意げにサムズアップしてきました。

「ちなみに俺おれ、買っちまったから。三十五年ローン○千八百万。月々○万五千の支払い、いよいよ一国一城の主あるじだぜ！」

　まぁ彼ももうすぐ三十代半ばです。妻や子供もいることですし終ついの棲すみ家かを見つけたくなったのでしょう。順じゆん調ちように人生のステップを積み上げていく様さまにわずかな羨せん望ぼうを覚えつつ、その日は解散しました。

　後日、同僚からメールが届きました。はて、新居の自慢かと思い確かく認にんすると中にはこんなメッセージが書かれていました。

『突然転勤の辞令が下って来月から札さつ幌ぽろへ行くことになった。今の家のローンどうするんだと人事部に確認したら、特段補ほ塡てんする制度はないので貸すなり売るなり好きにしてくれと言われた。売るったってローンの残金だけで○千万とかあるんだけど……どうすんだよこれ。マジヤバイ、俺おれ終わった』

　………。

　とりあえず手に持った分ぶん譲じようマンションのパンフレットを脇に置きました。無言でメールをスクロールしていくと最後に以下のような文章が現れました。

『いいか、ちょっとでも転居の可能性があるなら持ち家はやめとけよ！　今から家か族ぞく会かい議ぎ』

　色々とままならないものです。




　以下本ほん編ぺんの内容に触れるため未読の方はご注意下さい。

　作中登場する電子政府システムは実在の総そう務む省しようポータル「ｅ─Ｇｏｖ（イーガブ）」とはなんの関係もありません。よって本編で言及されているシステムの問題点、またＩＰｖ６対応のスケジュールなどは全すべて架空のものとなります。現実の電子政府対応は内ない閣かく官かん房ぼうＩＴ担当室主導のもと総務省の協力で推進されています。その他ＧＰＭＯやＣＩＯ連絡会議、各府省ＰＭＯなどの関わりは作品構成上描写を省略しました。実際の省庁組織・システムとは異なる点がある旨、補足しておきます。




　最後になりますが、度重なる改稿に根気よくお付き合いくださった編集の湯ゆ浅あさ様・小お野の寺でら様、美び麗れいなイラストで本を彩ってくださったイラストのＩｘｙ様、そして何よりこの本を手に取っていただいたあなたに心よりの感かん謝しやを捧げたいと思います。ありがとうございました。





二〇一三年二月　夏なつ海み公こう司じ
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夏なつ海み公こう司じ

兵庫県出身。『葉桜が来た夏』で第14回電撃小説大賞選考委員奨励賞を受賞、デビュー。先日念願の土浦駐屯地をついに訪問、三式中戦車とご対面する。八九式が見られなかったので10月の駐屯地祭は万難を排して参加する予定。
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Ｉｘｙイクシー

社会人の頃、上に５年後の学習プランを紙に書けといわれて途方にくれたけど今ならあの頃よりは想像できるかも。やりたい事が増えてるからかなあ。
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